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音楽科授業での「主体的に学習に取り組む態度」の観点の評価規準と指導に関する調査 

～「粘り強く学習に取り組もうとする側面」と「自らの学習を調整しようとする側面」に着目して～ 

 

 

１ 目  的 令和３年度に中学校において新しい学習指導要領が全面実施となった。新たに３つの観

点が示され、各支部で研究が進んでいるところである。しかし、そのうち「主体的に学習

に取り組む態度」に関して「粘り強く学習に取り組もうとする側面」と「自らの学習を調

整しようとする側面」の評価規準をどのように設定し、そのための指導をどのようにした

らよいのかについての戸惑いの声も多く聞かれる。こうした状況から、この際、このこと

について全国での事例を集約する調査を行いたいと考えた。あくまで現時点での事例を

集め各支部での研究に資することが目的であるので、その回答内容について全日音研・調

査研究部が注釈を加えたり論評を加えたりすることはしない。 

 

２ 対  象 全国公立中学校音楽科教員 

 

３ 調査概要 調査対象者がインターネットで全日本音楽教育研究会中学校部会のホームページにアク

セスし、実践内容を記述する。 

 

４ 調査期間 令和５年７月１日（土）から８月３１日（木）まで 

 

５ 方  法 

（ア）全日本音楽教育研究会中学校部会のホームページにアクセスする。 

アクセス URL https://zennichionken-jhs.jp  

又は 全日本音楽教育研究会中学校部会で検索 

（イ）『音楽科授業での「主体的に学習に取り組む態度」の観点の評価規準と指導に関する調査』 

のバナーをクリックする。 

（ウ）都道府県を選択する。 

（エ）調査内容 

〇『任意の授業で設定した「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準とその育成のために実際に行

った具体的な指導についてご回答ください』 

回答事項 

① 学年    ② 領域・分野・時数 

③ 題材名と使用した教材 

④ その題材で設定した「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準 

⑤ 上記④を育成するためにどのような「指導」をしたか 
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  ＜回答例＞  

   ① 第２学年  ② 器楽（４時間扱い）        

③ 楽器の音色の違いを感じ取り、三味線の特徴を理解して演奏しよう・長唄「鳥羽絵」 

④ 三味線の構造や奏法による音色の違いに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に器楽の学習活動に取り組むとともに、我が国の伝統音楽に親しむ。 

⑤ 第１時：実際に音を出して試すなどして、三味線の音色、構造や奏法を知るとともに、体験を

しながら関心をもたせる。 

  第２時：長唄「鳥羽絵」の一節を演奏するために必要な奏法を、他者に助言したり他者からの

助言を参考にしたりしながら身に付けさせる。 

  第３時：長唄にふさわしい器楽表現にしようと、グループで話し合わせる。 

  第４時：自分の演奏を振り返ったり、他のグループの演奏を聴いて感想を伝えたりさせる。 

     全時 ：授業の最後に本時の振り返りを行い、ワークシートに記入させる。 

※「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【中学校 音楽】第３編事例２参照 

 

６ その他 

（ア）調査の回答内容に個人情報等が含まれないようご配慮ください。 

（イ）調査回答の内容については、各校の管理職より許諾を得てください。 

（ウ）調査集計結果は、調査集計結果は、集計が完了次第、本会ホームページ上で公開する予定ですが、

その際解答毎の都道府県名も公表いたします。 

 

７ 調査結果 

（１）全国調査回答数 ２２１件 

（２）都道府県別回答数 

 

都道府県名 回答件数 都道府県名 回答件数 

北海道 ４ 石川 ７ 

青森 １４ 岐阜 １８ 

宮城 ２ 静岡 ４０ 

栃木 ２５ 大阪 ３ 

埼玉 ２５ 京都 １３ 

千葉 ９ 鳥取 １ 

神奈川 ２６ 島根 ４ 

新潟 ９ 山口 １２ 

東京 １ 香川 ８ 

計          ２２１ 

2



（３）調査結果概要 

主体的に学習に取り組む態度の指導と評価に関しては、音楽科のみならず、すべての教科で関心の高

い部分であると言われている。この調査からは「粘り強く学習に取り組もうとする側面」と「自らの学

習を調整しようとする側面」についてどのように指導し、どのように評価をしていったらよいか、全国

の音楽科教員が模索を繰り返しながら、よりよい指導と評価につなげていく努力を行っている様子が見

てとれる。 

 

 領域・分野に関しては重複しているものもあるが ①歌唱（７６件） ②器楽（６３件） ③創作

（２３件） ④鑑賞（６９件）という結果になった。 

 

評価規準や指導の内容が多岐にわたっているために一概に述べることは困難だが、回答のうち『「主

体的に学習に取り組む態度」を育成するためにどのような「指導」をしたか』について、 

 

①練習する、歌唱する、創作するなどの“演奏活動”に関する記述 

②意見交換、アドバイス、話し合いなどの“相互のやりとり”に関する記述 

③振り返り、関心をもつ、考える、工夫するなど“自己の学習活動”に関する記述 

④発表、グループでの活動、（ワークシートに）記入するなど“学習方法に関する記述” 

 

で分類を試みたところ、③④に関する記述のほうが圧倒的に多く、本調査の趣旨である、「主体的に学

習に取り組む態度」に関して「粘り強く学習に取り組もうとする側面」と「自らの学習を調整しようと

する側面」の評価規準をどのように設定し、そのための指導をどのようにしたかにについての記述が多

くなされていることがわかる。 

 

本調査が全国の学校の参考として活用されることを願っている。 

 

 

なお、全日音研・調査研究部でいただいた回答の整理を行ったが、現行の学習指導要領の趣旨に照ら

して果たしてどうなのかという記述も見られた。しかし調査依頼で「あくまで現時点での事例を集め各

支部での研究に資することが目的であるので、その回答内容について全日音研・調査研究部が注釈を加

えたり論評を加えたりすることはしない」としたように、明らかな誤りを除いては訂正を行わなかっ

た。また、記載内容を尊重するために体裁を整えることも最小限とした。このため、表記にばらつきが

みられるがご容赦をいただきたい。 

 

（４）「考察」河合教科調査官（寄稿）… 今回の調査にあたり、回答を河合教科調査官にお読みいた

だき、ご寄稿をいただいたものを掲載した。 

 

（５）回答内容  （４）の後に掲載 

   分類は ①歌唱・器楽・創作・鑑賞の領域・分野順  ②学年順としてある。 

  ＜回答例＞  

   ① 第２学年  ② 器楽（４時間扱い）        

③ 楽器の音色の違いを感じ取り、三味線の特徴を理解して演奏しよう・長唄「鳥羽絵」 

④ 三味線の構造や奏法による音色の違いに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に器楽の学習活動に取り組むとともに、我が国の伝統音楽に親しむ。 

⑤ 第１時：実際に音を出して試すなどして、三味線の音色、構造や奏法を知るとともに、体験を

しながら関心をもたせる。 

  第２時：長唄「鳥羽絵」の一節を演奏するために必要な奏法を、他者に助言したり他者からの

助言を参考にしたりしながら身に付けさせる。 

  第３時：長唄にふさわしい器楽表現にしようと、グループで話し合わせる。 

  第４時：自分の演奏を振り返ったり、他のグループの演奏を聴いて感想を伝えたりさせる。 

     全時 ：授業の最後に本時の振り返りを行い、ワークシートに記入させる。 

※「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【中学校 音楽】第３編事例２参照 

 

６ その他 

（ア）調査の回答内容に個人情報等が含まれないようご配慮ください。 

（イ）調査回答の内容については、各校の管理職より許諾を得てください。 

（ウ）調査集計結果は、調査集計結果は、集計が完了次第、本会ホームページ上で公開する予定ですが、

その際解答毎の都道府県名も公表いたします。 

 

７ 調査結果 

（１）全国調査回答数 ２２１件 

（２）都道府県別回答数 

 

都道府県名 回答件数 都道府県名 回答件数 

北海道 ４ 石川 ７ 

青森 １４ 岐阜 １８ 

宮城 ２ 静岡 ４０ 

栃木 ２５ 大阪 ３ 

埼玉 ２５ 京都 １３ 

千葉 ９ 鳥取 １ 

神奈川 ２６ 島根 ４ 

新潟 ９ 山口 １２ 

東京 １ 香川 ８ 

計          ２２１ 
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考察 

「音楽科授業での『主体的に学習に取り組む態度』の観点の評価規準と指導に関する調査」の結果を踏まえて 

 

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 

文化庁参事官（芸術文化担当）付教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

河合 紳和 

 

 平成 28 年 12 月 21 日の中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」では，各教科等において育成を目指す資質・

能力の三つの柱のうち「学びに向かう力，人間性等」には,「主体的に学習に取り組む態度」として観点

別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分と，観点別学習状況の評価や評定にはなじまず，こ

うした評価では示しきれないことから「個人内評価」を通じて見取る部分があることに留意する必要が

あるとしています。したがって,「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，資質・能力の三つの柱の一

つである「学びに向かう力，人間性等」の涵養へと通じるものであること，またそれは,「個人内評価」

と併せて「学びに向かう力，人間性等」の育成に繋げていくべきものであることを理解しておく必要が

あります。新観点による学習評価が導入されて以降,「主体的に学習に取り組む態度」をどのように評価

したらよいかということに先生方の関心が高まるあまり,「個人内評価」の重要性が置き去りになって

いるように感じています。このことを最初に再確認した上で，以下,「主体的に学習に取り組む態度」の

評価について考えていきたいと思います。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては，単に継続的な行動や積極的な発言を行うなど,

生徒の性格や行動面の傾向を評価するということではなく，各教科等の「主体的に学習に取り組む態度」

に係る観点の趣旨に照らして,「知識及び技能」を獲得したり,「思考力，判断力，表現力等」を身に付

けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面と，そうした粘り強い取組を行う中で，

自らの学習を調整しようとする側面という二つの側面を評価することが求められています。このうち,

後者の「自らの学習を調整しようとする側面」については，生徒が自らの学習状況を把握し，学習の進

め方について試行錯誤するなど，自らの学習を調整しながら学ぼうとしているかどうかという意思的な

側面を評価することになります。 

ここで重要なのは，単に「粘り強く取り組もうとしているか」,「自らの学習を調整しようとしている

か」を評価するのではなく，その粘り強さが「知識及び技能」を獲得したり,「思考力，判断力，表現力

等」を身に付けたりすることに向かう粘り強さであるかどうかを見極めること，また，学習の自己調整

についても,「知識及び技能」を獲得したり,「思考力，判断力，表現力等」を身に付けたりすることに

向けて粘り強く取り組もうとする中で自らの学習を調整しようとしているかどうかを見極めることで

す。すなわち,「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，他の二つの観点（「知識・技能」,「思考・

判断・表現」）の状況を踏まえた上で行う必要があること，また,「主体的に学習に取り組む態度」の評

価の二つの側面については，教科等の学びの中では別々ではなく，相互に関わり合いながら立ち現れる

ものであることを再認識しておく必要があります。 

各題材等における「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準については，学習指導要領における「各

学年の目標」を踏まえて示された，各学年の「評価の観点の趣旨」に示す「主体的に学習に取り組む態
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度」の観点の趣旨に即して作成します。中学校音楽科では，いずれの学年においても「主体的に学習に

取り組む態度」の観点の趣旨を「音や音楽，音楽文化に親しむことができるよう，音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている」と示していることから，これ

を土台として評価規準を作成します。このうち，冒頭の「音や音楽，音楽文化に親しむことができるよ

う」の部分は,「主体的に学習に取り組む態度」における音楽科の学習の目指す方向性を示す文言である

ため評価規準には含めず，それに代えて，生徒がその題材に粘り強く取り組んだり，自らの学習を調整

しようとする意思をもったりできるようにするために必要な，扱う教材曲や曲種等の特徴，学習内容な

ど，生徒に興味・関心をもたせたい事柄を十分吟味し,「～に関心をもち」として設定します。また，末

尾の「表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている」の部分については，その題材で扱う領域や分

野（「歌唱」,「器楽」,「創作」,「鑑賞」のいずれか。複数の領域や分野を関連付けた題材の場合には

「歌唱及び鑑賞」のように）に置き換えます。 

 ここで,「主体的に学習に取り組む態度」の評価の観点の趣旨に「主体的・協働的に」と示されている

意味について考えてみましょう｡「主体的に学習に取り組む態度」の評価の観点ですから「主体的に」だ

けでよいはずなのに，なぜそこに「協働的に」という文言が加えられているのでしょうか。このことを

考える上で,「指導と評価の一体化」の趣旨について改めて確認しておきたいと思います。 

「指導と評価の一体化」とは，文字通り「指導したことを的確に評価し，その評価を指導に生かし，

生徒の学習改善や教師の指導改善を図っていくこと」です。したがって,「何を指導するか」ということ

と「何を評価するか」ということは表裏一体の関係にあると言えます。このうち「何を指導するか」に

ついては，学習指導要領の「内容」に，事項ア（「思考力，判断力，表現力等」に関する資質・能力），

事項イ（「知識」に関する資質・能力），事項ウ（「技能」に関する資質・能力）として，それぞれ具

体的に示しています。ですから,「知識」,「技能」,「思考・判断・表現」の各観点については,「指導」

と「評価」を一体的に捉えやすいわけです。しかしながら,「主体的に学習に取り組む態度」については，

生徒の学習への継続的な取組を通して現れる性質を有することなどから，学習指導要領の「内容」に事

項として示していません。そのため，生徒の「主体的に学習に取り組む態度」を育成するために「何を

指導するか」が曖昧であったり，意識されなかったりしがちです。先生方から「主体的に学習に取り組

む態度」をどのように評価すればよいか分からないという声をしばしば耳にしますが，これは「主体的

に学習に取り組む態度」の育成に向けて「何を指導するのか」が明確になっていないことが原因の一つ

であると考えられます。今回行われた調査では，調査事項の④で「その題材で設定した『主体的に学習

に取り組む態度』の評価規準」について回答した上で，⑤で「上記④を育成するためにどのような指導

をしたか」について回答を求めていますが，この④と⑤の回答に不整合が多いことからも,「主体的に学

習に取り組む態度」の観点における「指導と評価の一体化」についてじっくりと再考していく必要があ

ると思われます。 

さて，話を「協働的に」に戻します。 

平成 31 年１月 21 日の中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「児童生徒の学習評価の在り

方について（報告）」では,「それぞれの観点別学習状況の評価を行っていく上では，児童生徒の学習状

況を適切に評価することができるよう授業デザインを考えていくことは不可欠である」とし,「特に『主

体的に学習に取り組む態度』の評価に当たっては，児童生徒が自らの理解の状況を振り返ることができ

るような発問の工夫をしたり，自らの考えを記述したり話し合ったりする場面，他者との協働を通じて

自らの考えを相対化する場面を単元や題材などの内容のまとまりの中で設けたりするなど,『主体的・

対話的で深い学び』の視点からの授業改善を図る中で，適切に評価できるようにしていくことが重要で

考察 

「音楽科授業での『主体的に学習に取り組む態度』の観点の評価規準と指導に関する調査」の結果を踏まえて 

 

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 

文化庁参事官（芸術文化担当）付教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 

河合 紳和 

 

 平成 28 年 12 月 21 日の中央教育審議会「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」では，各教科等において育成を目指す資質・

能力の三つの柱のうち「学びに向かう力，人間性等」には,「主体的に学習に取り組む態度」として観点

別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分と，観点別学習状況の評価や評定にはなじまず，こ

うした評価では示しきれないことから「個人内評価」を通じて見取る部分があることに留意する必要が

あるとしています。したがって,「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，資質・能力の三つの柱の一

つである「学びに向かう力，人間性等」の涵養へと通じるものであること，またそれは,「個人内評価」

と併せて「学びに向かう力，人間性等」の育成に繋げていくべきものであることを理解しておく必要が

あります。新観点による学習評価が導入されて以降,「主体的に学習に取り組む態度」をどのように評価

したらよいかということに先生方の関心が高まるあまり,「個人内評価」の重要性が置き去りになって

いるように感じています。このことを最初に再確認した上で，以下,「主体的に学習に取り組む態度」の

評価について考えていきたいと思います。 

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては，単に継続的な行動や積極的な発言を行うなど,

生徒の性格や行動面の傾向を評価するということではなく，各教科等の「主体的に学習に取り組む態度」

に係る観点の趣旨に照らして,「知識及び技能」を獲得したり,「思考力，判断力，表現力等」を身に付

けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面と，そうした粘り強い取組を行う中で，

自らの学習を調整しようとする側面という二つの側面を評価することが求められています。このうち,

後者の「自らの学習を調整しようとする側面」については，生徒が自らの学習状況を把握し，学習の進

め方について試行錯誤するなど，自らの学習を調整しながら学ぼうとしているかどうかという意思的な

側面を評価することになります。 

ここで重要なのは，単に「粘り強く取り組もうとしているか」,「自らの学習を調整しようとしている

か」を評価するのではなく，その粘り強さが「知識及び技能」を獲得したり,「思考力，判断力，表現力

等」を身に付けたりすることに向かう粘り強さであるかどうかを見極めること，また，学習の自己調整

についても,「知識及び技能」を獲得したり,「思考力，判断力，表現力等」を身に付けたりすることに

向けて粘り強く取り組もうとする中で自らの学習を調整しようとしているかどうかを見極めることで

す。すなわち,「主体的に学習に取り組む態度」の評価は，他の二つの観点（「知識・技能」,「思考・

判断・表現」）の状況を踏まえた上で行う必要があること，また,「主体的に学習に取り組む態度」の評

価の二つの側面については，教科等の学びの中では別々ではなく，相互に関わり合いながら立ち現れる

ものであることを再認識しておく必要があります。 

各題材等における「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準については，学習指導要領における「各

学年の目標」を踏まえて示された，各学年の「評価の観点の趣旨」に示す「主体的に学習に取り組む態

5



ある」としています。ここで示す「他者との協働を通じて自らの考えを相対化する場面」を設けること

は,（児童）生徒が自らの学習状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整

しながら学んでいく上で極めて重要な「場面」であると言えるでしょう。 

ここまで述べてきましたように,「主体的に学習に取り組む態度」の評価を充実させていくためには

生徒の「主体的に学習に取り組む態度」を育成していくための「指導の工夫」が重要であると考えます。

そこで，私見ではありますが，生徒の「主体的に学習に取り組む態度」の評価に向けた指導の工夫とし

て次の二つをポイントとしてご提示させていただきます。 

第一に，生徒が主体的に学習に取り組みたくなるような題材を構想することです。『中学校学習指導

要領解説（平成 29年告示）総則編』では,「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた三つの視点に立

った授業改善」の①として「学ぶことに興味や関心をもち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けな

がら，見通しをもって粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる『主体的な学び』

が実現できているかという視点」を示していますが，生徒が「学ぶことに興味や関心をもち」,「自己の

キャリア形成の方向性と関連付けながら」,「見通しをもって」,「粘り強く取り組み」,「自己の学習活

動を振り返って次につなげる」学びを実現する上で，その題材を学習することが生徒にとって魅力的で

あり，価値を感じられるものであることが不可欠です。そのためには，生徒がその題材を学習すること

に必然性や必要性を感じながら学習に取り組むこと，学習目標や課題，問いなどが生徒にとって「自分

ごと」として捉えることができるものであることが求められるでしょう。 

第二に，生徒が自らの学習状況を評価できる場面を適切に設定することです。この「場面の設定」は

「主体的に学習に取り組む態度」を育成する上で重要な鍵となる「指導の工夫」であると私は考えてい

ます。生徒が自らの学習状況を把握し，自らの学習を調整しながら学ぶことができるようにするために

は，前述のように協働的な学びの場面を適切に設定することのほか，生徒が「ゴール」を意識しながら

学習に取り組むことができるようにすること，学習活動の中で生徒自身が「分かった」,「できた」,「身

に付いた」と実感できるような場面を設定すること,「学習の振り返り」が次の学びに繋がるものになっ

ていることなどが求められるでしょう。 

以上を踏まえ，再度「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準について振り返ってみますと，冒頭

に設定する「～に関心をもち」の部分の設定が極めて重要であると改めて感じます。題材の評価規準を

作成する際には,「知識・技能」,「思考・判断・表現」の各観点については，学習指導要領の「内容」

の事項に記している文言をそのまま用いることで「指導」と「評価」の整合性をもたせていますが，前

述のように「主体的に学習に取り組む態度」については「内容」に事項として示しておらず，評価規準

を先生方がご自分で考えて設定する必要があります。「～に関心をもち」は，生徒が関心をもっている

か「評価をする」ことのみに傾注するのではなく，生徒が「～に関心をもって」学習に取り組むことが

できるための「指導をする」ことも重要なのです。それは，この「関心」こそが生徒が粘り強く，自ら

の学習を調整しながら学んでいく原動力となると言えるからです。 

「主体的に学習に取り組む態度」も評価について「何を」,「どのように」評価すればいいのか分から

ないという悩みを抱えておられる先生方は，生徒が粘り強く，自らの学習を調整しながら「知識及び技

能」を獲得したり,「思考力，判断力，表現力等」を身に付けたりするために，どのような「揺さぶり」

や「仕掛け」を働きかけているか（働きかけるべきか）という視点で，ご自身の「指導の工夫」につい

て振り返っていただきたいと思います。 
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連
番

①
学

年
②

領
域

 分
野

③
題

材
名

④
「

主
体

的
に

取
り

組
む

態
度

」
評

価
規

準
⑤

育
成

す
る

た
め

に
ど

の
よ

う
な

「
指

導
」

を
し

た
か

地
区

1
第

１
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

曲
に

あ
っ

た
創

意
工

夫
を

し
、

全
体

の
響

き
や

各
声

部
の

声
を

聴
き

な
が

ら
、

協
力

し
あ

っ
て

合
唱

を
し

よ
う

。
合

唱
「

つ
ば

め
の

よ
う

に
」

自
分

や
パ

ー
ト

、
全

体
の

合
唱

の
課

題
に

気
づ

き
、

主
体

的
・

協
働

的
に

学
習

活
動

に
取

り
組

み
、

よ
り

良
い

合
唱

を
創

ろ
う

と
し

て
い

る
。

全
　

時
：

①
個

人
と

パ
ー

ト
で

本
時

の
目

標
を

決
め

、
課

題
解

決
に

取
り

組
む

。
（

学
び

に
向

か
う

力
）

②
パ

ー
ト

練
習

時
に

自
分

が
ア

ド
バ

イ
ス

し
た

こ
と

、
他

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
さ

れ
た

こ
と

を
振

り
返

り
カ

ー
ド

に
書

き
、

次
時

に
生

か
す

。
（

学
び

に
向

か
う

力
・

調
整

力
）

③
自

分
た

ち
の

合
唱

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
録

画
、

録
音

を
し

、
課

題
を

見
つ

け
た

り
、

課
題

解
決

で
き

て
い

る
と

こ
ろ

を
確

認
し

た
り

す
る

。
（

調
整

力
）

神
奈

川
県

2
第

１
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

二
部

合
唱

と
混

声
三

部
合

唱
の

違
い

は
何

だ
ろ

う
。

合
唱

の
練

習
に

粘
り

強
く

取
り

組
ん

だ
り

、
合

唱
練

習
に

主
体

的
に

取
り

組
む

。
第

１
時

：
自

分
の

声
が

ど
れ

だ
け

の
音

域
を

出
せ

る
か

チ
ェ

ッ
ク

し
、

そ
れ

を
元

に
パ

ー
ト

分
け

を
し

た
。

 
第

２
時

：
二

部
合

唱
に

取
り

組
み

、
パ

ー
ト

練
習

を
行

う
。

 
第

３
時

：
二

部
合

唱
と

し
て

合
わ

せ
を

行
い

、
曲

を
完

成
さ

せ
る

。
 

第
４

時
：

混
声

三
部

合
唱

に
取

り
組

み
、

パ
ー

ト
練

習
を

行
う

。
 

第
５

時
：

混
声

三
部

合
唱

と
し

て
合

わ
せ

を
行

い
、

曲
を

完
成

さ
せ

る
。

 
第

６
時

：
二

部
合

唱
と

混
声

三
部

合
唱

の
違

い
は

何
か

を
考

え
た

。
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

静
岡

県

3
第

１
学

年
歌

唱

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
表

現
を

工
夫

し
て

歌
お

う
。

「
浜

辺
の

歌
」

浜
辺

の
歌

の
歌

詞
の

情
景

や
曲

想
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
２

時
で

４
人

グ
ル

ー
プ

で
の

活
動

と
な

る
。

特
に

表
現

を
工

夫
し

た
い

フ
レ

ー
ズ

に
つ

い
て

意
見

交
換

す
る

中
で

ど
の

よ
う

に
歌

い
た

い
か

に
つ

い
て

思
い

や
意

図
を

協
働

で
深

め
て

い
く

。
神

奈
川

県

4
第

１
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

「
赤

と
ん

ぼ
」

想
像

し
た

情
景

に
合

っ
た

表
現

を
す

る
た

め
に

必
要

な
強

弱
記

号
を

楽
譜

に
書

き
込

ん
だ

り
、

実
際

に
試

し
た

り
し

て
、

表
現

を
考

え
る

。

第
１

時
：

歌
詞

の
内

容
に

あ
っ

た
イ

メ
ー

ジ
カ

ラ
ー

を
考

え
、

そ
の

色
に

し
た

理
由

を
考

え
さ

せ
る

。
第

２
時

：
強

弱
記

号
の

書
か

れ
て

い
な

い
赤

と
ん

ぼ
の

楽
譜

を
配

布
し

、
１

か
ら

４
番

そ
れ

ぞ
れ

の
歌

詞
の

イ
メ

ー
ジ

に
合

っ
た

情
景

や
表

情
を

考
え

さ
せ

る
。

京
都

府

5
第

１
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

表
情

豊
か

に
歌

お
う

。
「

浜
辺

の
歌

」

「
浜

辺
の

歌
」

の
歌

詞
が

表
す

情
景

や
心

情
及

び
曲

の
表

情
や

味
わ

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

歌
詞

の
内

容
や

曲
想

か
ら

イ
メ

ー
ジ

す
る

登
場

人
物

を
設

定
さ

せ
、

曲
想

に
合

う
心

情
を

想
像

し
て

物
語

を
作

り
、

イ
メ

ー
ジ

に
合

う
歌

い
方

を
工

夫
さ

せ
る

。
 

第
２

時
：

曲
想

を
生

み
出

し
て

い
る

音
楽

の
要

素
を

楽
譜

か
ら

読
み

取
り

、
イ

メ
ー

ジ
し

た
情

景
や

心
情

は
、

音
楽

の
ど

の
部

分
か

ら
感

じ
た

の
か

、
楽

譜
か

ら
読

み
取

れ
る

要
素

を
見

つ
け

、
表

現
の

工
夫

を
行

う
。

青
森

県

6
第

１
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

歌
唱

・
曲

の
構

成
を

感
じ

取
っ

て
演

奏
し

よ
う

。
「

主
人

は
冷

た
い

土
の

中
に

（
静

か
に

眠
れ

）
」

・
旋

律
の

特
徴

、
強

弱
、

終
わ

り
の

音
の

階
名

、
旋

律
の

雰
囲

気
を

自
分

で
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

 
・

表
現

豊
か

に
歌

う
こ

と
が

で
き

る

第
１

時
：

１
時

間
目

・
・

・
曲

の
情

景
を

思
い

浮
か

べ
な

が
ら

歌
う

。
第

２
時

：
２

時
間

目
・

・
・

旋
律

の
特

徴
、

強
弱

、
旋

律
の

雰
囲

気
を

自
分

で
考

え
、

そ
れ

を
参

考
に

音
楽

的
表

現
を

つ
け

な
が

ら
歌

う
こ

と
が

で
き

る
。

埼
玉

県

7
第

１
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

歌
詞

の
情

景
や

曲
想

を
生

か
し

て
表

情
豊

か
に

歌
お

う
。

「
赤

と
ん

ぼ
」

曲
想

と
歌

詞
の

内
容

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

共
同

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

曲
想

や
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
を

す
る

。
第

２
時

：
「

赤
と

ん
ぼ

」
を

表
現

豊
か

に
歌

う
た

め
に

必
要

な
技

能
を

身
に

つ
け

る
た

め
に

、
他

者
に

助
言

し
た

り
他

者
か

ら
の

助
言

を
参

考
に

し
た

り
し

な
が

ら
グ

ル
ー

プ
練

習
を

す
る

。
全

  時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

神
奈

川
県

8
第

１
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

曲
の

構
成

を
感

じ
取

っ
て

、
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
主

人
は

冷
た

い
土

の
中

に
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
関

心
を

も
ち

、
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

第
１

時
：

曲
の

作
ら

れ
た

背
景

に
触

れ
る

こ
と

で
関

心
を

も
た

せ
る

。
手

の
高

さ
を

同
じ

グ
ル

ー
プ

内
で

合
わ

せ
な

が
ら

歌
わ

せ
る

こ
と

で
、

音
程

の
感

覚
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
歌

唱
表

現
に

す
る

た
め

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
る

。
第

２
時

：
自

分
の

歌
唱

表
現

を
振

り
返

っ
た

り
、

他
の

グ
ル

ー
プ

の
歌

唱
表

現
を

聴
い

て
感

想
を

伝
え

た
り

さ
せ

る
。

グ
ル

ー
プ

ご
と

の
発

表
の

場
面

で
、

他
者

に
助

言
し

た
り

他
者

か
ら

の
助

言
を

参
考

に
し

な
が

ら
表

現
を

工
夫

さ
せ

る
。

埼
玉

県ある」としています。ここで示す「他者との協働を通じて自らの考えを相対化する場面」を設けること

は,（児童）生徒が自らの学習状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整

しながら学んでいく上で極めて重要な「場面」であると言えるでしょう。 

ここまで述べてきましたように,「主体的に学習に取り組む態度」の評価を充実させていくためには

生徒の「主体的に学習に取り組む態度」を育成していくための「指導の工夫」が重要であると考えます。

そこで，私見ではありますが，生徒の「主体的に学習に取り組む態度」の評価に向けた指導の工夫とし

て次の二つをポイントとしてご提示させていただきます。 

第一に，生徒が主体的に学習に取り組みたくなるような題材を構想することです。『中学校学習指導

要領解説（平成 29年告示）総則編』では,「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた三つの視点に立

った授業改善」の①として「学ぶことに興味や関心をもち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けな

がら，見通しをもって粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる『主体的な学び』

が実現できているかという視点」を示していますが，生徒が「学ぶことに興味や関心をもち」,「自己の

キャリア形成の方向性と関連付けながら」,「見通しをもって」,「粘り強く取り組み」,「自己の学習活

動を振り返って次につなげる」学びを実現する上で，その題材を学習することが生徒にとって魅力的で

あり，価値を感じられるものであることが不可欠です。そのためには，生徒がその題材を学習すること

に必然性や必要性を感じながら学習に取り組むこと，学習目標や課題，問いなどが生徒にとって「自分

ごと」として捉えることができるものであることが求められるでしょう。 

第二に，生徒が自らの学習状況を評価できる場面を適切に設定することです。この「場面の設定」は

「主体的に学習に取り組む態度」を育成する上で重要な鍵となる「指導の工夫」であると私は考えてい

ます。生徒が自らの学習状況を把握し，自らの学習を調整しながら学ぶことができるようにするために

は，前述のように協働的な学びの場面を適切に設定することのほか，生徒が「ゴール」を意識しながら

学習に取り組むことができるようにすること，学習活動の中で生徒自身が「分かった」,「できた」,「身

に付いた」と実感できるような場面を設定すること,「学習の振り返り」が次の学びに繋がるものになっ

ていることなどが求められるでしょう。 

以上を踏まえ，再度「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準について振り返ってみますと，冒頭

に設定する「～に関心をもち」の部分の設定が極めて重要であると改めて感じます。題材の評価規準を

作成する際には,「知識・技能」,「思考・判断・表現」の各観点については，学習指導要領の「内容」

の事項に記している文言をそのまま用いることで「指導」と「評価」の整合性をもたせていますが，前

述のように「主体的に学習に取り組む態度」については「内容」に事項として示しておらず，評価規準

を先生方がご自分で考えて設定する必要があります。「～に関心をもち」は，生徒が関心をもっている

か「評価をする」ことのみに傾注するのではなく，生徒が「～に関心をもって」学習に取り組むことが

できるための「指導をする」ことも重要なのです。それは，この「関心」こそが生徒が粘り強く，自ら

の学習を調整しながら学んでいく原動力となると言えるからです。 

「主体的に学習に取り組む態度」も評価について「何を」,「どのように」評価すればいいのか分から

ないという悩みを抱えておられる先生方は，生徒が粘り強く，自らの学習を調整しながら「知識及び技

能」を獲得したり,「思考力，判断力，表現力等」を身に付けたりするために，どのような「揺さぶり」

や「仕掛け」を働きかけているか（働きかけるべきか）という視点で，ご自身の「指導の工夫」につい

て振り返っていただきたいと思います。 
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9
第

１
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

曲
の

構
成

を
感

じ
取

っ
て

、
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
主

人
は

冷
た

い
土

の
中

に
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

は
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
し

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
授

業
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
歌

唱
に

親
し

む
。

第
１

時
：

曲
の

雰
囲

気
や

歌
詞

の
内

容
に

つ
い

て
考

え
、

歌
唱

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
曲

想
を

生
か

し
た

歌
唱

表
現

を
考

え
る

た
め

に
、

曲
の

構
成

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

、
実

際
に

歌
唱

を
し

て
歌

唱
表

現
を

創
意

工
夫

す
る

。
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

栃
木

県

10
第

１
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

曲
想

に
ふ

さ
わ

し
い

強
弱

記
号

を
付

け
よ

う
。

「
翼

を
く

だ
さ

い
」

旋
律

や
歌

詞
、

ま
た

そ
れ

ら
と

強
弱

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

。

第
１

時
：

歌
詞

カ
ー

ド
を

用
い

練
習

を
し

、
歌

詞
と

音
程

を
確

認
す

る
。

 
第

２
時

：
強

弱
記

号
の

書
か

れ
て

い
な

い
楽

譜
を

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
１

枚
配

り
、

曲
想

に
ふ

さ
わ

し
い

強
弱

記
号

に
つ

い
て

話
し

合
わ

せ
、

記
入

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
グ

ル
ー

プ
ご

と
練

習
を

し
て

も
ら

い
、

発
表

さ
せ

る
。

 
全

時
　

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

静
岡

県

11
第

１
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

思
い

を
こ

め
て

歌
お

う
。

「
赤

と
ん

ぼ
」

「
赤

と
ん

ぼ
」

の
歌

詞
が

表
す

情
景

や
心

情
及

び
曲

の
表

情
や

味
わ

い
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

日
本

歌
曲

に
親

し
む

。

第
１

時
：

「
赤

と
ん

ぼ
」

に
関

す
る

写
真

な
ど

の
資

料
を

示
し

て
関

心
を

持
た

せ
、

範
唱

音
源

を
聴

い
て

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

意
見

交
換

さ
せ

な
が

ら
、

作
者

の
思

い
を

グ
ル

ー
プ

で
考

え
さ

せ
る

。
第

２
時

：
前

時
の

詩
の

解
釈

を
も

と
に

、
個

人
で

考
え

た
思

い
や

意
図

を
グ

ル
ー

プ
で

共
有

さ
せ

、
「

赤
と

ん
ぼ

」
を

ど
の

よ
う

に
表

現
す

る
か

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

な
が

ら
歌

い
試

さ
せ

る
。

第
３

時
：

前
時

に
グ

ル
ー

プ
で

考
え

た
表

現
の

工
夫

に
つ

い
て

発
表

し
、

グ
ル

ー
プ

で
音

色
、

強
弱

、
速

度
、

言
葉

の
発

音
な

ど
を

工
夫

し
な

が
ら

練
習

、
発

表
を

さ
せ

る
。

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

神
奈

川
県

12
第

１
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

歌
唱

表
現

に
関

わ
る

知
識

や
技

能
を

得
た

り
生

か
し

た
り

し
な

が
ら

表
現

活
動

を
工

夫
し

よ
う

。

旋
律

と
言

葉
と

の
関

係
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

・
歌

詞
の

内
容

を
理

解
し

て
、

旋
律

と
の

関
わ

り
を

味
わ

っ
て

歌
う

よ
う

指
導

す
る

。
 

・
工

夫
す

る
点

を
話

し
合

い
活

動
さ

せ
る

。
 

・
自

分
の

ク
ラ

ス
の

合
唱

だ
け

で
な

く
、

他
ク

ラ
ス

の
合

唱
を

聴
き

評
価

し
合

う
。

京
都

府

13
第

１
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

パ
ー

ト
の

役
割

を
感

じ
取

っ
て

合
唱

し
よ

う
。

「
朝

の
風

に
」

音
色

、
強

弱
、

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

を
軸

に
よ

り
良

い
合

唱
曲

と
す

る
た

め
の

課
題

を
見

つ
け

、
そ

の
解

決
方

法
を

自
ら

考
え

よ
う

と
す

る
。

課
題

に
対

し
て

粘
り

強
く

考
え

、
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

第
１

時
：

よ
り

よ
い

練
習

を
行

っ
て

い
く

た
め

の
方

法
を

考
え

、
班

で
話

し
合

う
。

 
第

２
時

：
模

範
演

奏
と

自
分

た
ち

の
演

奏
の

録
音

を
聴

き
比

べ
、

改
善

点
を

見
付

け
、

直
し

て
い

く
。

 
第

３
時

：
自

分
た

ち
の

合
唱

を
動

画
で

視
聴

す
る

こ
と

で
、

よ
り

よ
く

す
る

た
め

の
課

題
を

見
付

け
出

し
、

班
で

話
し

合
う

。
 

第
４

時
：

自
身

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
振

り
返

っ
た

り
、

他
の

グ
ル

ー
プ

の
演

奏
を

聴
い

た
り

し
て

、
感

想
を

伝
え

合
う

。
 

毎
時

間
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
に

記
入

す
る

。

静
岡

県

14
第

１
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

作
曲

者
が

生
き

た
時

代
と

そ
の

思
い

に
迫

り
な

が
ら

歌
お

う
。

「
主

は
冷

た
い

土
の

中
で

」

フ
ォ

ス
タ

ー
が

生
き

た
時

代
と

歌
詞

か
ら

、
そ

の
情

景
を

主
体

的
に

協
働

的
に

考
え

た
り

、
想

像
し

た
り

し
て

い
る

。

第
１

時
：

詩
か

ら
ど

の
よ

う
な

情
景

か
を

想
像

し
て

歌
お

う
。

第
２

時
：

「
主

の
死

を
嘆

き
悲

し
む

人
々

を
み

て
感

動
し

た
」

の
は

、
な

ぜ
な

ん
だ

ろ
う

。
第

３
時

：
フ

ォ
ス

タ
ー

が
生

き
た

時
代

の
ア

メ
リ

カ
は

ど
ん

な
こ

と
が

あ
っ

た
の

だ
ろ

う
。

第
４

時
：

情
景

を
想

像
し

な
が

ら
心

を
こ

め
て

歌
お

う
。

静
岡

県

15
第

１
学

年
歌

唱
（

５
時

間
扱

い
）

曲
想

を
感

じ
取

り
、

旋
律

や
強

弱
の

変
化

を
生

か
し

た
表

現
を

工
夫

し
て

歌
お

う
。

教
材

名
「

カ
リ

ブ
夢

の
旅

」

「
カ

リ
ブ

夢
の

旅
」

の
歌

詞
が

表
す

情
景

や
心

情
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

楽
曲

に
関

心
を

も
て

る
よ

う
に

、
イ

メ
ー

ジ
を

も
た

せ
、

交
流

し
て

か
ら

パ
ー

ト
練

習
さ

せ
る

。
第

２
時

：
音

楽
を

形
作

る
強

弱
な

ど
知

覚
し

た
こ

と
と

雰
囲

気
を

感
受

し
た

こ
と

を
、

パ
ー

ト
練

習
で

意
見

を
出

し
合

っ
て

練
習

さ
せ

る
。

第
３

時
：

２
時

で
練

習
し

た
こ

と
を

生
か

し
、

歌
唱

表
現

を
学

習
用

端
末

で
録

画
し

な
が

ら
工

夫
し

て
練

習
さ

せ
る

。
第

４
時

：
他

の
パ

ー
ト

と
音

を
重

ね
た

時
の

響
き

を
聴

き
あ

い
、

意
見

を
出

し
合

い
な

が
ら

練
習

さ
せ

る
。

第
５

時
：

創
意

工
夫

を
生

か
し

た
表

現
で

歌
う

た
め

の
発

声
や

発
音

に
気

を
つ

け
、

曲
想

に
あ

っ
た

歌
い

方
で

歌
わ

せ
る

。

石
川

県

8



16
第

１
学

年
歌

唱
（

５
時

間
扱

い
）

日
本

の
歌

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

感
じ

取
り

、
情

景
を

想
像

し
な

が
ら

工
夫

し
て

歌
お

う
。

「
浜

辺
の

歌
」

「
赤

と
ん

ぼ
」

作
者

が
曲

を
作

っ
た

背
景

と
歌

詞
が

表
す

情
景

や
心

情
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

「
浜

辺
の

歌
」

を
聴

き
、

ど
ん

な
海

か
を

想
像

さ
せ

る
。

小
学

校
で

学
ん

だ
「

う
み

」
や

「
わ

れ
は

海
の

子
」

と
比

較
す

る
こ

と
で

、
よ

り
詳

し
く

海
の

情
景

を
説

明
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 
第

２
時

：
前

時
で

想
像

し
た

海
を

歌
唱

で
表

す
た

め
の

工
夫

を
考

え
る

。
強

弱
に

焦
点

を
当

て
る

こ
と

で
、

想
像

し
た

海
の

雰
囲

気
を

表
現

し
や

す
く

す
る

。
 

第
３

時
：

「
赤

と
ん

ぼ
」

で
歌

わ
れ

て
い

る
情

景
を

想
像

さ
せ

る
。

 
第

４
時

：
「

赤
と

ん
ぼ

」
の

情
景

を
歌

唱
で

表
現

で
き

る
よ

う
に

工
夫

を
考

え
さ

せ
る

。
 

第
５

時
：

「
浜

辺
の

歌
」

「
赤

と
ん

ぼ
」

を
比

較
し

、
自

分
が

よ
り

よ
い

と
思

う
曲

に
つ

い
て

魅
力

を
伝

え
る

。
そ

の
際

に
は

強
弱

が
も

た
ら

す
情

景
の

あ
ら

わ
れ

を
中

心
に

伝
え

る
よ

う
に

さ
せ

る
。

 

静
岡

県

17
第

１
学

年
歌

唱
(６

時
間

扱
い

)

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
、

豊
か

な
響

き
の

合
唱

を
し

よ
う

。
「

時
の

旅
人

」

・
他

の
学

習
者

の
意

見
に

共
感

し
た

り
質

問
し

た
り

し
な

が
ら

聞
く

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
・

意
見

を
交

流
し

な
が

ら
、

共
有

し
、

班
の

意
見

を
決

め
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
(観

察
・

発
言

)
◎

自
分

の
考

え
を

も
ち

、
相

手
の

意
見

に
対

し
て

、
進

ん
で

質
問

し
た

り
意

見
を

言
っ

た
り

し
て

い
る

。

第
１

時
、

第
２

時
、

第
３

時
：

〇
パ

ー
ト

ご
と

に
音

程
や

リ
ズ

ム
を

意
識

し
、

旋
律

の
特

徴
に

気
を

付
け

な
が

ら
歌

え
る

よ
う

に
す

る
。

〇
パ

ー
ト

練
習

の
中

で
強

弱
や

旋
律

の
雰

囲
気

が
変

わ
る

部
分

に
着

目
さ

せ
る

。
第

４
時

：
〇

歌
詞

の
内

容
を

捉
え

て
、

作
者

の
思

い
や

意
図

を
記

入
さ

せ
る

。
〇

思
考

・
判

断
し

た
こ

と
を

音
や

音
楽

で
確

認
し

な
が

ら
話

し
合

い
を

行
う

。
第

５
時

：
〇

歌
い

方
に

つ
い

て
の

話
し

合
い

で
終

わ
ら

な
い

よ
う

、
様

々
な

歌
い

方
を

試
し

な
が

ら
考

え
る

よ
う

に
働

き
か

け
る

。
〇

生
徒

た
ち

の
考

え
た

歌
い

方
を

声
で

表
現

で
き

る
よ

う
、

技
能

面
の

助
言

を
す

る
第

６
時

：
〇

歌
詞

の
内

容
と

曲
想

の
変

化
の

関
わ

り
を

考
え

な
が

ら
、

感
情

を
込

め
た

表
現

の
仕

方
を

工
夫

し
て

い
る

。
〇

声
部

の
役

割
と

全
体

の
響

き
や

表
現

を
意

識
し

、
言

葉
の

発
音

や
ブ

レ
ス

の
仕

方
、

強
弱

を
工

夫
す

る
よ

う
に

指
導

す
る

。
※

「
指

導
と

評
価

の
一

体
化

」
の

た
め

の
学

習
評

価
に

関
す

る
参

考
資

料
【

中
学

校
　

音
楽

】
第

３
編

事
例

２
参

照

埼
玉

県

18
第

１
学

年
歌

唱
（

７
時

間
扱

い
）

仲
間

と
共

に
表

情
豊

か
に

合
唱

し
よ

う
。

「
HE

IW
Aの

鐘
」

・
よ

り
良

い
合

唱
に

向
け

て
の

課
題

を
見

つ
け

、
そ

の
解

決
方

法
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
自

ら
の

課
題

に
対

し
て

粘
り

強
く

考
え

、
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

・
授

業
の

最
初

に
今

日
の

目
標

を
立

て
、

合
唱

の
練

習
を

す
る

。
授

業
終

わ
り

に
そ

の
目

標
を

達
成

で
き

た
か

や
、

新
た

に
見

つ
け

た
課

題
を

書
き

、
そ

れ
を

踏
ま

え
て

次
回

の
目

標
を

立
て

る
よ

う
に

し
た

。
第

３
時

：
合

唱
曲

「
HE

IW
Aの

鐘
」

を
学

習
す

る
に

あ
た

り
、

曲
の

背
景

を
知

っ
た

う
え

で
ど

の
よ

う
な

合
唱

を
目

指
し

て
い

く
か

、
目

標
を

も
つ

。
第

４
時

～
第

７
時

：
自

分
た

ち
の

歌
っ

た
「

HE
IW

Aの
鐘

」
を

聴
き

、
さ

ら
に

良
く

す
る

た
め

に
は

ど
こ

を
直

し
て

い
く

の
か

を
考

え
る

。

静
岡

県

19
第

１
学

年
歌

唱
（

７
時

間
扱

い
）

「
魔

王
」

（
シ

ュ
ー

ベ
ル

ト
）

 
魔

王
、

父
親

、
子

供
の

３
パ

ー
ト

に
分

か
れ

、
パ

ー
ト

練
習

を
実

施
。

最
後

の
４

時
間

目
で

、
ク

ラ
ス

全
員

で
歌

唱
の

実
技

試
験

。

・
各

パ
ー

ト
に

分
か

れ
、

配
信

さ
れ

た
音

源
を

用
い

、
自

主
自

立
的

に
練

習
に

取
り

組
め

て
い

る
か

。
・

歌
唱

レ
ベ

ル
が

向
上

す
る

よ
う

、
課

題
を

発
見

し
、

課
題

克
服

の
為

、
練

習
方

法
を

創
意

工
夫

し
て

い
る

か
ど

う
か

。
・

パ
ー

ト
内

で
特

定
の

誰
か

が
練

習
を

推
し

進
め

る
の

で
は

な
く

、
協

働
的

に
練

習
に

取
り

組
め

て
い

る
か

。
・

主
体

的
且

つ
協

働
的

に
学

ぶ
姿

勢
を

活
か

し
、

自
分

が
在

籍
し

て
い

る
学

級
が

、
ひ

と
つ

の
作

品
を

仕
上

げ
る

た
め

に
力

を
合

わ
せ

ら
れ

る
集

団
と

な
る

べ
く

、
ク

ラ
ス

の
一

員
と

し
て

そ
の

集
団

作
り

に
尽

力
し

て
い

る
か

ど
う

か
。

第
１

時
：

作
品

の
鑑

賞
、

言
語

が
ド

イ
ツ

語
で

あ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
第

２
時

：
日

本
語

歌
詞

の
読

み
合

わ
せ

、
作

品
の

内
容

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
第

３
時

：
パ

ー
ト

分
け

、
音

源
の

配
信

、
練

習
開

始
第

４
時

：
パ

ー
ト

練
習

、
教

員
と

の
練

習
第

５
時

：
パ

ー
ト

練
習

、
教

員
と

の
練

習
第

６
時

：
ク

ラ
ス

全
体

で
通

し
練

習
第

７
時

：
実

技
試

験
、

シ
ュ

ー
ベ

ル
ト

に
つ

い
て

の
学

習
（

音
楽

史
）

青
森

県

9



20
第

１
学

年
第

２
学

年
歌

唱
（

８
時

間
扱

い
）

歌
唱

の
基

礎
的

な
技

能
を

身
に

付
け

な
が

ら
、

曲
想

に
応

じ
た

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
(合

唱
曲

※
教

材
は

ク
ラ

ス
に

よ
っ

て
異

な
る

)

○
○

(そ
の

時
間

に
身

に
付

け
さ

せ
た

い
歌

唱
の

基
礎

的
な

技
能

)の
習

得
に

関
心

を
も

つ
と

と
も

に
、

○
○

の
技

能
を

習
得

す
る

た
め

の
学

習
活

動
に

主
体

的
・

協
働

的
に

取
り

組
む

。

・
現

段
階

に
お

け
る

自
身

の
技

能
の

状
態

を
自

己
評

価
す

る
。

自
己

評
価

の
際

に
は

具
体

的
な

評
価

の
基

準
を

明
示

す
る

。
・

自
分

が
目

指
し

た
い

到
達

目
標

(数
値

等
)を

明
ら

か
に

す
る

。
・

そ
の

到
達

目
標

(数
値

等
)の

妥
当

性
を

、
個

別
に

確
認

し
、

必
要

に
応

じ
助

言
を

す
る

。
・

動
画

を
撮

影
し

、
都

度
自

分
の

学
習

の
記

録
を

蓄
積

さ
せ

る
。

・
蓄

積
の

状
況

を
生

徒
自

身
が

見
て

、
中

間
評

価
を

加
え

る
。

・
中

間
評

価
の

妥
当

性
を

、
個

別
に

確
認

し
、

必
要

に
応

じ
助

言
す

る
。

・
最

終
評

価
に

向
け

、
強

化
す

る
ポ

イ
ン

ト
を

明
ら

か
に

し
、

後
半

の
学

習
に

取
り

組
む

。
・

動
画

を
撮

影
し

、
都

度
自

分
の

学
習

の
記

録
を

蓄
積

さ
せ

る
。

・
蓄

積
の

状
況

を
生

徒
自

身
が

見
て

、
最

終
評

価
を

加
え

る
。

・
蓄

積
の

状
況

を
教

師
が

見
て

、
個

別
に

確
認

し
、

成
長

の
様

子
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

※
練

習
は

パ
ー

ト
を

母
体

と
す

る
小

集
団

で
行

う
。

新
潟

県

21
第

２
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

曲
想

の
変

化
を

味
わ

い
な

が
ら

、
表

現
を

工
夫

し
て

歌
お

う
。

「
Jo

yf
ul

, J
oy

fu
l」

編
曲

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
る

曲
想

の
変

化
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

Ａ
の

部
分

と
Ｂ

の
部

分
を

聴
き

比
べ

、
編

曲
に

よ
っ

て
生

み
出

さ
れ

る
曲

想
の

変
化

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
の

特
徴

を
感

じ
取

り
な

が
ら

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
２

時
：

「
Jo

yf
ul

,Jo
yf

ul
」

の
曲

想
の

変
化

を
生

か
す

た
め

に
ど

の
よ

う
に

歌
う

か
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

で
歌

い
試

し
な

が
ら

歌
唱

表
現

の
創

意
工

夫
を

す
る

。
今

ま
で

学
ん

で
き

た
こ

と
を

振
り

返
り

な
が

ら
、

表
現

の
工

夫
に

つ
い

て
気

づ
い

た
こ

と
や

学
ん

だ
こ

と
を

記
入

す
る

。
「

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
」

に
お

け
る

指
導

の
工

夫
〇

課
題

設
定

の
工

夫
◆

音
楽

と
出

合
い

、
音

や
音

楽
を

主
体

的
に

と
ら

え
ら

れ
る

よ
う

に
第

１
時

で
は

、
GI

GA
端

末
で

Pa
dl

et
（

パ
ド

レ
ッ

ト
）

と
い

う
we

bア
プ

リ
を

活
用

し
た

。
自

分
の

ペ
ー

ス
で

音
楽

を
比

較
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
者

の
知

覚
・

感
受

し
た

こ
と

を
掲

示
板

の
よ

う
に

コ
メ

ン
ト

す
る

こ
と

が
で

き
、

他
者

の
気

付
き

を
即

時
に

可
視

化
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
か

ら
、

主
体

的
な

学
び

へ
と

つ
な

げ
た

。
　

◆
「

～
を

工
夫

し
て

み
よ

う
」

と
い

っ
た

教
師

主
導

の
発

問
で

は
な

く
、

生
徒

の
発

言
を

取
り

上
げ

た
上

で
「

ど
の

よ
う

に
演

奏
し

た
ら

こ
の

曲
が

よ
り

素
敵

に
な

る
と

思
い

ま
す

か
？

」
と

発
問

し
、

生
徒

が
積

極
的

に
音

楽
と

関
わ

っ
て

い
け

る
よ

う
に

し
た

。
〇

題
材

の
最

後
に

こ
の

題
材

を
振

り
返

る
こ

と
が

で
き

る
場

を
設

定
し

、
学

び
を

次
に

つ
な

げ
る

◆
第

２
時

で
は

授
業

の
最

後
に

「
今

ま
で

の
学

習
を

振
り

返
り

、
表

現
の

工
夫

に
つ

い
て

」
気

付
い

た
こ

と
や

感
じ

た
こ

と
に

つ
い

て
記

入
す

る
場

面
を

設
定

し
た

。
こ

の
学

習
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

や
今

ま
で

学
習

し
た

こ
と

や
既

存
の

知
識

や
技

能
を

活
用

し
た

こ
と

に
つ

い
て

振
り

返
る

こ
と

で
、

こ
の

学
習

を
さ

ら
に

次
に

つ
な

げ
て

い
け

る
よ

う
に

促
し

た
。

　
◆

思
い

や
意

図
を

表
現

す
る

た
め

に
「

ど
の

よ
う

に
歌

う
か

」
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

活
動

し
た

。
教

師
主

体
で

は
な

く
、

生
徒

が
自

ら
考

え
な

が
ら

歌
い

試
す

場
面

を
設

定
す

る
こ

と
で

、
ね

ら
い

に
迫

る
振

り
返

り
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

神
奈

川
県

22
第

２
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

曲
想

と
構

造
、

歌
詞

の
内

容
と

の
関

わ
り

を
い

か
し

て
音

楽
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

混
声

３
部

合
唱

合
唱

「
Ｈ

Ｅ
Ｉ

Ｗ
Ａ

の
鐘

」

曲
想

や
音

楽
の

構
造

と
の

か
か

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

、
主

体
的

、
協

働
的

に
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

・
２

時
：

楽
曲

に
関

心
を

も
た

せ
る

た
め

に
、

楽
曲

の
構

造
や

曲
の

良
さ

に
気

付
か

せ
た

。
第

３
時

：
Ｐ

Ｐ
を

用
い

て
、

拡
大

し
た

楽
譜

を
見

な
が

ら
、

各
声

部
の

役
割

に
気

付
き

、
ど

う
表

現
す

る
の

か
に

つ
い

て
主

体
的

に
考

え
さ

せ
る

よ
う

に
し

た
。

第
４

時
：

声
部

の
か

か
わ

り
と

全
体

の
響

き
と

の
か

か
わ

り
に

つ
い

て
理

解
し

、
音

楽
表

現
で

き
る

よ
う

、
パ

ー
ト

ご
と

に
お

互
い

聴
き

合
っ

た
り

意
見

交
換

し
な

が
ら

活
動

を
進

め
る

。
神

奈
川

県

10



23
第

２
学

年
歌

唱

曲
想

の
変

化
を

生
か

し
た

表
現

の
工

夫
を

し
て

合
唱

し
よ

う
。

「
夢

の
世

界
を

」

歌
詞

の
内

容
や

曲
想

に
関

心
を

も
ち

、
合

唱
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

。

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
第

１
時

：
歌

詞
だ

け
を

読
ん

だ
と

き
と

、
音

源
を

聞
い

た
と

き
の

印
象

や
感

じ
た

こ
と

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

し
、

共
有

す
る

な
ど

し
て

曲
の

理
解

を
深

め
さ

せ
る

。
第

２
時

：
Aと

Bの
違

い
に

つ
い

て
聴

き
取

っ
た

こ
と

を
確

認
し

な
が

ら
、

歌
詞

と
曲

想
の

関
連

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
。

第
３

時
：

歌
い

な
が

ら
曲

想
の

違
い

を
意

識
し

な
が

ら
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
歌

唱
表

現
を

創
意

工
夫

さ
せ

る
。

神
奈

川
県

24
第

２
学

年
歌

唱

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

言
葉

を
大

切
に

し
て

歌
お

う
。

 
「

夏
の

思
い

出
」

歌
詞

の
内

容
（

言
葉

の
意

味
、

歌
詞

が
表

す
情

景
）

や
曲

想
に

関
心

を
持

ち
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
方

法
を

工
夫

し
て

歌
う

学
習

に
主

体
的

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

・
自

分
の

経
験

や
生

活
の

中
で

感
じ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
に

つ
い

て
話

す
。

・
ほ

か
の

人
の

意
見

を
聞

い
た

り
見

た
り

す
る

こ
と

で
、

よ
り

広
い

視
野

で
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

・
作

詞
者

の
思

い
や

歌
詞

の
内

容
に

つ
い

て
関

連
さ

せ
、

楽
譜

に
記

入
す

る
。

・
グ

ル
ー

プ
で

歌
詞

を
読

ん
だ

り
、

歌
っ

た
り

し
な

が
ら

音
楽

表
現

を
考

え
る

。

埼
玉

県

25
第

２
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

曲
の

雰
囲

気
と

歌
詞

と
の

関
わ

り
に

注
目

し
、

曲
に

合
っ

た
表

現
を

工
夫

し
て

歌
お

う
。

「
夏

の
思

い
出

」

曲
の

雰
囲

気
と

歌
詞

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

。

・
曲

を
聴

き
、

感
じ

取
っ

た
雰

囲
気

や
聴

き
と

っ
た

こ
と

を
発

表
す

る
。

・
尾

瀬
の

雰
囲

気
や

場
所

に
つ

い
て

の
情

報
を

共
有

す
る

。
・

ど
の

よ
う

に
歌

っ
た

ら
曲

に
合

っ
た

雰
囲

気
に

な
る

か
考

え
、

伝
え

あ
い

、
歌

う
。

・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

。

埼
玉

県

26
第

２
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

歌
詞

の
内

容
や

曲
想

を
味

わ
い

、
表

現
を

工
夫

し
て

「
夏

の
思

い
出

」
を

歌
お

う
～

旋
律

と
強

弱
に

注
目

し
て

。
「

夏
の

思
い

出
」

旋
律

や
強

弱
と

歌
詞

（
言

葉
の

も
つ

リ
ズ

ム
、

抑
揚

）
と

の
関

係
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

旋
律

や
強

弱
に

注
目

し
、

実
際

に
歌

い
な

が
ら

曲
の

特
徴

を
と

ら
え

る
学

習
を

し
た

。
そ

の
際

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

活
用

し
た

り
、

３
人

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

っ
た

り
し

な
が

ら
考

え
た

。
第

２
時

：
「

水
芭

蕉
の

花
が

咲
い

て
い

る
　

夢
見

て
咲

い
て

い
る

水
の

ほ
と

り
」

と
い

う
第

３
フ

レ
ー

ズ
に

着
目

し
、

「
咲

い
て

い
る

」
の

部
分

を
fで

歌
う

の
と

pp
で

歌
う

の
で

は
、

何
が

ち
が

う
の

か
を

教
師

の
範

唱
を

聴
い

て
考

え
た

り
、

自
分

た
ち

で
歌

い
比

べ
な

が
ら

考
え

た
り

し
た

。
　

→
こ

の
よ

う
な

学
習

に
よ

り
、

こ
の

曲
は

ど
の

よ
う

に
歌

う
と

よ
い

の
か

を
考

え
、

ま
ず

第
３

フ
レ

ー
ズ

に
つ

い
て

歌
い

方
を

工
夫

し
た

。

島
根

県

27
第

２
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

曲
想

と
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

、
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
夏

の
思

い
出

」

歌
詞

の
表

す
情

景
や

心
情

及
び

曲
の

表
情

や
味

わ
い

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
･協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

歌
唱

を
聴

い
て

歌
詞

の
表

す
情

景
や

心
情

、
曲

の
雰

囲
気

な
ど

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

し
、

学
 

　
　

　
　

級
全

体
で

話
し

合
わ

せ
る

。
ま

た
、

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
知

覚
･感

受
し

、
音

楽
の

 
　

　
　

　
特

徴
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
 

第
２

時
：

歌
詞

と
旋

律
の

関
係

を
感

じ
取

り
、

旋
律

と
強

弱
と

の
関

わ
り

や
伴

奏
の

形
や

響
き

の
変

化
な

ど
 

　
　

　
　

に
つ

い
て

話
し

合
わ

せ
る

。
 

全
時

：
　

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

京
都

府

28
第

２
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

ベ
ー

ト
ー

ヴ
ェ

ン
「

交
響

曲
第

５
番

ハ
短

調
第

１
楽

章
」

「
交

響
曲

第
５

番
 ハ

短
調

 第
１

楽
章

」
の

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

「
動

機
」

と
い

う
単

語
を

覚
え

る
だ

け
の

学
習

に
な

ら
な

い
よ

う
、

動
機

を
ボ

デ
ィ

ー
パ

ー
カ

ッ
シ

ョ
ン

で
リ

レ
ー

す
る

な
ど

実
感

を
伴

わ
せ

る
こ

と
で

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
曲

想
の

変
化

を
グ

ラ
フ

で
視

覚
的

に
表

す
。

 
第

３
時

：
グ

ル
ー

プ
で

曲
の

批
評

文
を

発
表

し
、

感
想

を
伝

え
合

う
。

 
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

埼
玉

県

11



29
第

２
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

言
葉

を
大

切
に

し
て

歌
お

う
。

「
夏

の
思

い
出

」

語
感

を
大

切
に

し
た

日
本

の
歌

の
特

徴
を

理
解

し
な

が
ら

、
歌

詞
の

表
す

情
景

や
心

情
と

曲
想

と
の

結
び

付
き

を
感

じ
取

っ
て

、
主

体
的

・
対

話
的

に
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

歌
唱

表
現

を
創

意
工

夫
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
１

時
：

範
唱

を
聴

い
て

印
象

を
自

由
に

話
し

合
う

。
歌

詞
の

表
す

情
景

や
心

情
、

曲
の

雰
囲

気
な

ど
に

つ
い

て
、

個
人

、
全

体
で

話
し

、
共

有
す

る
。

尾
瀬

の
風

景
や

歌
詞

の
情

景
を

想
像

す
る

。
第

２
時

：
歌

っ
た

り
範

唱
を

聴
い

た
り

し
て

、
旋

律
（

音
の

つ
な

が
り

方
や

フ
レ

ー
ズ

）
や

強
弱

を
知

覚
・

感
受

し
、

強
弱

や
伴

奏
の

変
化

が
ど

の
よ

う
な

効
果

を
生

み
出

し
て

い
る

か
を

感
じ

取
る

。
鼻

濁
音

に
つ

い
て

、
さ

行
や

や
行

に
つ

い
て

、
な

ど
具

体
的

な
歌

唱
の

ポ
イ

ン
ト

を
抑

え
る

。
友

達
同

士
で

確
認

す
る

。
第

３
時

：
言

葉
の

ま
と

ま
り

や
抑

揚
を

感
じ

取
り

な
が

ら
、

日
本

語
の

語
感

を
生

か
し

た
表

現
に

注
目

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
山

や
聞

か
せ

ど
こ

ろ
を

自
分

で
見

つ
け

、
掘

り
下

げ
、

前
時

に
学

習
し

た
こ

と
を

想
起

し
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

音
楽

表
現

と
な

る
よ

う
に

グ
ル

ー
プ

や
学

級
全

体
で

発
声

、
言

葉
の

発
音

、
体

の
使

い
方

（
呼

吸
法

）
を

試
す

。
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

山
口

県

30
第

２
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

２
・

３
（

上
）

／
曲

想
を

生
か

し
て

表
情

豊
か

に
歌

お
う

。
ナ

ポ
リ

民
謡

「
サ

ン
タ

 ル
チ

ア
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
歌

詞
の

内
容

及
び

曲
の

背
景

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
，

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

①
日

本
語

で
歌

い
、

旋
律

の
流

れ
や

３
拍

子
の

特
徴

に
関

心
を

持
た

せ
る

。
　

　
　

　
②

原
語

（
イ

タ
リ

ア
語

）
で

歌
唱

し
、

イ
タ

リ
ア

語
の

言
い

回
し

に
興

味
を

持
た

せ
る

。
第

２
時

：
①

強
弱

記
号

や
演

奏
記

号
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
で

、
そ

の
効

果
に

気
づ

か
せ

、
表

現
の

工
夫

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

る
。

②
イ

タ
リ

ア
歌

曲
の

演
奏

を
試

聴
し

て
、

「
声

の
大

き
さ

」
と

「
表

情
の

工
夫

（
顔

、
視

線
、

手
な

ど
）

」
に

つ
い

て
自

分
た

ち
が

マ
ネ

で
き

る
こ

と
に

つ
い

て
話

し
合

わ
せ

る
。

③
イ

タ
リ

ア
語

と
日

本
語

と
歌

う
時

の
違

い
や

特
徴

に
つ

い
て

、
互

い
に

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。

神
奈

川
県

31
第

２
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

曲
想

と
歌

詞
と

の
結

び
付

き
に

注
目

し
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

歌
お

う
。

「
夏

の
思

い
出

」

「
夏

の
思

い
出

」
の

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

及
び

曲
の

表
情

や
味

わ
い

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

。

第
１

時
：

曲
を

聴
き

、
思

い
浮

か
べ

た
情

景
を

言
葉

に
す

る
。

音
楽

記
号

に
着

目
し

な
が

ら
、

曲
を

歌
う

。
第

２
時

：
「

さ
い

て
い

る
」

と
「

は
る

か
な

お
ぜ

」
の

部
分

を
、

ど
の

よ
う

に
表

現
す

る
た

め
に

ど
ん

な
歌

い
方

を
し

た
い

か
考

え
る

。
第

３
時

：
ど

ち
ら

か
を

選
び

、
実

際
に

歌
っ

て
み

る
。

歌
い

な
が

ら
、

工
夫

を
加

え
た

り
変

更
し

た
り

し
な

が
ら

、
よ

り
情

景
を

表
現

で
き

る
よ

う
に

歌
っ

て
み

る
。

神
奈

川
県

32
第

２
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

を
思

い
浮

か
べ

、
曲

想
を

味
わ

い
な

が
ら

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
「

夏
の

思
い

出
」

 「
夏

の
思

い
出

」
の

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

、
曲

の
表

情
や

味
わ

い
に

興
味

・
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

①
歌

詞
の

音
読

や
模

範
演

奏
を

聴
き

、
音

楽
の

雰
囲

気
や

特
徴

（
速

度
、

旋
律

の
音

の
つ

な
が

り
、

強
弱

等
）

に
関

心
を

も
た

せ
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
②

実
際

に
歌

唱
し

な
が

ら
、

曲
の

構
造

や
歌

詞
の

発
音

，
楽

譜
に

書
か

れ
て

い
る

表
現

記
号

に
つ

い
て

気
づ

い
た

こ
と

を
発

言
や

メ
モ

を
さ

せ
る

。
③

特
に

関
心

を
も

っ
た

表
現

方
法

の
場

所
を

ひ
と

つ
選

び
理

由
も

添
え

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

④
「

み
ず

ば
し

ょ
う

の
は

な
が

さ
い

て
い

る
」

と
「

は
る

か
な

お
ぜ

　
と

お
い

そ
ら

」
の

ど
ち

ら
か

を
選

び
,そ

の
場

面
の

心
情

と
そ

れ
が

伝
わ

る
よ

う
な

表
現

の
工

夫
に

つ
い

て
考

え
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
⑤

グ
ル

ー
プ

学
習

で
、

自
分

の
思

い
と

表
現

方
法

を
伝

え
て

歌
っ

て
も

ら
い

、
そ

の
演

奏
に

対
す

る
助

言
を

与
え

さ
せ

る
。

ま
た

、
他

者
の

表
現

方
法

に
も

関
心

を
も

っ
て

歌
わ

せ
る

。
⑥

歌
詞

の
内

容
や

心
情

と
歌

の
表

現
の

工
夫

に
つ

い
て

，
グ

ル
ー

プ
学

習
を

通
し

て
考

え
や

演
奏

で
深

ま
っ

た
こ

と
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
（

振
り

返
り

）

神
奈

川
県

33
第

２
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

曲
想

を
生

か
し

て
表

情
豊

か
に

歌
お

う
。 「

サ
ン

タ
 ル

チ
ア

」

３
拍

子
の

雰
囲

気
を

感
じ

取
り

、
強

弱
を

生
か

し
た

表
現

の
工

夫
や

原
語

の
美

し
い

響
き

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

。

第
１

時
：

範
唱

を
聴

い
て

曲
想

を
捉

え
た

り
、

写
真

や
地

図
を

見
た

り
し

な
が

ら
、

こ
れ

か
ら

の
学

習
や

曲
に

対
す

る
関

心
を

高
め

る
。

第
２

時
：

音
色

、
リ

ズ
ム

、
旋

律
、

強
弱

を
知

覚
・

感
受

し
た

こ
と

や
他

者
の

気
付

き
な

ど
を

参
考

に
し

て
歌

う
。

第
３

時
：

「
サ

ン
タ

 ル
チ

ア
」

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

に
す

る
た

め
の

歌
い

方
の

工
夫

を
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
な

が
ら

歌
い

試
す

。
他

の
グ

ル
ー

プ
の

工
夫

を
聴

い
て

一
緒

に
歌

う
。

全
時

：
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

静
岡

県

12



34
第

２
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

パ
ー

ト
の

役
割

を
理

解
し

て
、

歌
唱

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
「

翼
を

く
だ

さ
い

」

声
部

の
役

割
と

全
体

の
響

き
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
他

者
と

合
わ

せ
て

歌
う

こ
と

に
親

し
む

。

第
１

時
：

「
翼

を
く

だ
さ

い
」

の
様

々
な

演
奏

者
の

動
画

を
聴

き
、

曲
へ

の
興

味
関

心
を

高
め

る
。

ま
た

、
単

旋
律

と
合

唱
の

形
態

の
曲

を
聴

く
こ

と
で

、
ハ

ー
モ

ニ
ー

で
歌

う
こ

と
へ

の
意

欲
を

高
め

る
。

第
２

時
：

パ
ー

ト
に

分
か

れ
て

他
者

に
助

言
し

た
り

、
他

者
の

声
の

出
し

方
を

参
考

に
し

た
り

す
る

こ
と

で
パ

ー
ト

で
の

ま
と

ま
り

を
つ

く
る

意
欲

を
高

め
る

。
第

３
時

：
曲

想
の

違
い

や
パ

ー
ト

の
役

割
は

ど
の

よ
う

に
表

現
す

る
と

良
い

か
、

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
話

し
合

わ
せ

る
。

静
岡

県

35
第

２
学

年
歌

唱
（

４
～

５
時

間
扱

い
）

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

言
葉

を
大

切
に

し
て

歌
お

う
。

「
夏

の
思

い
出

」

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

及
び

曲
の

表
情

や
味

わ
い

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

音
程

の
確

認
、

練
習

→
音

楽
記

号
の

確
認

、
練

習
→

言
葉

の
意

味
や

抑
揚

に
つ

い
て

確
認

→
楽

曲
の

内
容

や
作

曲
の

背
景

か
ら

、
ど

の
よ

う
な

表
現

が
ふ

さ
わ

し
い

か
考

え
さ

せ
る

→
毎

時
間

の
終

わ
り

に
学

ん
だ

こ
と

、
気

付
い

た
こ

と
、

難
し

か
っ

た
こ

と
、

前
回

と
比

べ
て

ど
う

変
わ

っ
た

か
等

振
り

返
り

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

神
奈

川
県

36
第

２
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

曲
想

と
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

，
工

夫
し

て
表

現
を

し
よ

う
。

「
夏

の
思

い
出

」

曲
想

と
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

ど
の

よ
う

な
表

現
の

工
夫

が
で

き
る

か
、

主
体

的
、

協
働

的
に

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

曲
想

と
歌

詞
の

関
わ

り
に

つ
い

て
、

全
体

で
イ

メ
ー

ジ
を

も
ち

な
が

ら
音

楽
活

動
を

す
る

。
第

２
時

：
個

々
で

IC
T機

器
を

利
用

し
、

鑑
賞

す
る

こ
と

で
、

客
観

的
な

イ
メ

ー
ジ

を
も

つ
。

ま
た

、
ど

の
よ

う
な

表
現

の
工

夫
が

あ
る

か
、

話
し

合
わ

せ
る

。
第

３
時

：
パ

ー
ト

内
で

合
わ

せ
て

歌
う

こ
と

で
、

そ
れ

に
対

す
る

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

を
も

つ
。

第
４

時
：

自
分

自
身

が
曲

と
歌

詞
の

内
容

に
ど

の
よ

う
な

意
図

を
も

っ
て

歌
う

の
か

、
確

認
を

し
な

が
ら

実
技

テ
ス

ト
を

行
う

。

埼
玉

県

37
第

２
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

「
夢

の
世

界
を

」
曲

想
の

変
化

や
、

歌
唱

表
現

を
工

夫
し

、
音

の
重

な
り

を
感

じ
な

が
ら

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
。

第
１

時
　

範
唱

を
聴

き
、

曲
に

興
味

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

　
音

と
り

を
中

心
に

旋
律

の
流

れ
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

 
第

３
時

　
各

パ
ー

ト
ご

と
に

、
正

確
に

音
と

り
が

で
き

る
う

よ
う

に
練

習
を

す
る

。
 

第
４

時
　

曲
の

構
成

を
知

り
、

曲
想

の
変

化
を

楽
し

み
な

が
ら

合
唱

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

岐
阜

県

38
第

２
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

パ
ー

ト
の

役
割

を
理

解
し

て
、

歌
唱

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
「

翼
を

く
だ

さ
い

」

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

や
強

弱
、

リ
ズ

ム
の

変
化

に
よ

る
曲

想
や

願
い

を
強

く
も

っ
て

突
き

進
も

う
と

す
る

心
情

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

曲
と

の
出

会
い

の
中

で
、

音
楽

の
要

素
と

歌
詞

の
内

容
と

の
つ

な
が

り
を

知
覚

・
感

受
す

る
た

め
に

小
集

団
で

意
見

交
流

を
し

、
関

心
を

も
た

せ
た

。
第

２
時

：
パ

ー
ト

の
役

割
を

意
識

さ
せ

な
が

ら
、

正
し

い
音

程
で

歌
う

技
能

を
身

に
付

け
た

。
第

３
時

：
こ

の
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

歌
唱

表
現

に
す

る
た

め
に

ど
の

よ
う

に
歌

う
と

よ
い

か
に

つ
い

て
小

集
団

で
話

し
合

っ
た

り
、

実
際

に
歌

っ
て

確
か

め
た

り
し

た
。

第
４

時
：

互
い

に
聴

き
合

い
な

が
ら

意
見

交
流

を
し

、
繰

り
返

し
歌

う
中

で
こ

の
曲

を
歌

う
の

に
必

要
な

技
能

を
身

に
付

け
た

。
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

を
振

り
返

り
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
し

た
。

岐
阜

県

39
第

２
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

情
景

や
曲

想
を

感
じ

取
っ

て
歌

お
う

。
「

夢
の

世
界

を
」

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

に
関

心
を

も
ち

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

音
楽

表
現

を
工

夫
し

て
歌

う
学

習
に

主
体

的
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

楽
譜

を
見

な
が

ら
曲

の
構

成
を

把
握

す
る

。
 

第
２

時
：

範
唱

を
聴

き
、

パ
ー

ト
別

に
旋

律
の

定
着

を
図

る
。

 
第

３
時

：
歌

詞
か

ら
イ

メ
ー

ジ
さ

れ
る

感
情

や
情

景
を

思
い

浮
か

べ
る

。
 

第
４

時
：

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
確

認
し

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

音
楽

表
現

を
考

え
る

。
 

全
時

　
：

授
業

の
終

わ
り

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

新
潟

県

40
第

２
学

年
 

第
３

学
年

歌
唱

（
４

時
間

扱
い

）

２
年

「
メ

ッ
セ

ー
ジ

」
３

年
「

き
み

と
と

も
に

」
歌

詞
の

内
容

や
語

感
と

旋
律

の
動

き
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

表
現

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

（
２

年
）

 
言

葉
の

抑
揚

と
旋

律
の

動
き

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

表
現

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

（
３

年
）

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
録

音
を

す
る

こ
と

で
客

観
的

に
自

分
の

歌
声

を
聴

き
、

ど
の

よ
う

に
歌

っ
た

ら
よ

い
か

を
考

え
さ

せ
る

。

京
都

府

13



41
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

混
声

３
部

合
唱

に
親

し
も

う
。

「
Yo

u 
Ca

n 
Fl

y!
」

「
パ

ッ
ヘ

ル
ベ

ル
の

カ
ノ

ン
」

・
意

欲
的

に
音

楽
を

聴
い

た
り

、
歌

っ
た

り
し

て
い

る
。

 
・

カ
ノ

ン
の

形
式

に
関

心
を

も
ち

、
そ

れ
を

生
か

し
た

表
現

に
す

る
た

め
の

方
法

を
考

え
て

い
る

。
 

・
パ

ー
ト

練
習

に
意

欲
的

に
取

り
組

み
、

繰
り

返
し

練
習

し
て

い
る

。

・
鑑

賞
の

観
点

や
パ

ー
ト

練
習

に
お

け
る

練
習

の
重

点
を

示
す

。
 

・
旋

律
が

ど
の

よ
う

に
し

て
繰

り
返

さ
れ

て
い

る
の

か
を

音
や

映
像

で
示

す
。

 

岐
阜

県

42
第

３
学

年
歌

唱

混
声

合
唱

を
楽

し
も

う
。

「
友

よ
」

（
コ

ー
ニ

ッ
シ

ュ
　

作
詞

・
作

曲
）

「
友

よ
」

の
楽

譜
を

見
な

が
ら

自
分

の
パ

ー
ト

を
確

認
し

、
演

奏
順

や
音

取
り

を
す

る
活

動
に

主
体

的
・

協
働

的
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

・
自

分
の

パ
ー

ト
の

音
と

リ
ズ

ム
を

把
握

す
る

た
め

に
、

ペ
ン

で
旋

律
線

を
書

き
込

む
よ

う
指

示
す

る
。

 
・

自
分

で
旋

律
線

を
書

き
込

む
の

が
難

し
い

生
徒

に
は

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
で

見
本

を
配

信
し

、
同

じ
よ

う
に

　
  

   
 書

き
込

む
よ

う
に

指
示

す
る

。
 

・
演

奏
順

を
把

握
で

き
る

よ
う

に
音

楽
を

か
け

な
が

ら
、

全
員

で
音

楽
記

号
の

意
味

を
確

認
す

る
。

 
・

パ
ー

ト
リ

ー
ダ

ー
を

中
心

と
し

て
、

全
員

が
声

を
出

し
て

歌
え

る
よ

う
に

支
援

す
る

。
 

・
歌

い
に

く
そ

う
な

部
分

に
関

し
て

は
、

イ
メ

ー
ジ

が
掴

み
や

す
い

よ
う

に
範

唱
す

る
。

香
川

県

43
第

３
学

年
歌

唱

日
本

の
歌

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

理
解

し
て

、
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
花

」

・
２

部
合

唱
の

響
き

を
感

じ
取

っ
て

、
２

人
で

歌
い

合
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。
第

１
時

：
高

音
、

低
音

ど
ち

ら
の

パ
ー

ト
も

練
習

し
、

理
解

す
る

よ
う

に
練

習
。

第
２

時
：

自
分

の
声

域
に

合
う

パ
ー

ト
を

選
ぶ

よ
う

に
指

導
し

、
友

達
と

歌
い

合
わ

せ
た

。
第

３
時

：
１

つ
の

パ
ー

ト
は

教
師

が
担

当
し

、
も

う
一

つ
の

パ
ー

ト
を

生
徒

が
担

当
し

、
ハ

ー
モ

ニ
ー

を
感

じ
て

歌
っ

た
。

新
潟

県

44
第

３
学

年
歌

唱

曲
想

と
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

、
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
夏

の
思

い
出

」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
歌

詞
の

内
容

及
び

曲
の

背
景

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

青
森

県

45
第

３
学

年
歌

唱
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

に
向

け
て

。
話

し
合

い
に

よ
り

、
曲

想
を

工
夫

で
き

た
か

。
話

し
合

い
の

ポ
イ

ン
ト

を
示

し
た

上
で

、
思

考
さ

せ
る

場
面

を
設

定
す

る
。

静
岡

県

46
第

３
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

日
本

の
歌

の
良

さ
や

美
し

さ
を

理
解

し
て

、
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
花

」

「
花

」
の

魅
力

や
そ

の
背

景
に

感
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

・
「

上
河

内
の

春
を

探
そ

う
」

　
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

用
し

、
校

内
で

春
を

感
じ

る
写

真
を

撮
影

し
ク

ラ
ス

ル
ー

ム
に

投
稿

す
る

。
写

真
に

題
名

を
つ

け
、

花
の

歌
詞

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

イ
メ

ー
ジ

を
も

っ
て

歌
唱

す
る

。
・

「
花

」
を

歌
お

う
　

イ
メ

ー
ジ

を
も

ち
、

春
の

喜
び

や
躍

動
感

を
出

せ
る

よ
う

に
歌

唱
す

る
。

栃
木

県

47
第

３
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
歌

お
う

。
「

花
」

「
花

」
の

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

、
曲

の
背

景
及

び
曲

の
表

情
や

味
わ

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

作
曲

者
や

作
詞

者
に

つ
い

て
深

め
る

と
と

も
に

曲
の

時
代

背
景

に
つ

い
て

考
え

て
、

実
際

に
歌

唱
す

る
。

第
２

時
：

歌
詞

と
音

楽
が

一
体

化
し

て
い

る
と

こ
ろ

を
探

し
て

い
く

学
習

を
通

し
て

、
特

に
強

弱
記

号
が

曲
に

も
た

ら
し

て
い

る
影

響
に

つ
い

て
考

え
る

第
３

時
：

３
番

の
最

後
に

着
目

を
さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ど

の
よ

う
に

表
現

を
し

た
い

か
、

ま
た

、
思

い
を

表
現

す
る

た
め

に
具

体
的

に
ど

の
よ

う
に

歌
う

と
よ

い
か

、
グ

ル
ー

プ
で

試
行

錯
誤

さ
せ

な
が

ら
、

自
分

た
ち

が
納

得
の

い
く

表
現

が
で

き
る

よ
う

に
学

習
活

動
を

さ
せ

る
。

そ
の

際
に

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
の

録
画

や
録

音
、

お
互

い
に

聴
き

合
っ

た
り

し
な

が
ら

意
見

を
交

換
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

よ
り

積
極

的
・

継
続

的
に

学
習

に
向

か
う

こ
と

が
で

き
る

。

山
口

県

14



48
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

言
葉

を
大

切
に

合
唱

し
よ

う
。

「
花

」

「
花

」
の

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

及
び

曲
の

表
情

や
味

わ
い

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

歌
詞

の
内

容
や

曲
想

に
関

心
を

も
つ

。
２

つ
の

旋
律

を
正

確
に

歌
え

る
よ

う
に

す
る

第
２

時
：

作
詞

・
作

曲
者

に
つ

い
て

知
る

。
音

楽
的

な
構

造
を

学
び

、
音

楽
表

現
に

生
か

す
。

第
３

時
：

グ
ル

ー
プ

ご
と

で
表

現
方

法
の

工
夫

に
取

り
組

む
。

第
４

時
：

グ
ル

ー
プ

ご
と

の
発

表
を

聴
き

、
歌

唱
表

現
の

工
夫

を
学

び
合

う
。

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

埼
玉

県

49
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

合
唱

祭
ク

ラ
ス

曲
 

「
虹

」
「

は
じ

ま
り

」
「

青
い

鳥
」

「
言

葉
に

す
れ

ば
」

パ
ー

ト
練

習
及

び
合

わ
せ

練
習

を
含

む
全

て
の

場
面

に
お

い
て

主
体

的
に

意
見

を
述

べ
、

ま
た

は
い

か
に

自
分

・
集

団
の

演
奏

が
よ

り
良

く
な

る
か

を
考

え
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

観
点

Ａ
評

価
に

な
る

よ
う

に
生

徒
を

指
導

す
る

に
あ

た
っ

て
、

自
分

の
意

見
を

積
極

的
に

提
示

し
、

そ
れ

を
パ

ー
ト

で
試

し
た

り
吟

味
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

よ
り

楽
曲

を
深

く
理

解
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

こ
と

を
指

導
し

、
実

際
に

パ
ー

ト
練

習
の

時
間

の
中

で
リ

ー
ダ

ー
を

中
心

に
意

見
を

出
し

た
り

、
そ

れ
を

募
集

し
て

考
え

さ
せ

る
時

間
を

作
っ

て
い

る
。

埼
玉

県

50
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

日
本

の
歌

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

理
解

し
て

、
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
花

」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
歌

詞
の

内
容

及
び

曲
の

背
景

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

範
唱

を
聴

い
て

、
曲

の
雰

囲
気

を
文

章
で

ま
と

め
さ

せ
た

。
ま

た
メ

ロ
デ

ィ
を

歌
い

習
得

さ
せ

る
と

と
も

に
、

歌
詞

の
意

味
や

七
五

調
な

ど
の

リ
ズ

ム
を

理
解

し
た

。
第

２
時

：
１

６
分

休
符

や
リ

ズ
ム

に
注

目
し

、
作

曲
者

が
こ

の
曲

に
込

め
た

思
い

を
思

考
し

た
。

第
３

時
：

第
１

時
に

て
感

じ
た

曲
の

雰
囲

気
を

歌
唱

で
表

現
し

よ
う

と
、

グ
ル

ー
プ

で
工

夫
点

を
話

し
合

わ
せ

た
。

ま
た

、
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

練
習

を
行

わ
せ

た
。

第
４

時
：

自
分

た
ち

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
た

。
全

時
　

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

埼
玉

県

51
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

を
思

い
浮

か
べ

、
曲

想
を

味
わ

い
な

が
ら

表
現

を
工

夫
し

て
歌

お
う

。
「

花
」

・
歌

詞
の

表
す

内
容

に
つ

い
て

理
解

し
思

い
を

は
せ

、
そ

の
情

景
を

思
い

浮
か

べ
よ

う
と

す
る

。
・

歌
唱

の
表

現
の

仕
方

に
つ

い
て

、
楽

譜
に

記
載

さ
れ

て
い

る
１

６
分

休
符

や
、

強
弱

に
つ

い
て

理
解

し
、

表
現

し
よ

う
と

す
る

。
・

二
部

合
唱

と
し

て
、

他
パ

ー
ト

と
の

ハ
ー

モ
ニ

ー
や

同
パ

ー
ト

と
声

を
合

わ
せ

て
歌

唱
し

よ
う

と
す

る
。

・
実

技
試

験
と

し
て

、
伴

奏
に

合
わ

せ
て

上
パ

ー
ト

と
下

パ
ー

ト
で

、
工

夫
し

て
表

現
し

よ
う

と
す

る
。

第
１

時
：

鑑
賞

(歌
詞

か
ら

イ
メ

ー
ジ

さ
せ

る
)

第
２

時
：

歌
詞

の
内

容
確

認
第

３
時

：
歌

唱
　

フ
レ

ー
ズ

ご
と

に
範

唱
し

、
旋

律
を

理
解

さ
せ

る
。

第
４

時
：

楽
曲

の
記

号
や

注
意

点
に

つ
い

て
説

明
し

、
パ

ー
ト

ご
と

練
習

さ
せ

て
、

定
着

を
図

る
。

第
５

時
：

発
想

標
語

や
歌

詞
の

言
葉

を
大

切
に

し
た

歌
い

方
な

ど
、

考
え

て
歌

わ
せ

る
。

第
６

時
：

合
唱

と
し

て
曲

を
ま

と
め

る
。

第
７

時
：

実
技

試
験

第
８

時
：

振
り

返
り

は
毎

時
間

「
自

己
評

価
カ

ー
ド

」
に

記
入

さ
せ

る
。

（
毎

時
間

「
ね

ら
い

」
も

記
入

）

新
潟

県

52
第

３
学

年
歌

唱
(５

時
間

扱
い

)

合
唱

曲
「

君
と

見
た

海
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
歌

詞
の

内
容

及
び

曲
の

背
景

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
，

そ
れ

ら
を

生
か

し
た

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
歌

唱
表

現
を

創
意

工
夫

し
て

歌
う

。

授
業

の
始

め
に

ね
ら

い
の

確
認

を
し

、
授

業
後

に
振

り
返

り
を

毎
時

間
行

う
。

(タ
ブ

レ
ッ

ト
を

活
用

) 
ま

た
、

全
時

を
通

し
て

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト

の
座

標
軸

を
活

用
し

、
自

分
が

ど
の

よ
う

に
成

長
し

た
か

毎
時

間
追

加
し

て
い

く
こ

と
に

よ
っ

て
自

分
の

成
長

を
可

視
化

し
、

振
り

返
り

を
生

か
し

て
次

時
へ

の
意

欲
に

繋
げ

た
。

京
都

府

53
第

３
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

日
本

の
歌

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

理
解

し
て

、
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
花

」

曲
想

と
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

歌
詞

を
読

ん
だ

り
曲

を
歌

っ
た

り
す

る
こ

と
で

、
歌

詞
が

表
す

情
景

や
曲

の
雰

囲
気

と
、

音
楽

を
形

作
っ

て
い

る
要

素
と

の
関

り
を

考
え

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
る

。
第

２
時

：
第

１
時

に
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
っ

た
も

の
を

発
表

し
合

っ
て

学
級

で
共

有
し

、
そ

れ
ら

を
生

か
し

て
歌

唱
表

現
を

工
夫

さ
せ

る
。

全
時

 ：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

静
岡

県

15



54
第

３
学

年
歌

唱
（

２
時

間
扱

い
）

詩
や

曲
の

背
景

を
理

解
し

て
歌

お
う

。
「

花
の

街
」

詩
や

曲
の

背
景

を
理

解
し

、
そ

こ
に

込
め

ら
れ

た
思

い
を

生
か

し
た

歌
唱

表
現

や
美

し
い

日
本

の
「

心
の

歌
」

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

「
作

詞
者

の
言

葉
」

や
「

作
曲

者
の

言
葉

」
を

も
と

に
、

当
時

の
時

代
背

景
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
歌

詞
の

内
容

や
曲

想
に

関
心

を
も

た
せ

る
。

第
２

時
：

強
弱

記
号

に
込

め
ら

れ
た

意
味

を
個

人
で

考
え

、
自

分
の

考
え

を
も

と
に

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
歌

唱
表

現
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
る

。
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

山
口

県

55
第

３
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

込
め

ら
れ

た
思

い
や

言
葉

を
大

切
に

し
て

歌
お

う
。

「
花

」

詩
を

大
切

に
し

た
旋

律
や

強
弱

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

学
習

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

第
１

時
：

１
番

と
比

較
し

、
２

・
３

番
の

旋
律

や
リ

ズ
ム

、
強

弱
に

違
い

が
あ

る
こ

と
に

関
心

が
も

て
る

よ
う

に
す

る
。

 
第

２
時

：
違

い
が

あ
る

理
由

を
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

、
意

識
し

て
歌

え
る

よ
う

に
す

る
。

 
第

３
時

：
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

な
が

ら
、

グ
ル

ー
プ

で
情

景
や

思
い

を
大

切
に

し
た

表
現

を
追

求
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 

岐
阜

県

56
第

３
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

曲
想

を
生

か
し

て
表

現
豊

か
に

歌
お

う
。

「
帰

れ
ソ

レ
ン

ト
へ

」

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

エ
ン

デ
ィ

ン
グ

の
８

小
節

間
（

帰
れ

君
～

）
の

部
分

を
２

～
３

人
で

グ
ル

ー
プ

学
習

を
す

る
。

 
課

題
１

：
２

つ
の

フ
ェ

ル
マ

ー
タ

の
長

さ
の

違
い

を
ど

う
す

る
の

か
。

 
課

題
２

：
ア

ク
セ

ン
ト

を
つ

け
る

た
め

の
腹

筋
の

使
い

方
。

 
課

題
３

：
最

後
の

伸
ば

す
音

を
ど

う
響

か
せ

て
表

現
す

る
か

。
 

そ
れ

ぞ
れ

の
課

題
に

つ
い

て
、

ど
う

表
現

す
る

か
、

そ
の

理
由

、
注

意
す

る
こ

と
を

考
え

さ
せ

る
。

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
録

画
録

音
（

テ
イ

ク
１

０
）

す
る

中
か

ら
、

ふ
さ

わ
し

い
表

現
や

注
意

点
を

見
つ

け
出

さ
せ

る
。

埼
玉

県

57
第

３
学

年
歌

唱
（

３
時

間
扱

い
）

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
歌

唱
表

現
を

創
意

工
夫

し
て

歌
お

う
 。

「
帰

れ
ソ

レ
ン

ト
へ

」

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

及
び

曲
の

表
情

や
味

わ
い

に
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

「
帰

れ
ソ

レ
ン

ト
へ

」
の

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

曲
の

味
わ

い
な

ど
に

関
心

を
持

つ
。

 
「

帰
れ

ソ
レ

ン
ト

へ
」

の
範

唱
を

聴
き

、
カ

ン
ツ

オ
ー

ネ
に

関
心

を
持

つ
。

歌
詞

の
内

容
や

、
転

調
な

ど
を

感
じ

な
が

ら
、

イ
タ

リ
ア

語
で

歌
う

。
 

第
２

時
：

「
帰

れ
ソ

レ
ン

ト
」

を
ど

の
よ

う
に

歌
う

か
に

つ
い

て
思

い
や

意
図

を
持

つ
。

 
調

や
強

弱
、

速
度

の
変

化
を

ど
の

よ
う

に
表

現
し

た
ら

よ
い

か
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

く
。

最
後

の
盛

り
上

が
り

の
部

分
は

、
周

り
の

人
と

相
談

し
な

が
ら

考
え

る
。

表
現

の
仕

方
を

言
葉

で
発

表
す

る
だ

け
で

な
く

実
際

に
歌

っ
て

表
現

す
る

。
 

第
３

時
：

創
意

工
夫

を
生

か
し

て
、

「
帰

れ
ソ

レ
ン

ト
」

を
歌

う
。

 
自

分
で

考
え

た
表

現
や

、
周

り
の

人
の

考
え

を
聴

い
て

や
っ

て
み

よ
う

と
思

っ
た

表
現

を
ま

と
め

、
自

分
な

り
に

表
現

を
工

夫
し

て
歌

う
。

 
パ

バ
ロ

ッ
テ

ィ
が

歌
う

「
帰

れ
ソ

レ
ン

ト
へ

」
を

聴
き

、
ど

の
よ

う
に

表
現

し
て

い
る

か
感

じ
取

る
。

 

千
葉

県

58
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

日
本

の
歌

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

理
解

し
て

，
歌

唱
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

「
花

」

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

及
び

曲
の

表
情

や
味

わ
い

に
関

心
を

も
ち

，
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

第
１

時
：

歌
詞

に
ど

の
よ

う
な

情
景

や
思

い
が

込
め

ら
れ

て
い

る
の

か
を

把
握

し
、

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
「

旋
律

の
動

き
や

強
弱

記
号

」
と

「
歌

詞
」

と
の

か
か

わ
り

を
把

握
し

、
作

曲
者

の
意

図
を

考
え

な
が

ら
練

習
す

る
。

 
第

３
時

：
「

花
」

に
ふ

さ
わ

し
い

歌
唱

表
現

に
す

る
た

め
に

、
個

別
で

思
考

し
た

後
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

練
習

す
る

。
 

第
４

時
：

自
分

の
演

奏
を

録
画

で
確

認
し

、
演

奏
を

振
り

返
る

。
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

 

北
海

道

16



59
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

歌
詞

が
表

す
情

景
や

心
情

を
思

い
浮

か
べ

，
曲

想
を

味
わ

い
な

が
ら

表
現

を
工

夫
し

て
歌

お
う

。
「

荒
城

の
月

」

「
荒

城
の

月
」

 の
歌

詞
が

表
す

情
景

や
心

情
及

び
曲

の
表

情
や

味
わ

い
に

 関
心

を
も

ち
，

音
楽

活
動

を
 楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

 働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
 取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

「
荒

城
の

月
」

の
歌

詞
を

音
読

し
た

り
、

歌
っ

た
り

し
て

、
歌

詞
が

表
す

情
景

や
心

情
、

曲
の

雰
囲

気
な

ど
を

学
習

シ
ー

ト
に

記
入

し
関

心
を

も
た

せ
る

。
第

２
時

：
「

荒
城

の
月

」
に

つ
い

て
知

覚
し

た
こ

と
と

感
受

し
た

こ
と

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
考

え
、

音
楽

の
特

徴
と

歌
詞

の
内

容
と

を
関

わ
ら

せ
て

歌
う

。
第

３
時

：
速

度
、

旋
律

、
強

弱
を

知
覚

・
感

受
し

、
「

荒
城

の
月

」
の

曲
想

や
歌

詞
の

内
容

を
味

わ
い

、
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
を

踏
ま

え
て

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
音

楽
表

現
を

追
求

す
る

。
第

４
時

：
思

い
や

意
図

と
発

声
、

言
葉

の
発

音
、

呼
吸

す
る

際
の

身
体

の
使

い
方

な
ど

の
技

能
と

の
関

係
を

意
識

し
な

が
ら

、
グ

ル
ー

プ
や

学
級

全
体

で
歌

う
。

神
奈

川
県

60
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

歌
い

継
ご

う
　

日
本

の
歌

～
情

景
を

思
い

浮
か

べ
な

が
ら

、
言

葉
を

大
切

に
し

て
合

唱
し

よ
う

。
「

花
」

　
「

花
」

の
歌

詞
が

表
す

情
景

や
心

情
、

曲
の

背
景

及
び

曲
の

表
情

や
味

わ
い

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

「
花

」
に

つ
い

て
の

印
象

を
ま

と
め

る
。

高
音

パ
ー

ト
・

低
音

パ
ー

ト
の

旋
律

を
確

認
す

る
。

第
２

時
：

「
花

」
に

つ
い

て
の

印
象

や
、

歌
詞

や
音

楽
の

特
徴

か
ら

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

共
有

す
る

。
情

景
を

思
い

浮
か

べ
、

こ
の

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
歌

唱
表

現
に

つ
な

げ
る

。
第

３
時

：
「

花
」

に
ふ

さ
わ

し
い

歌
唱

表
現

を
追

求
し

、
ど

の
よ

う
に

合
わ

せ
て

歌
う

か
に

つ
い

て
、

思
い

や
意

図
を

も
っ

て
合

唱
す

る
。

第
４

時
：

学
習

の
ま

と
め

と
し

て
、

次
の

２
点

に
つ

い
て

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
①

学
習

全
体

を
ふ

り
返

り
、

授
業

で
の

学
習

内
容

を
ふ

ま
え

て
学

ん
だ

こ
と

に
つ

い
て

ま
と

め
る

。
②

「
花

」
の

よ
さ

や
魅

力
な

ど
学

習
し

て
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
ふ

ま
え

な
が

ら
、

「
現

在
ま

で
長

く
歌

い
継

が
れ

、
親

し
ま

れ
て

い
る

日
本

の
歌

を
学

習
す

る
」

意
味

に
つ

い
て

考
え

た
こ

と
を

ま
と

め
る

。

神
奈

川
県

61
第

３
学

年
歌

唱
（

４
時

間
扱

い
）

詩
を

味
わ

い
情

景
を

思
い

浮
か

べ
て

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
「

花
」

「
花

」
の

歌
詞

が
表

す
情

景
、

曲
の

雰
囲

気
や

特
徴

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

歌
詞

を
読

ん
で

歌
う

、
を

１
番

～
３

番
ま

で
繰

り
返

す
。

そ
れ

ぞ
れ

の
旋

律
の

特
徴

を
つ

か
み

な
が

ら
歌

唱
し

、
曲

の
雰

囲
気

を
と

ら
え

さ
せ

る
。

第
２

時
：

歌
詞

が
表

す
情

景
を

表
現

す
る

た
め

に
、

表
現

記
号

と
歌

詞
の

内
容

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で
情

報
共

有
し

た
り

意
見

交
換

し
た

り
す

る
。

第
３

時
：

歌
詞

と
表

現
記

号
の

関
連

に
つ

い
て

個
人

で
思

考
さ

せ
、

そ
の

後
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
他

者
の

考
え

を
知

り
、

自
分

の
考

え
と

比
較

し
た

り
統

合
し

た
り

す
る

。
第

４
時

：
前

時
で

考
え

た
こ

と
を

歌
唱

表
現

す
る

た
め

に
、

ペ
ア

で
練

習
し

ア
ド

バ
イ

ス
し

あ
う

。
（

第
５

時
に

歌
の

実
技

テ
ス

ト
を

一
人

ず
つ

行
う

→
技

能
）

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

神
奈

川
県
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第

３
学

年
歌

唱
（

６
時

間
扱

い
）

ア
・

カ
ペ

ラ
の

響
き

を
味

わ
い

な
が

ら
、

曲
想

豊
か

に
合

唱
し

よ
う

。
合

唱
曲

「
ぜ

ん
ぶ

」

ア
・

カ
ペ

ラ
に

よ
る

歌
声

の
豊

か
な

響
き

や
音

色
、

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

に
関

心
を

も
ち

、
豊

か
な

発
声

の
た

め
の

手
立

て
を

追
求

す
る

と
と

も
に

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

合
唱

活
動

に
取

り
組

む
。

 

１
時

：
ア

・
カ

ペ
ラ

の
合

唱
曲

を
鑑

賞
し

、
そ

の
よ

さ
や

響
き

を
味

わ
い

、
ア

・
カ

ペ
ラ

の
合

唱
に

つ
い

て
関

心
を

も
た

せ
る

。
今

の
自

身
の

歌
声

に
つ

い
て

、
よ

さ
と

課
題

点
を

見
つ

け
る

。
「

ぜ
ん

ぶ
」

の
鑑

賞
を

し
、

楽
譜

に
気

づ
い

た
こ

と
を

書
き

込
む

。
 

第
２

～
４

時
：

「
ぜ

ん
ぶ

」
の

パ
ー

ト
練

習
を

す
る

。
練

習
番

号
ご

と
に

歌
い

な
が

ら
、

楽
譜

に
書

い
て

あ
る

記
号

等
を

確
認

し
、

ど
の

よ
う

な
発

声
で

歌
う

べ
き

か
考

え
て

実
践

す
る

。
最

後
に

合
唱

し
、

ふ
さ

わ
し

い
歌

唱
表

現
（

発
声

）
が

で
き

て
い

る
か

、
よ

り
よ

く
す

る
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
を

話
し

合
う

。
 

第
５

時
：

曲
の

最
後

ま
で

ア
・

カ
ペ

ラ
で

合
唱

す
る

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
録

画
し

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
パ

ー
ト

の
演

奏
を

聴
い

て
感

想
を

伝
え

た
り

さ
せ

る
。

 
第

６
時

：
合

唱
テ

ス
ト

の
実

施
。

テ
ス

ト
を

録
画

し
、

自
身

や
パ

ー
ト

の
学

習
の

成
果

を
振

り
返

る
と

と
も

に
、

豊
か

な
発

声
の

た
め

に
必

要
な

こ
と

や
ア

・
カ

ペ
ラ

合
唱

の
よ

さ
を

ま
と

め
る

。
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
自

己
評

価
カ

ー
ド

に
気

づ
き

を
記

入
さ

せ
る

。

埼
玉

県

63
第

３
学

年
歌

唱
（

８
時

間
扱

い
）

パ
ー

ト
の

役
割

を
理

解
し

て
、

仲
間

と
と

も
に

表
情

豊
か

に
合

唱
し

よ
う

。
混

声
三

部
合

唱
「

群
青

」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
歌

唱
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

曲
を

聴
き

感
じ

た
こ

と
を

考
え

る
と

と
も

に
、

ど
ん

な
合

唱
に

し
た

い
か

目
標

を
立

て
合

唱
に

対
す

る
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

音
楽

の
構

造
を

説
明

し
た

う
え

で
、

サ
ビ

の
中

で
一

番
盛

り
上

が
る

部
分

を
パ

ー
ト

毎
に

考
え

さ
せ

る
。

栃
木

県
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64
第

３
学

年
歌

唱
（

８
時

間
扱

い
）

声
が

響
き

合
う

美
し

さ
を

味
わ

い
な

が
ら

合
唱

し
よ

う
。

合
唱

曲
「

友
　

～
旅

立
ち

の
時

～
」

歌
唱

表
現

に
関

わ
る

知
識

や
技

能
を

得
た

り
生

か
し

た
り

し
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

歌
唱

表
現

を
創

意
工

夫
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

【
第

１
～

３
時

】
…

歌
詞

や
音

楽
の

構
造

の
理

解
。

パ
ー

ト
練

習
で

の
音

取
り

。
 

・
始

め
に

歌
詞

の
内

容
や

作
曲

者
に

つ
い

て
概

要
を

知
り

、
表

現
し

た
い

イ
メ

ー
ジ

を
も

つ
時

間
を

設
け

た
。

 
・

身
体

の
使

い
方

や
音

取
り

の
こ

つ
な

ど
、

パ
ー

ト
練

習
を

回
っ

て
助

言
を

し
た

り
手

本
を

見
せ

た
り

、
一

緒
に

練
習

に
参

加
し

た
り

し
た

。
 

【
第

４
～

７
時

】
…

合
わ

せ
る

練
習

と
パ

ー
ト

練
習

の
繰

り
返

し
。

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

考
え

る
。

 
・

合
わ

せ
練

習
の

中
で

、
出

来
て

い
る

こ
と

や
前

回
よ

り
う

ま
く

な
っ

た
こ

と
を

価
値

づ
け

、
出

来
て

い
な

い
こ

と
は

次
回

以
降

生
か

す
た

め
メ

モ
を

取
る

よ
う

声
を

掛
け

た
。

 
・

合
わ

せ
な

が
ら

テ
ク

ス
チ

ュ
ア

や
ハ

ー
モ

ニ
ー

な
ど

の
構

造
を

確
認

し
、

自
分

た
ち

の
役

割
を

理
解

し
た

り
曲

の
イ

メ
ー

ジ
を

膨
ら

ま
せ

た
り

し
て

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
考

え
る

機
会

を
つ

く
っ

た
。

 
【

第
８

時
】

 
・

卒
業

式
で

の
合

唱
に

生
か

す
た

め
、

本
番

で
う

ま
く

歌
え

た
か

だ
け

で
な

く
、

練
習

過
程

も
踏

ま
え

て
、

取
り

組
み

を
振

り
返

る
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

用
意

し
た

。
 

【
全

時
】

 
・

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
と

次
回

の
目

標
を

記
入

す
る

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
用

意
し

た
。

 
・

授
業

の
始

め
に

、
パ

ー
ト

ご
と

本
日

の
目

標
を

決
め

、
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

に
書

い
て

１
時

間
掲

示
し

た
。

静
岡

県
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７
年

（
第

１
学

年
）

８
年

（
第

２
学

年
）

９
年

（
第

３
学

年
）

歌
唱

（
３

時
間

扱
い

）

７
年

「
主

人
は

冷
た

い
土

の
中

に
」

曲
の

構
成

を
感

じ
取

り
、

リ
コ

ー
ダ

ー
を

入
れ

て
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

練
習

を
し

た
。

８
年

「
翼

を
く

だ
さ

い
」

パ
ー

ト
の

役
割

を
理

解
し

、
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

練
習

し
た

。
９

年
「

花
」

情
景

を
思

い
浮

か
べ

な
が

ら
、

言
葉

を
大

切
に

し
て

合
唱

練
習

を
し

た
。

７
年

：
曲

想
と

音
楽

の
構

造
、

時
代

背
景

に
も

関
心

を
持

ち
、

フ
ォ

ス
タ

ー
の

他
の

曲
に

も
興

味
を

示
し

、
歌

っ
た

。

第
１

時
：

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
歌

詞
の

内
容

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

第
２

時
：

ハ
長

調
の

音
階

を
理

解
し

、
旋

律
、

強
弱

、
形

式
を

理
解

す
る

。
歌

と
リ

コ
ー

ダ
ー

の
練

習
を

す
る

。
第

３
時

：
歌

と
リ

コ
ー

ダ
ー

で
合

わ
せ

て
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

体
験

。
時

代
背

景
を

理
解

し
、

フ
ォ

ス
タ

ー
の

他
の

曲
も

歌
っ

て
み

る
。

農
園

の
主

人
と

働
い

て
い

る
人

の
気

持
ち

か
ら

、
亡

く
な

っ
た

主
人

へ
の

想
い

を
想

像
す

る
。

神
奈

川
県
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全

学
年

歌
唱

（
７

時
間

程
度

扱
い

）

学
級

で
協

力
し

て
、

合
唱

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

合
唱

し
よ

う
。

 
教

材
は

そ
れ

ぞ
れ

の
学

級
の

選
択

曲

そ
れ

ぞ
れ

の
合

唱
曲

の
音

楽
的

な
特

徴
を

理
解

し
、

合
唱

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
練

習
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
作

者
の

思
い

を
自

分
な

り
に

考
え

な
が

ら
、

粘
り

強
く

合
唱

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

移
動

ド
で

す
べ

て
の

パ
ー

ト
に

階
名

を
書

か
せ

る
こ

と
で

、
斉

唱
の

部
分

、
わ

か
れ

て
い

る
部

分
、

和
音

の
種

類
を

階
名

で
理

解
さ

せ
る

。
ま

た
、

こ
の

曲
で

作
者

が
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
は

な
に

か
、

そ
の

た
め

に
ど

ん
な

工
夫

や
仕

掛
け

が
あ

る
の

か
、

考
え

さ
せ

な
が

ら
合

唱
に

取
り

組
む

こ
と

を
伝

え
る

。
 

第
２

～
４

時
：

ア
ル

ト
、

男
声

、
ソ

プ
ラ

ノ
の

順
に

、
階

名
で

全
パ

ー
ト

の
音

取
り

を
す

る
中

で
、

自
分

の
声

に
あ

っ
た

高
さ

を
見

つ
け

さ
せ

、
自

分
で

パ
ー

ト
を

決
め

さ
せ

る
。

 
第

５
～

７
時

：
パ

ー
ト

に
わ

か
れ

て
階

名
で

合
唱

を
す

る
中

で
、

困
っ

て
い

る
パ

ー
ト

が
あ

れ
ば

、
そ

の
部

分
だ

け
パ

ー
ト

を
変

わ
る

な
ど

、
よ

り
良

い
合

唱
曲

に
な

る
よ

う
に

自
分

た
ち

で
工

夫
さ

せ
る

。
ま

た
、

録
音

録
画

を
し

た
り

、
リ

ー
ダ

ー
に

聞
か

せ
た

り
し

、
自

分
た

ち
で

課
題

を
見

つ
け

さ
せ

る
。

 
 全

時
　

合
唱

楽
譜

に
気

づ
い

た
こ

と
や

課
題

を
書

き
込

ま
せ

る
こ

と
で

、
自

分
の

合
唱

の
足

跡
を

残
す

。
 

合
唱

コ
ン

ク
ー

ル
後

の
歌

唱
テ

ス
ト

時
　

合
唱

活
動

を
通

し
て

、
自

分
が

成
長

し
た

と
実

感
し

て
い

る
こ

と
（

声
域

が
広

が
っ

た
、

他
の

パ
ー

ト
を

聞
き

な
が

ら
歌

え
る

よ
う

に
な

っ
た

　
な

ど
）

、
今

後
は

ど
ん

な
こ

と
を

目
標

に
し

た
い

か
を

、
歌

唱
テ

ス
ト

の
評

価
表

に
書

か
せ

る
。

香
川

県
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67
全

学
年

歌
唱

（
３

時
間

扱
い

）

歌
唱

（
校

内
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

課
題

曲
「

夢
の

世
界

を
」

）
 

　
歌

詞
の

内
容

や
曲

想
に

興
味

・
関

心
を

持
ち

、
主

体
的

・
協

働
的

に
楽

し
み

な
が

ら
音

楽
追

究
活

動
に

取
り

組
む

。

第
１

時
：

歌
詞

の
解

釈
を

個
で

行
っ

た
後

、
グ

ル
ー

プ
内

で
意

見
交

換
を

し
な

が
ら

、
歌

詞
理

解
を

深
め

て
い

く
。

 
第

２
時

：
パ

ー
ト

毎
の

練
習

で
音

楽
記

号
に

目
を

向
け

、
作

曲
者

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
読

み
取

り
、

曲
想

を
感

じ
な

が
ら

表
現

を
深

め
て

い
く

。
 

第
３

時
：

歌
詞

や
音

楽
に

込
め

ら
れ

て
い

る
思

い
を

聞
き

手
に

伝
わ

る
表

現
に

な
る

よ
う

、
パ

ー
ト

や
ク

ラ
ス

で
話

し
合

っ
た

り
、

鑑
賞

し
合

っ
た

り
し

て
工

夫
し

て
い

く
。

 
＊

前
時

に
お

い
て

、
授

業
の

は
じ

め
に

個
人

課
題

や
パ

ー
ト

課
題

、
ク

ラ
ス

課
題

を
、

授
業

終
わ

り
に

は
振

り
返

り
を

自
己

評
価

表
に

記
入

し
、

学
び

の
変

容
・

発
展

を
み

と
っ

た
。

さ
ら

に
鑑

賞
し

合
っ

て
い

る
と

き
の

動
画

撮
影

、
パ

ー
ト

練
習

中
の

動
画

撮
影

（
ペ

ア
で

動
画

撮
り

等
）

も
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

の
評

価
材

料
と

な
っ

た
。

 

静
岡

県

68
全

学
年

歌
唱

（
４

～
５

時
間

扱
い

）

「
夢

の
世

界
を

」
 

「
時

の
旅

人
」

 
「

あ
な

た
へ

」

合
唱

の
響

き
や

声
部

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

。
合

唱
中

に
学

ん
だ

こ
と

、
気

付
い

た
こ

と
、

今
日

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
、

次
回

の
目

標
を

記
述

す
る

こ
と

が
で

き
た

生
徒

に
は

B、
さ

ら
に

次
回

の
練

習
中

に
こ

う
し

た
い

、
等

学
習

の
調

整
を

は
か

り
実

行
し

た
、

と
い

う
こ

と
が

わ
か

る
記

述
の

生
徒

に
は

Aを
与

え
た

。

授
業

開
始

時
に

、
目

標
を

明
示

す
る

と
と

も
に

、
前

回
の

振
り

返
り

を
配

布
し

て
確

認
さ

せ
た

。
 

記
入

前
に

は
、

今
日

の
授

業
の

振
り

返
り

を
ク

ラ
ス

全
体

で
も

行
っ

た
。

 
話

し
合

い
の

時
間

、
意

見
の

共
有

の
時

間
は

毎
時

間
行

っ
た

。
 

東
京

都

69
全

学
年

歌
唱

（
５

時
間

扱
い

）

合
唱

コ
ン

ク
ー

ル
の

課
題

曲
　

　
　

　
　

　
　

　
自

由
曲

自
分

で
課

題
を

見
つ

け
て

、
そ

れ
に

対
し

て
の

改
善

方
法

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

か
。

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
作

り
、

ポ
イ

ン
ト

を
表

示
し

、
で

き
た

か
で

き
て

い
な

い
か

を
簡

単
に

記
入

さ
せ

る
。

実
際

に
パ

ー
ト

練
習

を
行

い
、

各
班

で
意

見
を

出
し

合
い

、
気

づ
い

た
こ

と
を

記
入

全
体

の
演

奏
を

聴
き

各
パ

ー
ト

の
課

題
を

見
つ

け
る

→
改

善
策

を
話

し
合

う
個

人
の

演
奏

戻
し

、
１

人
ひ

と
り

の
課

題
を

考
え

さ
せ

、
技

能
、

表
現

に
つ

な
げ

る
。

大
阪

府

70
第

１
学

年
歌

唱
・

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

（
半

年
後

の
合

唱
祭

に
向

け
て

）
合

唱
曲

を
選

ぼ
う

 。
中

学
１

年
生

の
実

情
に

ふ
さ

わ
し

い
思

わ
れ

る
合

唱
曲

十
数

曲

合
唱

曲
の

音
楽

を
自

分
な

り
に

評
価

し
な

が
ら

、
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

主
体

的
に

鑑
賞

の
学

習
に

取
り

組
み

，
合

唱
に

親
し

む
と

と
も

に
，

自
分

た
ち

の
取

り
組

む
合

唱
に

よ
っ

て
生

活
を

明
る

く
豊

か
な

も
の

に
し

て
い

く
態

度
を

養
う

。

予
め

歌
唱

共
通

教
材

を
通

し
て

、
歌

に
親

し
ん

で
お

く
。

 
興

味
が

持
て

そ
う

な
曲

、
関

心
の

あ
り

そ
う

な
曲

を
候

補
曲

に
選

ぶ
 

そ
れ

ぞ
れ

の
合

唱
曲

を
何

度
か

聞
か

せ
な

が
ら

、
曲

に
関

し
て

参
考

に
な

る
と

思
わ

れ
る

情
報

を
伝

え
る

。
 

曲
ご

と
に

気
づ

い
た

こ
と

や
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
記

入
さ

せ
、

最
後

に
、

合
唱

祭
に

対
す

る
意

気
込

み
を

述
べ

さ
せ

る
。

 
生

徒
の

様
子

を
見

て
、

記
入

が
滞

ら
な

い
よ

う
に

声
掛

け
な

ど
。

静
岡

県
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71
第

３
学

年
歌

唱
・

鑑
賞

（
６

時
間

扱
い

）

音
楽

を
越

え
た

表
現

を
追

究
し

よ
う

。
合

唱
曲

「
ヒ

カ
リ

」
鑑

賞
「

ブ
ル

タ
バ

」

合
唱

曲
や

鑑
賞

曲
の

音
の

重
な

り
や

，
音

色
の

変
化

に
関

心
を

も
ち

，
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

歌
唱

や
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

音
の

重
な

り
方

や
歌

詞
な

ど
の

楽
曲

の
特

徴
に

気
付

か
せ

て
，

曲
に

つ
い

て
の

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
歌

詞
や

各
声

部
や

全
体

の
響

き
に

注
目

し
な

が
ら

，
様

々
な

歌
い

方
を

試
し

た
り

，
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
る

。
 

第
３

時
：

前
時

の
部

分
と

本
時

の
部

分
を

比
べ

な
が

ら
，

様
々

な
歌

い
方

を
試

し
た

り
，

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

る
。

 
第

４
時

：
自

分
の

演
奏

を
振

り
返

る
。

 
第

５
時

：
実

際
に

音
楽

を
聴

い
て

，
楽

器
の

音
色

や
音

の
重

な
り

な
ど

の
音

楽
の

特
徴

を
知

る
と

と
も

に
，

楽
曲

に
つ

い
て

の
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
６

時
：

楽
曲

の
背

景
に

つ
い

て
知

る
と

と
も

に
，

楽
曲

の
良

さ
に

つ
い

て
感

じ
た

こ
と

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

 
全

　
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
，

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

岐
阜

県

72
５

年
生

歌
唱

（
２

時
間

扱
い

）
器

楽
（

３
時

間
扱

い
）

曲
想

の
変

化
を

感
じ

取
ろ

う
。

歌
唱

「
夢

の
世

界
を

」
器

楽
「

キ
リ

マ
ン

ジ
ャ

ロ
」

曲
想

と
歌

詞
の

内
容

や
旋

律
、

リ
ズ

ム
、

強
弱

な
ど

と
の

関
わ

り
に

興
味

・
関

心
を

も
ち

、
曲

想
の

変
化

を
感

じ
取

っ
て

歌
う

学
習

に
主

体
的

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

（
歌

唱
）

 
曲

の
構

成
や

曲
想

の
変

化
に

興
味

・
関

心
を

も
ち

、
曲

の
特

徴
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

工
夫

し
て

演
奏

学
習

に
主

体
的

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

（
器

楽
）

 

第
１

時
：

範
唱

を
聴

い
て

、
旋

律
の

動
き

、
リ

ズ
ム

、
強

弱
、

音
色

な
ど

の
共

通
事

項
を

も
と

に
し

て
聴

き
取

り
、

ア
と

イ
の

曲
想

の
違

い
を

感
じ

取
ら

せ
る

。
第

２
時

：
ア

と
イ

の
曲

想
の

変
化

を
感

じ
取

り
、

ど
の

よ
う

に
表

現
す

る
か

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
、

工
夫

し
て

歌
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

話
し

合
い

の
前

と
話

し
合

い
の

後
の

演
奏

を
録

音
を

し
、

表
現

が
で

き
た

か
確

認
さ

せ
る

。
第

３
・

４
時

：
そ

れ
ぞ

れ
の

パ
ー

ト
の

練
習

を
す

る
こ

と
で

、
楽

器
や

そ
れ

ぞ
れ

の
旋

律
の

特
徴

を
感

じ
取

り
、

自
分

で
演

奏
し

た
い

楽
器

を
選

ん
で

練
習

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
第

５
時

：
録

音
し

た
演

奏
を

聴
く

こ
と

で
自

分
た

ち
の

演
奏

を
客

観
的

に
鑑

賞
し

、
工

夫
し

た
こ

と
が

演
奏

に
反

映
し

て
い

る
か

ど
う

か
考

え
さ

せ
る

。
＊

歌
唱

の
学

習
で

は
、

iP
ad

を
使

用
し

て
演

奏
の

録
音

を
し

た
り

、
自

分
の

考
え

や
話

し
合

っ
た

こ
と

を
書

き
込

み
さ

せ
、

評
価

す
る

よ
う

に
し

た
。

ま
た

、
毎

時
間

振
り

返
り

を
さ

せ
た

。

埼
玉

県

73

中
学

校
全

学
年

小
学

校
３

～
６

年

歌
唱

（
４

時
間

扱
い

）
器

楽
（

３
時

間
扱

い
）

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

歌
唱

「
花

」
滝

廉
太

郎
の

生
涯

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
で

検
索

し
た

り
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
し

た
り

さ
せ

た
。

 
器

楽
「

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

に
よ

る
独

奏
・

２
重

奏
・

５
重

奏
」

「
ハ

ナ
ミ

ズ
キ

・
島

唄
・

も
の

の
け

姫
」

運
指

表
を

自
分

・
ペ

ア
で

作
成

し
、

授
業

３
分

前
練

習
な

ど
、

計
画

さ
せ

た
。

 
鑑

賞
「

春
」

「
小

フ
ー

ガ
ト

短
調

」
「

ア
イ

ー
ダ

」
の

そ
れ

ぞ
れ

の
魅

力
を

探
求

し
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
ま

と
ま

る
。

【
小

学
校

も
既

習
の

中
で

同
じ

、
構

成
で

実
施

】

そ
れ

ぞ
れ

の
時

間
で

、
生

徒
た

ち
の

発
言

か
ら

課
題

設
定

を
意

識
し

て
、

関
心

や
意

欲
を

よ
り

高
め

さ
せ

る
き

っ
か

け
を

準
備

し
、

自
主

・
協

働
的

に
で

き
る

よ
う

に
個

人
・

ペ
ア

・
グ

ル
ー

プ
活

動
・

発
表

会
な

ど
を

多
数

設
け

て
い

る
。

子
ど

も
た

ち
が

、
自

ら
音

楽
活

動
を

楽
し

み
、

思
考

・
活

動
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

で
き

て
い

る
か

を
確

認
。

 

・
課

題
設

定
。

【
子

ど
も

の
発

言
か

ら
】

 
・

授
業

内
（

毎
回

）
で

の
ペ

ア
・

グ
ル

ー
プ

内
の

活
動

。
 

・
自

他
の

意
見

交
流

の
場

、
設

定
・

準
備

。
 

・
自

己
評

価
カ

ー
ド

の
記

入
。

 
・

毎
時

間
の

振
り

返
り

と
次

時
予

告
。

香
川

県
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74

中
学

校
全

学
年

小
学

校
３

～
６

年

歌
唱

（
４

時
間

扱
い

）
器

楽
（

３
時

間
扱

い
）

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

歌
唱

「
花

」
滝

廉
太

郎
の

生
涯

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
で

検
索

し
た

り
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
し

た
り

さ
せ

た
。

 
器

楽
「

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

に
よ

る
独

奏
・

２
重

奏
・

５
重

奏
」

「
ハ

ナ
ミ

ズ
キ

・
島

唄
・

も
の

の
け

姫
」

運
指

表
を

自
分

・
ペ

ア
で

作
成

し
、

授
業

３
分

前
練

習
な

ど
、

計
画

さ
せ

た
。

 
鑑

賞
「

春
」

「
小

フ
ー

ガ
ト

短
調

」
「

ア
イ

ー
ダ

」
の

そ
れ

ぞ
れ

の
魅

力
を

探
求

し
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
ま

と
ま

る
。

【
小

学
校

も
既

習
の

中
で

同
じ

、
構

成
で

実
施

】

そ
れ

ぞ
れ

の
時

間
で

、
生

徒
た

ち
の

発
言

か
ら

課
題

設
定

を
意

識
し

て
、

関
心

や
意

欲
を

よ
り

高
め

さ
せ

る
き

っ
か

け
を

準
備

し
、

自
主

・
協

働
的

に
で

き
る

よ
う

に
個

人
・

ペ
ア

・
グ

ル
ー

プ
活

動
・

発
表

会
な

ど
を

多
数

設
け

て
い

る
。

子
ど

も
た

ち
が

、
自

ら
音

楽
活

動
を

楽
し

み
、

思
考

・
活

動
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

で
き

て
い

る
か

を
確

認
。

 

・
課

題
設

定
。

【
子

ど
も

の
発

言
か

ら
】

 
・

授
業

内
（

毎
回

）
で

の
ペ

ア
・

グ
ル

ー
プ

内
の

活
動

。
 

・
自

他
の

意
見

交
流

の
場

、
設

定
・

準
備

。
 

・
自

己
評

価
カ

ー
ド

の
記

入
。

 
・

毎
時

間
の

振
り

返
り

と
次

時
予

告
。

香
川

県

75
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

ア
ー

テ
ィ

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

工
夫

し
て

表
現

豊
か

に
演

奏
し

よ
う

。
ア

ル
ト

リ
コ

ー
ダ

ー
「

聖
者

の
行

進
」

「
聖

者
の

行
進

」
の

曲
想

を
感

じ
取

っ
て

リ
コ

ー
ダ

ー
の

奏
法

を
工

夫
す

る
こ

と
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
運

指
や

息
の

使
い

方
、

ア
ー

テ
ィ

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

習
得

さ
せ

る
。

 
第

２
時

：
タ

ン
ギ

ン
グ

や
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
創

意
工

夫
し

、
表

現
豊

か
に

演
奏

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
他

者
の

音
や

演
奏

の
仕

方
を

よ
く

聴
き

、
合

わ
せ

て
演

奏
さ

せ
る

。
埼

玉
県

76
第

１
学

年
器

楽
（

５
時

間
扱

い
）

筝
に

つ
い

て
学

ぼ
う

。
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
筝

に
関

す
る

歴
史

や
基

本
的

な
知

識
を

身
に

つ
け

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

筝
に

触
れ

る
。

 
日

本
の

伝
統

楽
器

で
あ

る
筝

の
音

色
の

特
徴

を
感

じ
取

り
な

が
ら

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

教
え

合
い

、
確

か
め

合
い

な
が

ら
学

習
で

き
る

よ
う

に
グ

ル
ー

プ
活

動
と

す
る

。
 

楽
器

が
苦

手
な

生
徒

が
、

演
奏

す
る

こ
と

に
対

す
る

抵
抗

感
を

で
き

る
限

り
減

ら
せ

る
よ

う
に

工
夫

す
る

。
（

糸
の

名
前

の
表

示
、

選
曲

、
難

易
度

等
）

新
潟

県

77
第

１
学

年
器

楽

箏
曲

の
特

徴
を

感
じ

取
っ

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

和
楽

器
　

箏
「

さ
く

ら
」

　
　

　
　

「
六

段
の

調
」

楽
器

の
音

色
や

響
き

と
奏

法
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

、
協

働
的

に
器

楽
の

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

楽
器

の
構

造
や

音
色

に
興

味
を

持
た

せ
る

た
め

に
、

演
奏

す
る

こ
と

を
通

し
て

良
さ

や
違

い
を

感
じ

と
る

。
 

他
者

の
演

奏
を

聴
き

、
互

い
に

助
言

す
る

こ
と

で
よ

り
よ

い
演

奏
に

し
よ

う
と

さ
せ

る
。

千
葉

県

78
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

箏
の

演
奏

を
通

し
て

、
和

楽
器

の
音

色
に

触
れ

よ
う

。
「

虫
づ

く
し

」
「

姫
松

」
等

楽
器

の
音

色
や

響
き

、
奏

法
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

・
箏

曲
「

六
段

の
調

」
を

鑑
賞

し
、

音
色

や
奏

法
に

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
・

実
際

に
箏

に
触

れ
、

様
々

な
奏

法
を

体
験

さ
せ

る
。

 
・

「
虫

づ
く

し
」

「
姫

松
」

等
を

演
奏

し
、

音
色

や
奏

法
か

ら
感

じ
た

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
で

交
流

す
る

。
 

・
毎

時
間

学
習

の
記

録
を

記
入

し
、

振
り

返
り

を
す

る
。

京
都

府

79
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)
両

手
の

運
指

に
気

を
付

け
、

フ
レ

ー
ズ

を
意

識
し

て
演

奏
す

る
。

両
手

の
運

指
を

使
い

、
曲

の
フ

レ
ー

ズ
感

を
感

じ
な

が
ら

主
体

的
に

器
楽

の
学

習
に

取
り

組
む

。

器
楽

の
テ

ス
ト

に
向

け
て

毎
回

の
授

業
で

自
ら

目
標

を
設

定
し

、
振

り
返

り
を

す
る

中
で

自
分

の
課

題
と

改
善

す
る

手
立

て
を

考
え

さ
せ

振
り

返
り

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

た
。

京
都

府

80
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

曲
想

を
感

じ
取

っ
て

器
楽

表
現

を
工

夫
し

よ
う

 。
「

喜
び

の
う

た
」

「
か

っ
こ

う
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
:リ

コ
ー

ダ
ー

の
発

音
の

仕
組

み
や

基
礎

的
な

演
奏

技
法

に
つ

い
て

理
解

し
、

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
よ

さ
に

つ
い

て
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
:ペ

ア
を

つ
く

り
、

互
い

に
練

習
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

、
協

働
的

な
学

び
を

支
え

る
基

礎
的

な
演

奏
技

能
が

身
に

付
く

よ
う

に
し

た
。

 
第

３
時

:ペ
ア

で
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
考

え
、

う
ま

く
い

か
な

い
と

き
に

は
他

の
ペ

ア
や

教
員

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

う
け

、
自

分
た

ち
で

調
整

し
な

が
ら

演
奏

に
取

り
組

ま
せ

た
。

山
口

県

21



81
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

曲
想

を
感

じ
取

っ
て

器
楽

表
現

を
工

夫
し

よ
う

 。
「

喜
び

の
う

た
」

「
か

っ
こ

う
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
:リ

コ
ー

ダ
ー

の
発

音
の

仕
組

み
や

基
礎

的
な

演
奏

技
法

に
つ

い
て

理
解

し
、

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
よ

さ
に

つ
い

て
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
:ペ

ア
を

つ
く

り
、

互
い

に
練

習
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

、
協

働
的

な
学

び
を

支
え

る
基

礎
的

な
演

奏
技

能
が

身
に

付
く

よ
う

に
し

た
。

 
第

３
時

:ペ
ア

で
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
考

え
、

う
ま

く
い

か
な

い
と

き
に

は
他

の
ペ

ア
や

教
員

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

う
け

、
自

分
た

ち
で

調
整

し
な

が
ら

演
奏

に
取

り
組

ま
せ

た
。

山
口

県

82
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

筝
の

音
色

を
感

じ
な

が
ら

，
和

楽
器

：
筝

の
特

徴
を

理
解

し
て

演
奏

し
よ

う
。

筝
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

 
 

筝
の

音
色

や
特

徴
，

日
本

ら
し

い
音

楽
を

演
奏

す
る

こ
と

に
関

心
を

も
ち

，
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

（
和

楽
器

）
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

筝
の

構
造

や
奏

法
を

知
る

と
と

も
に

教
師

の
範

奏
を

聴
い

て
，

筝
の

音
色

に
触

れ
る

。
 

第
２

時
：

筝
を

演
奏

す
る

た
め

に
必

要
な

奏
法

を
習

得
す

る
た

め
に

一
人

一
人

取
り

組
む

時
間

を
設

定
し

 
　

　
　

　
他

の
生

徒
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

参
考

に
し

な
が

ら
練

習
す

る
グ

ル
ー

プ
活

動
の

時
間

を
設

定
す

る
。

 
第

３
時

：
自

分
の

演
奏

を
振

り
返

り
な

が
ら

，
必

要
な

奏
法

や
演

奏
技

能
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
う

。
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

，
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

新
潟

県

83
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

箏
曲

の
歴

史
や

構
成

、
楽

器
の

特
徴

を
理

解
し

て
演

奏
し

よ
う

 。
箏

曲
「

六
段

の
調

」
、

箏
曲

「
さ

く
ら

」

箏
曲

の
歴

史
や

構
成

、
楽

器
の

特
徴

に
関

心
を

も
ち

、
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

に
和

楽
器

の
演

奏
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
日

本
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

「
六

段
の

調
」

を
鑑

賞
し

箏
の

音
色

や
奏

法
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

箏
の

音
色

に
興

味
を

も
た

せ
る

 
第

２
時

：
三

曲
合

奏
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
、

箏
、

三
味

線
、

尺
八

（
胡

弓
）

な
ど

も
あ

わ
せ

て
紹

介
し

て
か

ら
、

箏
の

実
技

指
導

を
行

う
。

箏
で

「
さ

く
ら

」
の

練
習

を
す

る
。

 
第

３
時

：
箏

で
「

さ
く

ら
」

を
練

習
し

、
グ

ル
ー

プ
で

聴
き

合
い

「
審

査
カ

ー
ド

」
に

記
入

す
る

 
全

時
：

授
業

の
最

後
に

ふ
り

返
り

を
行

い
、

「
ふ

り
返

り
カ

ー
ド

」
に

記
入

さ
せ

る

栃
木

県

84
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

筝
曲

の
特

徴
を

感
じ

取
っ

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

筝
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

楽
器

の
音

色
や

響
き

と
奏

法
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

音
程

を
合

わ
せ

る
活

動
に

つ
い

て
主

体
的

・
協

働
的

に
学

習
に

取
り

組
み

、
箏

に
関

す
る

構
造

や
奏

法
を

理
解

さ
せ

、
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

グ
ル

ー
プ

に
な

っ
て

奏
法

を
確

認
す

る
中

で
、

他
者

に
助

言
し

た
り

他
者

か
ら

の
助

言
を

参
考

に
し

た
り

し
な

が
ら

身
に

付
け

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
自

分
の

演
奏

や
他

者
の

演
奏

を
聴

き
、

感
想

を
伝

え
合

い
な

が
ら

、
振

り
返

り
を

行
う

。

京
都

府

85
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

楽
器

の
音

色
の

違
い

を
感

じ
取

り
、

リ
コ

ー
ダ

ー
の

特
徴

を
理

解
し

て
演

奏
し

よ
う

。

リ
コ

ー
ダ

ー
の

構
造

や
奏

法
に

よ
る

音
色

の
違

い
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

動
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
て

試
す

な
ど

し
て

、
リ

コ
ー

ダ
ー

の
音

色
、

構
造

や
奏

法
・

歴
史

を
知

る
と

と
も

に
、

体
験

を
し

な
が

ら
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

演
奏

す
る

た
め

に
必

要
な

奏
法

を
、

他
者

に
助

言
し

た
り

他
者

か
ら

の
助

言
を

参
考

に
し

た
り

し
な

が
ら

身
に

付
け

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
リ

コ
ー

ダ
ー

に
ふ

さ
わ

し
い

器
楽

表
現

に
し

よ
う

と
、

グ
ル

ー
プ

で
奏

法
に

つ
い

て
話

し
合

わ
せ

る
。

 
全

時
　

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
 

香
川

県

86
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

楽
器

の
音

色
を

感
じ

取
っ

て
、

ギ
タ

ー
の

特
徴

を
理

解
し

て
演

奏
し

よ
う

。
ギ

タ
ー

の
構

造
(楽

器
の

構
造

や
奏

法
、

音
色

や
響

き
、

よ
さ

)に
関

心
を

持
ち

、
基

礎
的

な
奏

法
(ス

ト
ロ

ー
ク

奏
法

や
左

手
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
)で

演
奏

す
る

学
習

に
主

体
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

ギ
タ

ー
に

親
し

む
。

第
１

時
：

実
際

に
ギ

タ
ー

に
触

れ
る

、
音

を
出

し
て

み
る

な
ど

し
て

、
ギ

タ
ー

の
音

や
構

造
に

慣
れ

、
体

験
す

る
な

ど
し

て
関

心
を

持
た

せ
る

。
第

２
時

：
ギ

タ
ー

演
奏

に
必

要
な

姿
勢

や
構

え
方

を
し

て
、

ま
た

教
員

か
ら

指
導

を
受

け
る

な
ど

し
な

が
ら

、
身

に
付

け
さ

せ
る

。
第

３
時

：
模

範
演

奏
を

聴
い

た
り

、
自

分
の

演
奏

を
他

に
聞

い
て

も
ら

っ
た

り
し

て
、

振
り

返
り

を
す

る
。

静
岡

県

87
第

１
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

曲
想

を
感

じ
取

っ
て

、
器

楽
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

「
喜

び
の

歌
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
構

造
や

奏
法

を
知

る
と

と
も

に
、

実
際

に
音

を
出

し
て

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
「

喜
び

の
歌

」
を

演
奏

す
る

た
め

に
必

要
な

奏
法

を
、

他
者

と
の

演
奏

を
聴

き
合

い
参

考
に

し
な

が
ら

身
に

付
け

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
曲

想
に

ふ
さ

わ
し

い
器

楽
表

現
を

す
る

た
め

に
、

他
者

の
演

奏
を

聴
い

て
感

想
を

伝
え

さ
せ

る
。

 
全

時
　

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

千
葉

県

22



88
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

和
楽

器
の

音
色

の
美

し
さ

を
感

じ
取

り
、

琴
の

特
徴

を
理

解
し

て
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

楽
し

も
う

。

琴
の

構
造

や
奏

法
に

関
心

を
も

ち
、

演
奏

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
和

楽
器

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

教
師

の
見

本
や

、
模

範
映

像
を

見
な

が
ら

琴
の

構
造

、
音

色
の

美
し

さ
に

触
れ

さ
せ

る
。

第
２

時
：

箏
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

を
演

奏
す

る
た

め
に

、
グ

ル
ー

プ
内

で
教

え
合

い
な

が
ら

奏
法

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。
第

３
時

：
リ

コ
ー

ダ
ー

と
歌

と
の

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
楽

し
ま

せ
る

。
第

４
時

：
発

表
し

合
い

、
互

い
の

よ
さ

や
感

想
を

伝
え

合
う

。
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

記
入

さ
せ

る
。

山
口

県

89
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

和
楽

器
の

音
色

の
美

し
さ

を
感

じ
取

り
、

琴
の

特
徴

を
理

解
し

て
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

楽
し

も
う

。

琴
の

構
造

や
奏

法
に

関
心

を
も

ち
、

演
奏

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
和

楽
器

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

教
師

の
見

本
や

、
模

範
映

像
を

見
な

が
ら

琴
の

構
造

、
音

色
の

美
し

さ
に

触
れ

さ
せ

る
。

第
２

時
：

箏
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

を
演

奏
す

る
た

め
に

、
グ

ル
ー

プ
内

で
教

え
合

い
な

が
ら

奏
法

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。
第

３
時

：
リ

コ
ー

ダ
ー

と
歌

と
の

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
楽

し
ま

せ
る

。
第

４
時

：
発

表
し

合
い

、
互

い
の

よ
さ

や
感

想
を

伝
え

合
う

。
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

記
入

さ
せ

る
。

山
口

県

90
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

箏
曲

の
特

徴
を

感
じ

取
っ

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

和
楽

器
　

箏
「

さ
く

ら
」

　
　

　
　

「
六

段
の

調
」

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
文

化
や

歴
史

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

楽
器

の
音

色
や

響
き

と
奏

法
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
て

試
す

な
ど

し
て

、
箏

の
音

色
、

構
造

や
奏

法
を

知
る

と
と

も
に

、
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
さ

く
ら

さ
く

ら
を

演
奏

す
る

た
め

に
必

要
な

奏
法

を
、

他
者

に
助

言
し

た
り

他
者

か
ら

の
助

言
を

参
考

に
し

た
り

し
な

が
ら

身
に

付
け

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
さ

く
ら

さ
く

ら
に

ふ
さ

わ
し

い
器

楽
表

現
に

し
よ

う
と

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
る

。
 

第
４

時
：

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

栃
木

県

91
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

曲
想

を
感

じ
取

っ
て

表
情

豊
か

に
演

奏
し

よ
う

。
ア

ル
ト

リ
コ

ー
ダ

ー
リ

コ
ー

ダ
ー

の
音

色
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

に
取

り
組

む
。

・
リ

コ
ー

ダ
ー

の
種

類
と

音
色

の
違

い
を

実
際

の
楽

器
の

理
解

す
る

・
基

本
的

な
奏

法
の

練
習

　
小

集
団

の
聴

き
あ

い
を

と
お

し
て

・
聖

者
の

行
進

を
演

奏
す

る
た

め
の

奏
法

練
習

・
聖

者
の

行
進

を
演

奏
を

聴
き

あ
う

岐
阜

県

92
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

曲
想

を
感

じ
取

っ
て

、
器

楽
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

「
喜

び
の

歌
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

音
を

出
し

て
試

し
た

り
、

リ
コ

ー
ダ

ー
の

種
類

を
実

際
に

見
る

・
試

聴
す

る
こ

と
で

関
心

を
も

た
せ

る
。

第
２

時
：

聖
者

の
行

進
(２

パ
ー

ト
編

成
)を

演
奏

す
る

た
め

に
必

要
な

奏
法

や
、

音
楽

の
構

造
(ユ

ニ
ゾ

ン
・

ハ
ー

モ
ニ

ー
)を

知
覚

・
感

受
さ

せ
、

よ
さ

や
お

も
し

ろ
さ

を
味

合
わ

せ
る

。
第

３
時

：
聖

者
の

行
進

に
ふ

さ
わ

し
い

器
楽

表
現

に
し

よ
う

と
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

た
り

、
ア

ド
バ

イ
ス

し
合

わ
せ

た
り

す
る

。
(聖

者
の

行
進

の
意

味
を

調
べ

さ
せ

た
り

、
リ

コ
ー

ダ
ー

以
外

の
演

奏
を

自
分

た
ち

で
調

べ
る

時
間

を
出

だ
し

に
設

定
す

る
)

第
４

時
：

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
全

  時
：

授
業

の
出

だ
し

に
め

あ
て

の
確

認
(カ

ー
ド

に
記

入
)、

授
業

後
に

振
り

返
り

を
行

い
、

カ
ー

ド
に

記
入

さ
せ

る
。

神
奈

川
県

93
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

楽
器

の
音

色
の

違
い

を
感

じ
取

り
、

箏
の

特
徴

を
理

解
し

て
演

奏
し

よ
う

。
箏

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

箏
の

構
造

や
奏

法
に

よ
り

音
色

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

に
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

共
に

、
我

が
国

の
伝

統
音

楽
に

親
し

む
。

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
た

り
箏

の
構

造
や

奏
法

に
つ

い
て

知
っ

た
り

、
教

師
の

師
範

や
DV

D教
材

な
ど

を
見

た
り

し
て

箏
の

音
色

に
興

味
や

憧
れ

を
も

つ
。

 
第

２
時

：
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
の

旋
律

を
弾

く
た

め
に

必
要

な
奏

法
を

ペ
ア

で
学

び
あ

い
な

が
ら

身
に

付
け

る
。

 
第

３
時

：
前

奏
と

後
奏

を
付

け
加

え
、

美
し

く
聴

き
取

り
や

す
い

演
奏

に
す

る
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
ペ

ア
や

グ
ル

ー
プ

で
お

互
い

に
聴

き
合

い
、

感
想

を
伝

え
あ

っ
て

追
求

す
る

。
 

第
４

時
：

グ
ル

ー
プ

で
発

表
会

を
行

い
、

お
互

い
に

評
価

し
合

う
。

 
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
っ

た
り

、
発

表
会

の
評

価
を

し
合

っ
た

り
し

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

岐
阜

県

23



94
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

筝
曲

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

い
な

が
ら

、
楽

し
く

筝
曲

を
演

奏
し

よ
う

。
筝

曲
「

六
段

の
調

」

筝
の

音
色

、
引

き
色

や
後

押
し

な
ど

の
奏

法
に

よ
る

音
色

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
、

主
体

的
・

協
働

的
に

学
習

活
動

に
取

り
組

み
、

日
本

の
伝

統
音

楽
に

親
し

む
。

 

第
１

時
：

筝
の

音
色

や
速

度
、

旋
律

の
美

し
さ

を
感

じ
取

り
、

実
際

に
筝

に
触

れ
、

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
筝

の
構

造
を

理
解

し
、

右
手

と
左

手
の

奏
法

の
違

い
を

感
じ

取
り

、
奏

法
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

ペ
ア

に
な

り
、

お
互

い
の

演
奏

を
振

り
返

り
、

感
想

を
発

表
さ

せ
る

。
 

全
　

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

 
＊

【
中

学
生

の
音

楽
?研

究
編

】
教

材
研

究
（

指
導

と
評

価
の

計
画

の
例

）
参

照

山
口

県

95
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
器

楽
表

現
を

工
夫

し
て

演
奏

し
よ

う
。

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

リ
コ

ー
ダ

ー
の

奏
法

に
関

心
を

も
ち

、
自

ら
工

夫
し

て
奏

法
を

身
に

つ
け

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

の
学

習
に

取
り

組
む

。

第
１

時
：

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

入
れ

た
模

範
演

奏
の

動
画

を
参

考
に

、
教

材
曲

の
選

択
を

さ
せ

、
個

人
目

標
を

設
定

さ
せ

る
。

 
第

２
時

、
第

３
時

：
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
動

画
を

参
考

に
し

て
、

主
体

的
に

練
習

を
進

め
る

。
他

者
に

助
言

を
し

た
り

他
者

か
ら

の
助

言
を

参
考

に
し

た
り

し
な

が
ら

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

器
楽

表
現

を
工

夫
す

る
。

 
第

４
時

：
授

業
の

最
後

に
各

自
の

演
奏

の
動

画
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

提
出

さ
せ

る
と

と
も

に
、

本
単

元
の

振
り

返
り

を
行

い
、

「
ど

の
よ

う
な

器
楽

表
現

の
工

夫
を

し
た

か
」

な
ど

に
つ

い
て

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

千
葉

県

96
第

１
学

年
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

左
手

の
運

指
や

ア
ー

テ
ィ

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

気
を

付
け

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

て
演

奏
し

よ
う

。
ア

ル
ト

リ
コ

ー
ダ

ー
「

聖
者

の
行

進
」

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
運

指
や

奏
法

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

と
と

も
に

ハ
ー

モ
ニ

ー
を

感
じ

と
る

。

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
て

試
す

な
ど

し
て

、
小

学
校

で
学

習
し

た
ソ

プ
ラ

ノ
リ

コ
ー

ダ
ー

と
の

違
い

を
体

験
し

な
が

ら
関

心
を

も
た

せ
る

。
第

２
時

：
「

聖
者

の
行

進
」

に
必

要
な

奏
法

を
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
使

っ
て

工
夫

し
身

に
付

け
る

。
第

３
時

：
ペ

ア
で

そ
れ

ぞ
れ

の
パ

ー
ト

を
演

奏
し

、
他

者
に

助
言

し
た

り
他

者
か

ら
の

助
言

を
参

考
に

し
た

り
し

な
が

ら
身

に
付

け
さ

せ
る

。
第

４
時

：
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
工

夫
し

、
ま

た
、

他
の

ペ
ア

の
演

奏
を

聴
き

、
合

奏
の

響
き

の
美

し
さ

を
感

じ
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

次
の

課
題

を
見

つ
け

る
。

岐
阜

県

97
第

１
学

年
器

楽
（

５
時

間
扱

い
）

筝
の

特
徴

を
生

か
し

て
、

器
楽

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
筝

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

筝
の

構
造

や
奏

法
に

よ
る

音
色

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
て

試
す

な
ど

し
て

、
筝

の
音

色
、

構
造

や
奏

法
を

知
る

と
と

も
に

、
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
・

３
時

：
３

人
１

グ
ル

ー
プ

で
、

筝
お

よ
び

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

を
演

奏
す

る
た

め
に

必
要

な
奏

法
を

、
他

者
に

助
言

し
た

り
他

者
か

ら
の

助
言

を
参

考
に

し
た

り
し

な
が

ら
身

に
付

け
さ

せ
る

。
 

第
４

時
：

自
分

の
演

奏
を

工
夫

し
た

り
、

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
し

て
、

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
に

仕
上

げ
さ

せ
る

。
 

第
５

時
：

演
奏

の
発

表
を

行
な

い
、

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
グ

ル
ー

プ
の

メ
ン

バ
ー

の
演

奏
を

聴
い

て
感

想
を

伝
え

た
り

さ
せ

る
。

 
全

時
　

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

埼
玉

県

98
第

１
学

年
器

楽
（

５
時

間
扱

い
）

「
ク

ラ
ッ

ピ
ン

グ
ラ

プ
ソ

デ
ィ

ー
第

一
番

」
音

譜
や

休
符

の
長

さ
を

理
解

し
、

仲
間

と
ハ

ン
ド

ク
ラ

ッ
プ

の
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

主
体

的
・

協
働

的
に

作
り

上
げ

る
。

第
１

時
：

フ
ラ

ッ
シ

ュ
カ

ー
ド

を
使

い
、

音
譜

や
休

符
の

長
さ

を
確

認
し

、
個

人
練

習
で

演
奏

で
き

る
よ

う
に

全
体

練
習

を
す

る
。

 
第

２
時

：
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

を
行

い
、

ハ
ン

ド
ク

ラ
ッ

プ
の

音
色

や
身

体
表

現
を

工
夫

を
さ

せ
る

。
 

第
３

時
・

第
４

時
：

第
２

時
で

話
し

合
っ

た
内

容
を

実
際

に
練

習
し

、
ch

ro
m

eb
oo

kで
録

画
す

る
な

ど
練

習
方

法
を

工
夫

さ
せ

る
。

 
第

５
時

：
他

の
グ

ル
ー

プ
の

発
表

を
見

て
、

良
い

と
こ

ろ
や

ア
ド

バ
イ

ス
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
込

む
。

 
全

次
：

練
習

の
グ

ル
ー

プ
の

振
り

返
り

と
個

人
の

振
り

返
り

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

静
岡

県

24



99
第

１
学

年
器

楽
（

５
時

間
扱

い
）

日
本

の
伝

統
音

楽
に

親
し

も
う

。
～

箏
の

音
楽

～
「

六
段

の
調

」
「

さ
く

ら
」

箏
の

音
楽

の
特

徴
に

つ
い

て
理

解
し

、
日

本
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

心
情

を
育

む
と

と
も

に
、

箏
の

音
色

の
美

し
さ

を
味

わ
い

な
が

ら
演

奏
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
１

時
：

「
六

段
の

調
」

を
鑑

賞
し

、
曲

や
箏

の
魅

力
に

つ
い

て
知

る
。

 
　

　
　

　
箏

の
基

本
的

な
知

識
を

学
習

す
る

。
 

第
２

時
：

箏
の

基
本

的
な

奏
法

を
身

に
付

け
る

。
 

第
３

時
：

前
時

の
授

業
を

振
り

返
り

、
正

し
い

奏
法

に
気

を
付

け
な

が
ら

、
グ

ル
ー

プ
で

「
さ

く
ら

」
の

練
習

を
行

う
。

 
第

４
時

：
「

さ
く

ら
」

に
合

う
装

飾
を

加
え

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
さ

く
ら

を
創

作
す

る
。

 
第

５
時

：
箏

の
音

色
を

味
わ

い
な

が
ら

演
奏

し
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

さ
く

ら
を

発
表

す
る

。

栃
木

県

10
0

第
１

学
年

器
楽

（
７

時
間

扱
い

）

筝
曲

の
特

徴
を

感
じ

取
っ

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

和
楽

器
箏

　
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」

箏
の

特
徴

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

箏
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

箏
の

名
称

な
ど

基
礎

知
識

を
教

え
る

。
 

第
２

時
：

基
本

的
な

姿
勢

を
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 
第

３
時

～
７

時
：

さ
く

ら
さ

く
ら

の
を

弾
け

る
よ

う
に

す
る

。
難

易
度

別
に

級
を

分
け

、
合

格
ラ

イ
ン

を
設

け
る

こ
と

で
、

演
奏

技
術

を
取

得
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

を
育

て
、

主
体

的
・

協
働

的
に

取
り

組
め

る
よ

う
に

す
る

。

埼
玉

県

10
1

第
１

学
年

器
楽

（
７

時
間

扱
い

）

題
材

名
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
で

幸
せ

を
演

出
し

よ
う

。
 

教
育

芸
術

社
，

中
学

生
の

器
楽

P２
８

『
ラ

ヴ
ァ

ー
ズ

コ
ン

チ
ェ

ル
ト

』

ア
ー

テ
ィ

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

使
い

分
け

に
よ

っ
て

自
分

た
ち

が
考

え
る

「
幸

せ
な

場
面

・
シ

チ
ュ

エ
ー

シ
ョ

ン
」

を
表

現
す

る
た

め
に

グ
ル

ー
プ

で
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

つ
く

っ
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

 ふ
り

か
え

り
シ

ー
ト

に
は

本
日

の
授

業
で

わ
か

っ
た

こ
と

や
で

き
た

こ
と

、
次

回
の

授
業

へ
の

課
題

や
や

る
べ

き
こ

と
と

い
う

欄
が

あ
り

、
毎

授
業

終
わ

り
に

書
き

ま
す

。
そ

の
ふ

り
か

え
り

シ
ー

ト
の

記
述

内
容

か
ら

、
粘

り
強

く
取

り
組

ん
で

い
る

か
、

自
分

の
学

び
を

調
整

し
て

い
る

か
を

読
み

取
っ

て
評

価
し

ま
す

。

第
１

時
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

に
つ

い
て

知
る

 
第

２
時

：
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
に

つ
い

て
知

る
 

第
３

～
５

時
：

グ
ル

ー
プ

で
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

つ
く

る
 

第
６

時
：

幸
せ

披
露

会
の

開
催

（
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

発
表

会
）

 
第

７
時

：
ま

と
め

 
※

「
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
工

夫
を

し
た

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
で

幸
せ

い
っ

ぱ
い

な
空

間
を

演
出

し
よ

う
」

と
い

う
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

を
設

定
し

て
い

ま
す

。
『

ラ
ヴ

ァ
ー

ズ
コ

ン
チ

ェ
ル

ト
』

を
使

っ
て

グ
ル

ー
プ

で
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

つ
く

り
ま

す
。

自
分

た
ち

が
考

え
る

「
幸

せ
な

場
面

や
シ

チ
ュ

エ
ー

シ
ョ

ン
」

を
表

現
す

る
た

め
に

、
曲

の
ど

こ
に

ど
ん

な
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
つ

け
て

演
奏

す
る

と
よ

い
か

考
え

て
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

つ
く

り
ま

す
（

６
時

で
発

表
）

大
阪

府

10
2

第
１

学
年

器
楽

（
８

時
間

扱
い

）

ク
ラ

シ
ッ

ク
ギ

タ
ー

楽
曲

「
喜

び
の

歌
」

　
　

「
か

っ
こ

う
」

　
　

「
オ

ー
ラ

リ
ー

」
　

　
「

大
き

な
古

時
計

」

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

 
・

正
し

い
姿

勢
や

構
え

方
を

確
認

し
合

い
、

２
つ

の
奏

法
の

違
い

を
感

じ
取

ろ
う

と
し

て
い

る
。

 
・

ギ
タ

ー
の

音
階

の
仕

組
み

を
覚

え
て

意
欲

的
に

挑
戦

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

・
簡

単
な

旋
律

の
楽

曲
に

意
欲

的
に

挑
戦

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

正
し

い
姿

勢
や

構
え

方
を

お
互

い
に

見
合

っ
て

指
摘

し
合

う
こ

と
で

、
他

者
に

助
言

し
た

り
他

者
か

ら
の

助
言

を
参

考
に

し
た

り
し

な
が

ら
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
ま

た
、

ア
ポ

ヤ
ン

ド
奏

法
や

ア
ル

ア
イ

レ
奏

法
に

よ
る

実
践

を
通

し
て

楽
器

の
音

色
や

奏
法

を
知

る
と

と
も

に
、

体
験

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

音
階

の
仕

組
み

や
簡

単
な

旋
律

の
楽

曲
で

は
、

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

者
の

演
奏

を
聴

い
て

感
じ

た
こ

と
を

伝
え

さ
せ

た
り

す
る

。
授

業
の

最
後

に
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

静
岡

県

10
3

第
１

学
年

第
２

学
年

器
楽

（
２

～
３

時
間

扱
い

）

箏
の

音
色

を
感

じ
取

ろ
う

。
箏

の
構

造
や

奏
法

に
よ

る
音

色
の

違
い

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

と
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
２

～
３

時
：

箏
を

演
奏

す
る

た
め

に
必

要
な

奏
法

を
、

自
分

の
演

奏
順

番
で

は
な

い
と

こ
ろ

で
紙

箏
で

粘
り

強
く

練
習

し
た

り
、

グ
ル

ー
プ

内
で

他
者

に
奏

法
を

助
言

し
た

り
な

ど
教

え
合

い
で

身
に

付
け

さ
せ

る
。

神
奈

川
県

25



10
4

第
２

学
年

器
楽

【
和

楽
器

】
（

４
時

間
扱

い
）

箏
曲

「
さ

く
ら

」
の

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
し

よ
う

。
音

色
や

奏
法

な
ど

、
日

本
の

音
楽

文
化

に
親

し
み

な
が

ら
、

そ
の

良
さ

を
生

か
し

た
表

現
の

工
夫

が
で

き
る

。

箏
曲

の
指

導
者

を
招

き
、

基
本

を
教

え
て

い
だ

い
た

り
、

音
色

の
美

し
さ

を
味

わ
っ

た
り

し
た

。
２

人
に

一
面

の
筝

を
確

保
し

、
筝

に
触

れ
る

機
会

を
多

く
設

け
た

。
協

働
的

作
業

を
す

る
こ

と
で

、
楽

し
み

な
が

ら
取

り
組

め
る

雰
囲

気
作

り
を

行
な

っ
た

。
香

川
県

10
5

第
２

学
年

器
楽

（
３

時
間

扱
い

）
ア

ル
ト

リ
コ

ー
ダ

ー
を

演
奏

し
よ

う
。

 
「

オ
ー

ラ
 リ

ー
」

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

姿
勢

や
息

づ
か

い
、

タ
ン

ギ
ン

グ
、

運
指

の
確

認
 

第
２

時
：

階
名

唱
、

タ
ン

ギ
ン

グ
の

低
音

・
中

音
発

音
、

運
指

 
第

３
時

：
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

表
現

を
考

え
る

、
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

青
森

県

10
6

第
２

学
年

器
楽

(３
時

間
扱

い
)

ど
の

よ
う

な
奏

法
で

演
奏

す
れ

ば
曲

の
よ

さ
が

引
き

出
せ

る
だ

ろ
う

。
ア

ル
ト

リ
コ

ー
ダ

ー
「

喜
び

の
歌

」

ど
の

よ
う

な
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
工

夫
し

た
表

現
を

す
れ

ば
い

い
の

か
考

え
な

が
ら

奏
法

し
た

こ
と

を
振

り
返

り
に

記
入

さ
れ

て
い

る
。

ア
ー

テ
ィ

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

違
い

を
意

識
さ

せ
た

上
で

実
際

の
曲

に
ど

う
つ

な
が

っ
て

い
く

か
を

意
識

さ
せ

た
。

ス
タ

ッ
カ

ー
ト

を
使

う
と

こ
ろ

が
あ

る
と

よ
り

わ
く

わ
く

す
る

な
ど

、
の

意
見

を
取

り
入

れ
て

演
奏

を
さ

せ
た

。
静

岡
県

10
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第
２

学
年

器
楽

(３
時

間
扱

い
)

地
元

の
地

域
に

伝
わ

る
祭

囃
子

を
篠

笛
で

演
奏

し
よ

う
。

地
元

の
地

域
に

伝
わ

る
祭

囃
子

の
音

楽
に

触
れ

、
篠

笛
を

演
奏

す
る

活
動

を
通

し
て

、
日

本
の

伝
統

的
な

楽
器

の
響

き
や

奏
法

、
音

楽
文

化
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

わ
が

国
の

音
楽

の
継

承
方

法
に

関
心

を
も

ち
、

様
々

な
方

法
を

試
し

た
り

、
吟

味
し

た
り

し
て

、
主

体
的

に
活

動
す

る
と

と
も

に
、

口
唱

歌
の

体
験

を
通

し
て

、
日

本
伝

統
の

音
楽

文
化

に
親

し
ま

せ
る

。
 

第
２

時
：

篠
笛

の
音

の
出

し
方

や
、

指
使

い
に

つ
い

て
、

粘
り

強
く

れ
ん

し
ゅ

う
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
よ

り
良

い
吹

き
方

を
模

索
し

た
り

、
周

囲
と

協
働

的
に

練
習

に
取

り
組

ん
だ

り
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
ク

ラ
ス

メ
イ

ト
の

演
奏

を
聞

い
た

り
し

て
、

学
習

を
振

り
返

る
と

と
も

に
、

地
元

の
伝

統
音

楽
に

対
す

る
関

心
を

高
め

さ
せ

る
。

静
岡

県

10
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第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

箏
な

ら
で

は
の

音
色

や
響

き
を

味
わ

い
な

が
ら

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
し

よ
う

。
箏

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

箏
の

奏
法

に
よ

る
音

色
の

違
い

や
独

特
の

響
き

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

箏
の

基
本

的
な

奏
法

・
姿

勢
な

ど
を

学
び

、
実

際
に

演
奏

を
体

験
さ

せ
て

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
箏

で
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
の

主
旋

律
が

弾
け

る
よ

う
に

な
る

た
め

の
練

習
を

さ
せ

、
ペ

ア
同

士
で

聴
き

合
い

や
ア

ド
バ

イ
ス

を
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
主

旋
律

に
伴

奏
パ

ー
ト

を
合

わ
せ

、
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
で

演
奏

さ
せ

る
。

伴
奏

の
楽

譜
は

３
パ

タ
ー

ン
用

意
し

、
自

分
た

ち
の

技
術

や
め

ざ
す

イ
メ

ー
ジ

に
合

わ
せ

て
選

択
さ

せ
る

。
こ

こ
で

も
前

時
の

よ
う

に
、

生
徒

同
士

で
聴

き
合

い
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

さ
せ

る
。

 
第

４
時

：
ペ

ア
ご

と
に

演
奏

を
全

体
の

場
で

発
表

し
た

後
、

４
時

間
の

授
業

を
通

し
て

箏
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ
が

ど
う

変
わ

っ
た

か
、

ど
ん

な
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
か

、
さ

ら
に

ど
ん

な
こ

と
に

興
味

や
関

心
を

も
っ

た
か

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
い

て
振

り
返

ら
せ

る
。

香
川

県
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第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

で
三

重
奏

を
楽

し
も

う
。

「
星

の
世

界
」

・
個

人
練

習
に

取
り

組
み

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
い

音
楽

表
現

の
工

夫
を

自
分

で
考

え
る

。
 

・
自

分
で

考
え

た
音

楽
表

現
の

工
夫

を
も

と
に

、
主

体
的

・
協

働
的

に
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
活

動
に

取
り

組
む

。

第
１

時
：

曲
全

体
を

聴
い

て
理

解
す

る
。

運
指

を
確

認
し

、
自

分
の

担
当

パ
ー

ト
を

練
習

し
な

が
ら

、
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

「
星

の
世

界
」

の
演

奏
に

必
要

な
運

指
を

再
度

確
認

し
、

三
重

奏
を

す
る

。
 

第
３

時
：

自
分

の
声

部
の

役
割

と
全

体
の

響
き

と
の

か
か

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
グ

ル
ー

プ
で

“こ
だ

わ
り

の
フ

レ
ー

ズ
”を

話
し

合
わ

せ
る

。
 

第
４

時
：

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
り

、
ま

た
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
発

表
す

る
。

 
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

埼
玉

県

26



11
0

第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

楽
器

の
音

色
を

感
じ

取
り

、
箏

の
特

徴
を

理
解

し
て

演
奏

し
よ

う
。

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

「
六

段
の

調
」

箏
の

構
造

や
奏

法
に

よ
る

音
色

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

同
的

に
気

学
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
て

試
す

な
ど

し
て

、
箏

の
音

色
、

構
造

や
奏

法
を

知
る

と
と

も
に

、
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
や

「
六

段
の

調
」

を
演

奏
す

る
た

め
に

必
要

な
奏

法
を

、
他

者
に

助
言

し
た

り
他

者
か

ら
の

助
言

を
参

考
に

し
た

り
し

な
が

ら
身

に
付

け
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

ふ
さ

わ
し

い
器

楽
表

現
に

し
よ

う
と

、
ペ

ア
で

話
し

合
わ

せ
る

。
 

第
４

時
：

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
ペ

ア
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

 
※

「
指

導
と

評
価

の
一

体
化

」
の

た
め

の
学

習
評

価
に

関
す

る
参

考
資

料
【

中
学

校
　

音
楽

】
第

３
編

事
例

２
参

照

青
森

県

11
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第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

曲
想

に
あ

っ
た

表
現

の
工

夫
す

る
。

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

「
ラ

ヴ
ァ

ー
ズ

コ
ン

チ
ェ

ル
ト

」

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
音

色
を

味
わ

い
な

が
ら

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
、

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

①
ア

ル
ト

リ
コ

ー
ダ

ー
は

授
業

の
導

入
時

に
計

画
し

、
毎

時
間

取
り

組
ん

で
い

る
。

目
標

カ
ー

ド
を

用
い

て
、

自
分

自
身

の
演

奏
目

標
を

設
定

さ
せ

、
毎

時
間

振
り

返
り

を
行

う
。

（
目

標
の

基
準

は
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

自
分

で
選

択
で

き
る

よ
う

に
用

意
を

し
て

い
る

。
）

②
目

標
は

達
成

し
た

ら
見

直
し

を
す

る
こ

と
が

可
能

と
し

て
い

る
。

③
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

２
部

合
奏

を
し

、
他

の
人

の
演

奏
を

聴
い

て
感

想
を

伝
え

あ
っ

た
り

さ
せ

る
。

（
１

時
間

）
④

実
技

テ
ス

ト
（

発
表

）
が

終
了

す
る

と
き

に
授

業
の

振
り

返
り

と
自

分
の

こ
れ

か
ら

の
課

題
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

神
奈

川
県

11
2

第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

　
日

本
の

音
楽

の
特

徴
を

感
じ

取
り

、
筝

の
音

色
や

奏
法

の
特

徴
を

理
解

し
て

演
奏

し
よ

う
。

筝
曲

「
さ

く
ら

」
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」

　
筝

の
構

造
や

奏
法

に
よ

る
音

色
や

余
韻

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

同
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

１
年

時
に

学
習

し
た

鑑
賞

曲
「

六
段

の
調

べ
」

を
振

り
返

り
、

筝
曲

や
日

本
の

音
楽

の
特

徴
を

思
い

出
し

、
昨

年
度

右
手

だ
け

の
奏

法
で

演
奏

し
た

「
さ

く
ら

」
に

加
え

、
今

年
度

は
左

手
の

押
し

手
で

等
を

使
っ

た
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
に

挑
戦

す
る

こ
と

を
伝

え
、

関
心

を
も

た
せ

る
。

第
２

時
：

昨
年

度
の

「
さ

く
ら

」
を

も
う

一
度

復
習

し
な

が
ら

、
新

た
な

左
手

の
奏

法
を

他
者

に
助

言
し

た
り

他
者

か
ら

の
助

言
を

参
考

に
し

た
り

し
な

が
ら

身
に

付
け

さ
せ

る
。

第
３

時
：

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

を
よ

り
良

い
演

奏
に

し
た

り
、

更
に

第
二

筝
の

演
奏

に
も

挑
戦

し
た

り
す

る
な

ど
、

ペ
ア

や
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
っ

た
り

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
録

画
し

合
っ

た
り

す
る

。
第

４
時

：
自

分
の

演
奏

を
振

り
返

っ
た

り
、

他
の

グ
ル

ー
プ

や
仲

間
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
全

時
：

授
業

の
最

後
の

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
に

記
入

し
た

り
、

動
画

も
紐

づ
け

を
し

た
り

し
て

提
出

さ
せ

る
。

静
岡

県
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第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

楽
器

の
音

色
の

違
い

を
感

じ
取

り
、

箏
の

特
徴

を
理

解
し

て
演

奏
し

よ
う

。
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」

箏
の

構
造

や
奏

法
に

よ
る

音
色

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
て

試
す

な
ど

し
て

、
箏

の
音

色
、

構
造

や
奏

法
を

知
る

と
と

も
に

、
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

第
２

時
：

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
一

節
を

演
奏

す
る

た
め

に
必

要
な

奏
法

を
、

他
者

に
助

言
し

た
り

他
者

か
ら

の
助

言
を

参
考

に
し

た
り

し
な

が
ら

身
に

付
け

さ
せ

る
。

第
３

時
：

箏
に

ふ
さ

わ
し

い
器

楽
表

現
に

し
よ

う
と

、
自

分
の

演
奏

（
動

画
）

を
み

て
振

り
返

る
。

第
４

時
：

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
全

：
授

業
内

で
適

宜
、

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

神
奈

川
県
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第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

「
筝

に
親

し
も

う
」

 
自

分
た

ち
の

イ
メ

ー
ジ

し
た

「
桜

」
「

桜
の

あ
る

風
景

」
を

、
筝

の
奏

法
を

生
か

し
て

つ
く

ろ
う

。

筝
独

特
の

奏
法

が
生

み
出

す
特

質
や

雰
囲

気
、

表
現

の
多

様
さ

に
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

、
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

筝
の

独
特

な
奏

法
を

試
さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

音
色

や
余

韻
の

変
化

、
多

様
な

表
現

に
関

心
を

持
た

せ
る

。
第

２
時

：
筝

の
音

色
や

独
特

な
奏

法
の

特
徴

を
生

か
し

て
、

２
人

一
組

で
自

分
た

ち
の

イ
メ

ー
ジ

し
た

「
桜

の
あ

る
風

景
」

を
創

作
さ

せ
る

。
第

３
時

：
他

の
ペ

ア
が

創
作

中
の

も
の

を
互

い
に

聴
き

あ
い

、
感

想
を

述
べ

た
り

ア
ド

バ
イ

ス
を

さ
せ

る
。

第
４

時
：

創
作

し
た

も
の

を
発

表
し

あ
い

、
さ

ら
に

音
楽

性
を

高
め

る
こ

と
に

つ
な

げ
る

。
振

り
返

り
を

行
い

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

埼
玉

県

27



11
5

第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

箏
の

多
様

な
音

色
を

感
じ

取
り

、
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
の

前
奏

を
つ

く
ろ

う
。

箏
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

箏
の

様
々

な
奏

法
に

よ
る

多
様

な
音

色
に

関
心

を
も

ち
、

自
分

の
イ

メ
ー

ジ
に

合
っ

た
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
の

前
奏

を
創

作
す

る
活

動
に

主
体

的
・

協
働

的
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

を
演

奏
す

る
活

動
を

通
し

て
、

様
々

な
奏

法
に

よ
る

音
色

の
違

い
が

あ
る

こ
と

を
理

解
し

、
日

本
の

伝
統

的
な

楽
器

に
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

仲
間

と
協

力
し

な
が

ら
、

奏
法

を
工

夫
し

て
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
を

演
奏

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
自

分
の

イ
メ

ー
ジ

し
た

さ
く

ら
を

表
現

す
る

た
め

の
前

奏
を

創
作

さ
せ

る
。

 
第

４
時

：
自

分
が

創
作

し
た

旋
律

を
発

表
し

、
聴

き
合

い
、

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

者
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
 

静
岡

県

11
6

第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

打
楽

器
の

響
き

や
音

色
の

違
い

を
感

じ
取

り
、

表
情

豊
か

に
演

奏
し

よ
う

。
打

楽
器

(太
鼓

)「
風

に
の

っ
て

」

打
楽

器
の

響
き

や
音

色
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

太
鼓

の
唱

歌
を

教
科

書
を

用
い

て
説

明
す

る
。

唱
歌

や
机

を
叩

い
て

練
習

す
る

活
動

を
ペ

ア
で

行
い

、
正

し
い

リ
ズ

ム
で

演
奏

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

第
２

時
：

日
本

の
和

太
鼓

や
締

太
鼓

、
ド

ラ
ム

セ
ッ

ト
の

タ
ム

な
ど

を
準

備
し

て
実

際
に

音
を

出
し

て
試

す
な

ど
し

て
、

音
色

の
違

い
、

構
造

や
奏

法
を

知
る

と
と

も
に

、
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

３
時

：
実

際
に

演
奏

す
る

打
楽

器
を

選
択

し
、

曲
を

工
夫

し
て

表
現

で
き

る
よ

う
に

ペ
ア

で
話

し
合

わ
せ

て
発

表
に

向
け

て
練

習
す

る
。

 
第

４
時

：
発

表
を

行
い

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
る

。
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
楽

器
の

音
色

や
表

現
の

工
夫

に
注

目
し

て
聴

き
、

感
想

を
伝

え
合

う
。

 
全

時
　

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
 

※
「

中
学

の
器

楽
」

教
育

芸
術

社
【

研
究

・
伴

奏
編

】
Ｐ

４
４

・
４

５
参

照

静
岡

県

11
7

第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

、
器

楽
表

現
を

し
よ

う
。

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
奏

法
に

よ
る

音
色

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

表
現

の
工

夫
を

す
る

。

第
１

時
：

リ
コ

ー
ダ

ー
の

音
色

、
構

造
や

奏
法

を
知

る
と

と
も

に
、

体
験

を
し

な
が

ら
関

心
を

も
た

せ
る

。
第

２
時

：
ラ

バ
ァ

ー
ズ

コ
ン

チ
ェ

ル
ト

の
主

旋
律

と
副

旋
律

を
演

奏
し

、
曲

に
ふ

さ
わ

し
て

タ
ン

ギ
ン

グ
や

ア
ー

テ
ィ

キ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
必

要
な

奏
法

を
、

他
者

に
助

言
し

た
り

他
者

か
ら

助
言

を
参

考
に

し
な

が
ら

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

第
３

時
：

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
表

現
を

す
る

た
め

に
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

演
奏

す
る

。
第

４
時

：
自

分
の

演
奏

を
振

り
返

り
、

他
の

グ
ル

ー
プ

の
演

奏
を

聴
い

て
良

か
っ

た
点

や
感

想
を

伝
え

さ
せ

る
。

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

栃
木

県

11
8

第
２

学
年

器
楽

（
５

時
間

扱
い

）

音
色

や
音

の
重

な
り

方
の

特
徴

を
と

ら
え

、
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

の
音

楽
を

楽
し

も
う

。
 

「
打

楽
器

の
た

め
の

小
品

」
「

ク
ラ

ッ
ピ

ン
グ

・
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
」

音
色

や
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
の

違
い

に
よ

る
、

音
楽

が
生

み
出

す
表

情
な

ど
の

変
化

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

、
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
や

創
作

、
鑑

賞
な

ど
の

学
習

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

「
打

楽
器

の
た

め
の

小
品

」
の

演
奏

を
通

し
て

、
「

音
符

の
組

み
合

わ
せ

」
や

「
音

の
重

な
り

方
」

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

た
せ

る
。

第
２

時
：

「
ク

ラ
ッ

ピ
ン

グ
・

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

」
の

視
聴

を
通

し
て

、
「

リ
ズ

ム
の

重
な

り
方

と
曲

想
と

の
関

わ
り

」
に

つ
い

て
具

体
的

な
気

づ
き

を
も

た
せ

る
。

第
３

時
：

「
２

声
の

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

創
作

」
「

イ
メ

ー
ジ

に
合

っ
た

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

創
作

」
を

通
し

て
、

リ
ズ

ム
カ

ー
ド

を
活

用
し

、
ペ

ア
で

協
力

し
て

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
第

４
時

：
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

で
、

自
分

た
ち

の
創

作
し

た
曲

を
演

奏
し

た
り

、
他

の
ペ

ア
曲

を
聴

い
た

り
し

な
が

ら
、

リ
ズ

ム
と

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
、

理
解

し
て

書
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

山
口

県

11
9

第
２

学
年

器
楽

（
５

時
間

扱
い

）

ギ
タ

ー
の

音
色

の
違

い
を

感
じ

取
り

、
ギ

タ
ー

の
特

徴
を

理
解

し
て

演
奏

し
よ

う
 。

「
か

え
る

の
う

た
」

「
ち

ょ
う

ち
ょ

う
」

「
ジ

ン
グ

ル
ベ

ル
」

「
大

き
な

栗
の

木
の

下
で

」
「

ラ
バ

ー
ズ

コ
ン

チ
ェ

ル
ト

」

ギ
タ

ー
の

構
造

や
奏

法
に

よ
る

音
色

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
。

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

将
来

も
楽

し
め

る
身

近
な

楽
器

に
親

し
む

。

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
て

試
し

た
り

、
鑑

賞
し

た
り

し
て

、
ギ

タ
ー

の
種

類
に

よ
る

音
色

、
構

造
、

奏
法

を
知

る
と

と
も

に
、

体
験

を
し

な
が

ら
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

ギ
タ

ー
の

い
ろ

い
ろ

な
奏

法
や

運
指

を
他

者
か

ら
の

助
言

を
参

考
に

し
た

り
、

他
者

に
助

言
し

た
り

し
な

が
ら

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

 
第

３
時

～
第

５
時

：
曲

を
仕

上
げ

る
た

び
に

動
画

を
教

師
に

提
出

し
、

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

い
な

が
ら

合
格

に
向

け
て

練
習

し
て

い
く

。
そ

の
や

り
取

り
は

チ
ャ

ッ
ト

に
残

し
、

努
力

の
跡

を
見

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

静
岡

県
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12
0

第
２

学
年

器
楽

・
創

作

筝
曲

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

の
前

奏
を

創
ろ

う
。

筝
の

奏
法

や
音

色
に

関
心

を
も

ち
、

グ
ル

ー
プ

で
工

夫
し

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

「
さ

く
ら

さ
く

ら
」

を
演

奏
す

る
こ

と
で

、
筝

の
音

色
や

奏
法

に
よ

る
音

の
変

化
に

興
味

を
持

た
せ

る
。

 
全

員
が

演
奏

で
き

る
よ

う
に

、
グ

ル
ー

プ
で

教
え

合
い

な
が

ら
、

練
習

す
る

。
 

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
、

桜
の

イ
メ

ー
ジ

に
あ

わ
せ

て
前

奏
を

創
る

。
 

最
後

、
グ

ル
ー

プ
で

発
表

し
あ

い
、

感
想

を
伝

え
る

。

石
川

県

12
1

第
２

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

各
パ

ー
ト

の
良

さ
を

生
か

し
て

リ
コ

ー
ダ

ー
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

し
よ

う
。

指
導

者
が

選
択

し
用

意
し

た
数

種
類

の
楽

譜
か

ら
生

徒
（

班
ご

と
）

が
１

曲
選

択
す

る

主
旋

律
、

副
旋

律
、

伴
奏

、
装

飾
等

の
担

当
を

意
識

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
良

さ
を

生
か

し
た

人
数

配
分

か
ら

、
吹

き
方

、
強

弱
の

付
け

方
、

ブ
レ

ス
の

配
置

、
速

度
操

作
な

ど
の

工
夫

に
よ

っ
て

、
美

し
く

、
聴

く
者

に
心

地
よ

い
演

奏
を

目
指

す
。

第
１

時
：

自
分

た
ち

の
興

味
関

心
や

も
っ

て
い

る
技

能
な

ど
に

応
じ

た
選

曲
や

パ
ー

ト
の

割
り

振
り

を
行

う
と

と
も

に
、

各
自

で
読

譜
を

始
め

る
。

第
２

時
：

音
名

や
楽

譜
の

読
み

方
、

運
指

な
ど

を
、

自
分

で
調

べ
た

り
教

え
合

っ
た

り
し

な
が

ら
読

譜
を

進
め

る
。

第
３

時
：

班
内

で
合

奏
し

、
各

パ
ー

ト
の

音
色

や
フ

レ
ー

ズ
の

つ
く

り
方

、
強

弱
の

付
け

方
、

ブ
レ

ス
の

揃
え

方
な

ど
を

、
話

し
合

い
な

が
ら

よ
り

美
し

く
演

奏
で

き
る

よ
う

試
行

錯
誤

す
る

。
第

４
時

：
班

の
演

奏
を

完
成

さ
せ

る
。

発
表

会
を

行
い

他
班

の
演

奏
も

鑑
賞

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
自

分
（

た
ち

）
の

演
奏

に
生

か
せ

る
点

を
み

つ
け

る
。

全
時

  ：
毎

時
間

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
各

自
が

次
時

に
取

り
組

む
小

目
標

項
目

を
記

入
さ

せ
る

。

静
岡

県

12
2

第
３

学
年

器
楽

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

で
遊

ぶ
。

「
ト

ガ
ト

ン
」

「
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

」

「
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
」

を
使

い
、

単
純

な
音

楽
を

自
分

た
ち

の
ル

ー
ル

で
変

化
、

発
展

さ
せ

る
こ

と
で

、
要

素
の

働
き

と
そ

れ
ら

が
生

み
出

す
特

質
や

雰
囲

気
を

感
受

し
、

理
解

す
る

。

・
単

純
な

つ
く

り
の

音
楽

を
用

い
る

こ
と

で
、

変
化

を
わ

か
り

や
す

く
し

た
。

ま
た

音
楽

が
苦

手
な

生
徒

に
配

慮
し

た
。

・
グ

ル
ー

プ
活

動
を

基
本

と
し

、
協

働
の

中
で

学
び

を
進

め
、

学
習

活
動

に
積

極
的

に
関

わ
り

、
自

己
決

定
（

演
奏

の
表

現
や

工
夫

）
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
・

「
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
」

を
変

化
さ

せ
る

こ
と

に
つ

い
て

具
体

的
な

例
を

示
し

、
一

つ
ず

つ
実

際
に

取
り

組
ま

せ
、

体
験

的
に

理
解

さ
せ

た
。

・
楽

曲
の

基
本

形
を

も
と

に
ア

レ
ン

ジ
や

音
楽

づ
く

り
の

ル
ー

ル
を

自
分

た
ち

で
決

め
さ

せ
、

変
化

・
発

展
さ

せ
た

。
・

試
行

錯
誤

を
行

う
時

間
を

保
証

し
た

。
・

互
い

に
聴

き
合

い
、

感
じ

た
こ

と
を

言
葉

に
し

「
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
」

の
働

き
を

確
認

さ
せ

た
。

青
森

県

12
3

第
３

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

楽
器

の
音

色
を

感
じ

取
り

、
箏

の
特

徴
を

理
解

し
て

演
奏

し
よ

う
。

 
筝

曲
「

六
段

の
調

べ
」

箏
の

構
造

や
、

い
ろ

い
ろ

な
奏

法
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
学

習
活

動
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
我

が
国

の
伝

統
音

楽
に

親
し

む
。

第
１

時
：

実
際

に
柱

を
立

て
て

、
調

弦
を

し
て

音
色

の
変

化
を

楽
し

み
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
初

段
を

演
奏

す
る

た
め

の
必

要
な

奏
法

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

っ
て

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
箏

の
奏

法
を

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
表

現
を

つ
け

る
。

 
第

４
時

；
自

分
の

演
奏

を
振

り
返

り
、

グ
ル

ー
プ

の
演

奏
を

聴
い

て
感

想
を

伝
え

る
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

翻
字

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

栃
木

県

12
4

第
３

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

器
楽

の
教

科
書

・
和

太
鼓

に
つ

い
て

和
太

鼓
の

種
類

や
構

造
、

用
途

に
つ

い
て

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
器

楽
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。
 

・
基

本
的

な
奏

法
、

楽
譜

の
見

方
、

太
鼓

の
特

徴
や

ば
ち

の
持

ち
方

、
唱

歌
な

ど
を

指
導

し
た

。
第

１
時

：
和

太
鼓

の
種

類
や

、
郷

土
の

根
ざ

し
た

和
太

鼓
の

活
用

等
に

ふ
れ

、
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

第
２

時
：

和
太

鼓
に

関
す

る
映

像
を

見
せ

て
、

色
々

な
形

の
和

太
鼓

の
使

い
方

が
あ

る
こ

と
を

知
り

、
唱

歌
を

歌
い

、
リ

ズ
ム

や
楽

譜
の

見
方

を
取

り
上

げ
、

た
た

き
方

に
つ

い
て

取
り

上
げ

た
。

第
３

時
：

小
グ

ル
ー

プ
を

作
り

、
和

太
鼓

の
体

験
や

演
奏

を
通

し
て

、
ふ

さ
わ

し
い

器
楽

表
現

や
技

能
を

身
に

付
け

る
。

第
４

時
：

各
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

、
感

想
を

伝
え

あ
っ

た
り

、
自

分
の

演
奏

を
振

り
返

る
時

間
を

設
け

た
り

し
、

自
分

の
感

想
を

発
表

す
る

。
全

時
　

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
の

添
付

し
い

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

。

青
森

県
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12
5

第
３

学
年

器
楽

（
４

時
間

扱
い

）

「
ラ

ヴ
ァ

ー
ズ

コ
ン

チ
ェ

ル
ト

」
 

リ
コ

ー
ダ

ー
曲

想
と

音
楽

の
構

造
、

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
音

色
や

響
き

、
奏

法
と

の
関

り
に

つ
い

て
興

味
関

心
を

も
ち

、
ア

ー
テ

ィ
キ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
生

か
し

た
音

楽
表

現
を

工
夫

し
な

が
ら

、
主

体
的

・
協

働
的

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

ど
の

よ
う

な
曲

想
が

ふ
さ

わ
し

い
か

考
え

さ
せ

え
る

第
２

時
：

音
楽

の
構

造
に

気
が

付
か

せ
る

第
３

時
：

模
範

演
奏

を
聴

き
ア

ル
ト

リ
コ

ー
ダ

ー
の

音
色

や
響

き
を

感
じ

取
ら

せ
る

栃
木

県

12
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第
３

学
年

器
楽

（
５

時
間

扱
い

）

旋
律

の
の

特
徴

や
歌

詞
の

内
容

と
関

わ
ら

せ
、

音
色

や
リ

ズ
ム

を
工

夫
し

て
演

奏
し

よ
う

。

ギ
タ

ー
の

奏
法

に
よ

る
音

色
の

違
い

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

ギ
タ

ー
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
:カ

ン
ト

リ
ー

ロ
ー

ド
の

四
つ

の
コ

ー
ド

を
知

る
と

と
も

に
、

実
際

に
音

を
出

し
て

試
す

な
ど

し
て

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

:ペ
ア

で
協

力
し

な
が

ら
コ

ー
ド

を
つ

な
げ

て
弾

き
、

コ
ー

ド
の

押
さ

え
方

や
コ

ー
ド

を
つ

な
げ

て
弾

く
技

能
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

 
第

３
時

:曲
の

旋
律

の
特

徴
や

歌
詞

の
内

容
と

を
関

わ
ら

せ
、

ど
の

よ
う

な
リ

ズ
ム

で
弾

く
と

よ
い

か
、

ペ
ア

や
グ

ル
ー

プ
で

話
合

わ
せ

る
。

 
第

４
時

:ペ
ア

で
お

互
い

の
演

奏
の

違
い

を
比

較
し

た
り

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

し
な

が
ら

感
想

を
伝

え
合

い
、

よ
り

よ
い

演
奏

を
す

る
た

め
の

課
題

を
見

出
し

調
整

さ
せ

る
。

 
第

５
時

:グ
ル

ー
プ

発
表

を
通

し
て

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

者
の

演
奏

を
聴

い
た

り
し

て
、

ギ
タ

ー
や

曲
の

良
さ

や
面

白
さ

に
つ

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
 

全
時

:授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
や

自
己

評
価

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

栃
木

県
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第
３

学
年

器
楽

（
６

時
間

扱
い

）

富
士

川
の

風
景

～
箏

の
奏

法
を

生
か

し
た

旋
律

づ
く

り
～

箏
の

音
色

や
奏

法
、

平
調

子
に

よ
る

旋
律

、
構

成
な

ど
の

特
徴

に
関

心
を

も
ち

、
即

興
的

に
音

を
出

し
な

が
ら

旋
律

を
つ

く
る

学
習

に
主

体
的

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

前
年

度
ま

で
の

既
習

曲
「

さ
く

ら
さ

く
ら

」
を

演
奏

し
、

基
本

的
な

奏
法

の
復

習
、

確
認

を
す

る
こ

と
で

下
地

を
作

る
。

第
２

～
３

時
：

六
段

の
調

べ
を

鑑
賞

し
、

様
々

な
奏

法
を

学
ん

だ
後

、
「

即
興

チ
ャ

レ
ン

ジ
」

を
行

う
。

お
題

に
合

っ
た

音
を

、
即

興
で

弾
く

。
→

簡
単

な
情

景
の

お
題

を
基

に
、

音
で

表
現

す
る

こ
と

に
慣

れ
る

こ
と

で
、

既
習

の
奏

法
を

用
い

て
工

夫
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

〇
富

士
川

の
風

景
に

ぴ
っ

た
り

な
旋

律
を

作
ろ

う
。

・
４

枚
の

写
真

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
好

き
な

も
の

を
選

び
、

４
小

節
１

６
拍

の
旋

律
を

創
作

す
る

。
・

途
中

ま
で

出
来

た
旋

律
は

、
記

譜
し

て
お

く
。

加
え

て
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
ペ

ア
に

録
画

し
て

も
ら

い
、

記
録

し
て

お
く

。
ど

う
い

う
意

図
を

も
っ

て
創

作
し

た
の

か
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
言

葉
で

記
録

し
て

お
く

。
第

４
～

５
時

〇
お

互
い

の
作

っ
た

演
奏

を
発

表
し

合
お

う
。

●
も

っ
と

イ
メ

ー
ジ

に
ぴ

っ
た

り
な

旋
律

に
近

づ
け

る
た

め
に

、
表

現
を

工
夫

し
よ

う
。

・
こ

れ
ま

で
に

習
っ

た
奏

法
を

全
体

で
確

認
し

、
取

り
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

・
な

ぜ
そ

の
部

分
に

そ
の

工
夫

を
入

れ
た

の
か

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

し
、

思
い

や
意

図
を

も
っ

て
創

作
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

第
６

時
〇

創
作

し
た

音
楽

を
発

表
し

、
互

い
の

作
品

の
よ

さ
を

味
わ

お
う

。
・

工
夫

し
た

点
を

述
べ

て
か

ら
作

品
を

演
奏

す
る

。
 ・

他
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

き
、

作
品

に
つ

い
て

の
感

想
を

述
べ

た
り

、
発

表
し

た
り

す
る

。

静
岡

県
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12
8

第
３

学
年

器
楽

(３
時

間
扱

い
)

曲
想

を
感

じ
取

っ
て

、
表

情
豊

か
に

演
奏

し
よ

う
。

 
ア

ル
ト

リ
コ

ー
ダ

ー
「

オ
ー

ラ
 リ

ー
」

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
構

造
や

奏
法

に
よ

る
音

色
の

違
い

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
構

造
や

奏
法

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

タ
ン

ギ
ン

グ
や

運
指

に
気

を
つ

け
て

演
奏

さ
せ

る
。

 
第

２
時

：
「

オ
ー

ラ
 リ

ー
」

を
演

奏
す

る
た

め
に

必
要

な
奏

法
を

、
他

者
に

助
言

し
た

り
他

者
か

ら
の

助
言

を
参

考
に

し
た

り
し

な
が

ら
身

に
付

け
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
器

楽
表

現
に

し
よ

う
と

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
る

。
 

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

青
森

県
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第
３

学
年

器
楽

（
５

時
間

扱
い

）

曲
に

ふ
さ

わ
し

い
器

楽
表

現
の

工
夫

「
打

楽
器

の
た

め
の

小
品

」
自

ら
器

楽
表

現
の

良
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
い

、
仲

間
と

共
に

演
奏

を
創

り
上

げ
る

喜
び

を
感

じ
な

が
ら

、
主

体
的

に
自

分
ら

し
い

音
楽

表
現

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

グ
ル

ー
プ

の
仲

間
と

共
に

６
つ

の
パ

ー
ト

の
リ

ズ
ム

を
手

拍
子

で
叩

い
て

み
る

こ
と

で
、

平
易

な
リ

ズ
ム

を
演

奏
す

る
方

法
を

知
り

、
仲

間
と

共
に

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
す

る
こ

と
に

関
心

を
も

た
せ

る
。

第
２

時
：

自
分

の
パ

ー
ト

の
リ

ズ
ム

に
ふ

さ
わ

し
い

楽
器

を
選

び
、

そ
れ

ぞ
れ

の
楽

器
の

奏
法

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

仲
間

と
声

を
か

け
あ

い
な

が
ら

演
奏

に
取

り
組

む
よ

う
促

す
。

第
３

時
：

自
分

た
ち

の
グ

ル
ー

プ
ら

し
い

演
奏

に
す

る
た

め
に

、
前

奏
部

分
の

パ
ー

ト
の

重
ね

方
を

話
し

合
わ

せ
る

。
第

４
時

：
グ

ル
ー

プ
で

一
番

盛
り

上
げ

た
い

場
面

を
決

め
、

そ
の

場
面

が
よ

り
引

き
立

つ
よ

う
な

強
弱

表
現

の
工

夫
を

話
し

合
わ

せ
る

。
第

５
時

：
こ

れ
ま

で
の

練
習

の
成

果
を

発
表

会
と

い
う

形
で

披
露

し
、

他
の

グ
ル

ー
プ

の
演

奏
を

聴
い

て
感

想
を

交
流

さ
せ

る
。

全
時

：
授

業
の

最
後

に
は

、
本

時
の

個
人

目
標

に
対

す
る

振
り

返
り

と
グ

ル
ー

プ
の

振
り

返
り

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

岐
阜

県

13
0

全
学

年
歌

唱
（

８
時

間
扱

い
）

各
学

年
そ

れ
ぞ

れ
の

ク
ラ

ス
合

唱
曲

課
題

を
出

し
そ

れ
ら

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

達
成

し
た

か
今

ま
で

の
DV

Dを
見

た
り

、
他

校
の

演
奏

を
見

せ
た

栃
木

県

13
1

全
学

年
器

楽
(３

時
間

扱
い

)

レ
ッ

ツ
　

ク
リ

エ
イ

ト
（

ク
ラ

ッ
プ

ハ
ン

ド
）

 
　

「
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
創

ろ
う

」
 

既
習

の
リ

ズ
ム

を
用

い
、

音
の

重
な

り
を

工
夫

し
な

が
ら

ペ
ア

で
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

。

第
１

時
：

４
分

の
４

拍
子

の
リ

ズ
ム

を
一

人
２

小
節

ず
つ

創
り

、
そ

れ
ら

を
組

み
合

わ
せ

な
が

ら
８

小
節

の
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
創

り
あ

げ
る

。
第

２
時

：
難

し
い

と
こ

ろ
は

簡
単

に
創

り
な

お
し

練
習

す
る

。
第

３
時

：
工

夫
し

た
所

を
ア

ピ
ー

ル
し

な
が

ら
、

発
表

会
に

臨
む

。
ま

た
、

そ
の

発
表

を
聴

い
て

自
分

た
ち

で
参

考
に

し
た

い
部

分
を

述
べ

る
。

　
頑

張
り

を
褒

め
ら

れ
る

と
と

も
に

、
次

時
へ

の
参

考
点

を
見

い
だ

す
。

青
森

県

31



13
2

第
１

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）
器

楽
（

４
時

間
扱

い
）

曲
想

の
変

化
を

生
み

出
す

た
め

に
。

 
「

春
ー

第
１

楽
章

ー
」

「
ク

ラ
ッ

ピ
ン

グ
ラ

プ
ソ

デ
ィ

第
１

番
」

・
「

春
ー

第
１

楽
章

」
に

添
え

ら
れ

た
ソ

ネ
ッ

ト
を

参
考

に
，

そ
れ

ぞ
れ

の
部

位
の

情
景

を
思

い
う

か
べ

な
が

ら
聴

い
て

い
る

。
 

・
「

ク
ラ

ッ
ピ

ン
グ

ラ
プ

ソ
デ

ィ
第

１
番

」
の

演
奏

に
対

し
て

願
い

を
も

ち
，

録
画

機
能

な
ど

を
活

用
し

な
が

ら
，

自
分

達
の

演
奏

に
近

づ
け

る
よ

う
に

，
仲

間
に

は
た

ら
き

か
け

て
い

る
。

第
１

時
：

全
７

時
の

活
動

内
容

，
特

に
最

終
時

の
活

動
内

容
を

伝
え

，
題

材
全

体
に

見
通

し
を

も
た

せ
る

。
→

３
時

間
で

鑑
賞

し
，

知
覚

と
感

受
の

関
連

性
を

身
に

付
け

た
後

，
器

楽
演

奏
に

て
グ

ル
ー

プ
独

自
の

表
現

方
法

を
考

え
る

活
動

の
流

れ
第

２
時

：
ソ

ネ
ッ

ト
に

つ
い

て
学

習
し

，
グ

ル
ー

プ
活

動
で

，
ヴ

ィ
ヴ

ァ
ル

デ
ィ

が
そ

れ
ぞ

れ
の

部
位

に
対

し
，

な
ぜ

そ
の

よ
う

な
ソ

ネ
ッ

ト
を

添
え

た
の

か
，

話
し

合
わ

せ
る

。
第

３
時

：
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
っ

た
こ

と
を

簡
単

な
プ

レ
ゼ

ン
に

ま
と

め
，

発
表

会
を

行
う

。
他

の
グ

ル
ー

プ
の

発
表

内
容

に
つ

い
て

，
振

り
返

り
を

行
う

。
第

４
時

：
“ク

ラ
ッ

ピ
ン

グ
ラ

プ
ソ

デ
ィ

第
１

番
”を

鑑
賞

し
，

活
動

に
見

通
し

を
も

た
せ

る
。

ま
た

ど
の

よ
う

な
演

奏
に

し
た

い
か

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

る
。

第
５

時
：

手
拍

子
の

技
能

を
指

導
し

，
グ

ル
ー

プ
で

正
し

く
演

奏
す

る
た

め
の

練
習

を
行

う
。

ヒ
ン

ト
カ

ー
ド

の
活

用
状

況
を

観
察

す
る

。
第

６
時

：
教

師
に

よ
る

見
本

と
自

分
達

の
グ

ル
ー

プ
演

奏
を

比
較

し
，

強
弱

や
ア

ク
セ

ン
ト

を
つ

け
る

こ
と

で
感

受
と

知
覚

を
結

び
つ

け
，

よ
り

工
夫

し
た

演
奏

に
発

展
さ

せ
る

。
第

７
時

：
発

表
会

を
行

い
，

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

す
る

。
最

も
工

夫
が

感
じ

ら
れ

た
グ

ル
ー

プ
の

楽
譜

を
用

い
て

，
最

後
に

全
員

で
演

奏
す

る
。

岐
阜

県

13
3

第
２

学
年

器
楽

創
作

平
調

子
の

響
き

に
親

し
み

、
箏

の
魅

力
を

味
わ

お
う

 。
 一

面
の

箏
を

３
人

で
演

奏
す

る
た

め
の

「
さ

く
ら

　
さ

く
ら

」

箏
の

奏
法

に
よ

る
音

色
の

違
い

に
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

器
楽

や
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

平
調

子
の

響
き

に
親

し
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

実
際

に
音

を
出

し
試

す
な

ど
し

て
、

箏
の

構
造

や
奏

法
を

知
る

と
と

も
に

、
さ

く
ら

さ
く

ら
を

演
奏

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

第
２

時
：

３
人

の
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

す
る

た
め

の
話

し
合

い
を

し
、

音
で

試
し

な
が

ら
表

現
を

工
夫

さ
せ

る
。

第
３

時
：

箏
の

音
色

や
旋

律
、

構
成

の
特

徴
に

つ
い

て
、

イ
メ

ー
ジ

と
関

わ
ら

せ
、

前
奏

を
創

作
さ

せ
ろ

。
第

４
時

：
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

用
し

、
録

画
・

録
音

を
繰

り
返

し
確

か
め

な
が

ら
、

創
意

工
夫

さ
せ

る
。

第
５

時
　

自
分

た
ち

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
た

り
し

、
感

想
を

伝
え

合
わ

せ
る

。
全

時
：

本
時

の
振

り
返

り
を

全
時

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

栃
木

県

13
4

第
２

学
年

器
楽

・
創

作
（

５
時

間
扱

い
）

和
太

鼓
 

「
天

高
く

鳴
り

響
け

」
自

ら
創

作
し

た
リ

ズ
ム

を
入

れ
て

、
楽

譜
を

完
成

し
、

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

す
る

活
動

を
通

し
て

、
他

者
と

合
わ

せ
て

演
奏

す
る

技
能

を
身

に
つ

け
、

創
意

工
夫

を
し

た
り

、
日

本
の

伝
統

芸
能

を
深

く
味

わ
っ

た
り

し
て

い
る

。

第
１

時
：

和
太

鼓
の

基
本

的
な

奏
法

を
身

に
付

け
た

。
第

２
時

：
楽

譜
の

空
い

て
い

る
部

分
の

リ
ズ

ム
を

全
員

が
創

作
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

（
自

力
創

作
、

選
択

制
な

ど
）

第
３

時
：

パ
ー

ト
を

決
め

て
二

人
組

で
練

習
す

る
。

第
４

・
５

時
：

創
意

工
夫

を
す

る
段

階
で

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
録

画
を

と
る

人
、

演
奏

を
聴

い
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

す
る

人
な

ど
、

４
人

で
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
組

み
、

振
り

返
り

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

静
岡

県
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13
5

全
学

年
歌

唱
（

９
時

間
扱

い
）

器
楽

（
６

時
間

扱
い

）

・
合

唱
の

喜
び

：
校

内
合

唱
コ

ン
ク

ー
ル

の
自

由
曲

 
・

ア
ル

ト
リ

コ
ー

ダ
ー

の
表

現
を

工
夫

し
よ

う
 

　
１

年
：

Ａ
Ｒ

の
基

礎
練

習
 

　
２

年
：

「
ラ

ヴ
ァ

ー
ズ

　
コ

ン
チ

ェ
ル

ト
」

 
　

３
年

：
「

花
」

・
歌

唱
や

Ａ
Ｒ

の
練

習
で

、
パ

ー
ト

練
習

や
個

人
練

習
に

、
集

中
し

て
取

り
組

も
う

と
す

る
。

・
合

唱
の

難
し

い
音

程
が

と
れ

な
く

て
も

、
あ

き
ら

め
ず

に
最

後
ま

で
音

が
と

れ
る

よ
う

に
練

習
す

る
。

・
歌

唱
や

Ａ
Ｒ

な
ど

の
練

習
で

、
音

が
と

れ
な

か
っ

た
り

、
リ

ズ
ム

が
分

か
ら

な
い

と
こ

ろ
、

指
使

い
が

分
か

ら
な

い
と

こ
ろ

が
ど

こ
か

確
認

し
、

よ
り

良
い

演
奏

を
す

る
た

め
に

そ
の

部
分

を
取

り
出

し
て

練
習

し
た

り
、

部
分

練
習

に
ど

の
く

ら
い

時
間

を
か

け
る

か
自

分
で

判
断

し
て

た
り

し
て

、
進

め
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

。

第
１

時
：

授
業

規
律

を
確

立
し

、
集

中
し

や
す

い
雰

囲
気

を
つ

く
る

。
第

２
時

：
練

習
中

に
全

員
の

歌
唱

や
Ａ

Ｒ
の

演
奏

を
聴

い
て

、
お

手
本

を
示

し
た

り
、

上
手

に
い

か
な

い
理

由
を

分
析

し
て

伝
え

た
り

し
て

励
ま

す
。

第
３

時
：

間
違

え
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
の

で
、

音
が

と
れ

て
い

な
い

と
こ

ろ
や

、
リ

ズ
ム

、
が

不
正

確
な

と
こ

ろ
、

指
使

い
を

間
違

え
て

い
る

と
こ

ろ
を

個
別

指
導

す
る

。
必

要
で

あ
れ

ば
、

部
分

練
習

を
す

べ
き

範
囲

を
伝

え
る

。

静
岡

県

13
6

第
１

学
年

創
作

題
材

名
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
創

作
活

動
～

５
音

音
階

で
創

作
し

よ
う

！
 ～

 
・

Ch
ro

m
e 

M
us

ic 
La

bの
So

ng
M

ak
er

 
・

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト

　
 ・

TV
　

 ・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

 　
・

Ｐ
Ｃ

 

◇
本

時
の

評
価

･･
･観

察
，

作
品

の
提

出
，

工
夫

点
の

記
入

 
・

音
階

や
音

の
つ

な
が

り
方

の
特

徴
に

つ
い

て
理

解
し

，
課

題
や

条
件

に
沿

っ
た

音
の

 
選

択
や

組
合

せ
な

ど
の

技
能

を
身

に
付

け
，

創
作

で
表

し
て

い
る

。
【

知
識

・
技

能
】

 
・

５
音

音
階

を
使

っ
て

旋
律

を
つ

く
る

こ
と

に
関

心
を

も
ち

，
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

 
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

 
【

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
】

 

第
１

時
：

学
習

の
ね

ら
い

を
知

り
，

見
通

し
を

も
つ

。
・

北
海

道
の

「
ソ

ー
ラ

ン
節

」
を

歌
う

。
沖

縄
の

民
謡

を
聴

く
。

音
階

や
リ

ズ
ム

の
特

徴
を

確
認

す
る

。
So

ng
M

ak
er

の
使

用
方

法
を

確
認

す
る

。
第

２
時

：
琉

球
音

階
の

音
を

当
て

は
め

て
，

簡
単

な
創

作
を

す
る

。
・

琉
球

音
階

の
５

音
の

中
か

ら
好

き
な

音
を

選
ん

で
い

く
。

映
像

で
沖

縄
の

楽
器

や
踊

り
を

見
る

。
漁

の
と

き
に

歌
う

曲
で

も
，

地
域

に
よ

っ
て

違
う

こ
と

を
意

識
す

る
。

琉
球

音
階

（
ド

・
ミ

・
フ

ァ
・

ソ
・

シ
）

を
確

認
す

る
。

第
３

時
：

創
作

し
た

旋
律

が
ど

の
よ

う
な

曲
に

な
っ

た
か

音
で

確
認

す
る

。
・

So
ng

 M
ak

er
を

３
連

符
に

設
定

し
，

１
・

３
つ

目
に

音
を

付
け

る
。

音
色

と
速

度
は

自
由

に
設

定
し

，
音

域
は

３
オ

ク
タ

ー
ブ

に
す

る
。

使
用

す
る

音
，

使
用

し
な

い
音

の
確

認
。

終
止

音
は

「
ド

」
に

す
る

。
・

音
を

変
え

る
こ

と
に

よ
っ

て
，

リ
ズ

ム
が

同
じ

で
も

全
く

違
う

曲
に

な
る

こ
と

を
示

す
。

第
４

時
：

完
成

し
た

ら
保

存
す

る
。

工
夫

点
や

感
想

を
記

入
し

提
出

す
る

。
・

何
人

か
作

品
を

紹
介

。
音

域
，

休
符

，
反

復
な

ど
工

夫
点

の
確

認
。

次
回

は
，

３
種

類
の

音
階

か
ら

選
び

，
リ

ズ
ム

も
自

分
で

考
え

て
つ

く
る

こ
と

を
説

明
。

以
前

，
３

～
５

音
の

わ
ら

べ
う

た
や

唱
歌

・
童

謡
を

紹
介

し
た

の
で

，
そ

れ
が

So
ng

 M
ak

er
で

ど
の

よ
う

に
表

現
で

き
る

か
例

を
示

す
。

他
ク

ラ
ス

の
生

徒
の

作
品

を
紹

介
し

，
創

作
へ

の
意

欲
に

つ
な

げ
る

。
何

人
か

作
品

を
紹

介
。

音
域

，
休

符
，

反
復

な
ど

工
夫

点
の

確
認

。
次

回
は

，
３

種
類

の
音

階
か

ら
選

び
，

リ
ズ

ム
も

自
分

で
考

え
て

つ
く

る
こ

と
を

説
明

。
全

時
：

完
成

し
た

も
の

を
聴

く
。

（
全

体
）

・
以

前
，

３
～

５
音

の
わ

ら
べ

う
た

や
唱

歌
・

童
謡

を
紹

介
し

た
の

で
，

そ
れ

が
So

ng
 M

ak
er

で
ど

の
よ

う
に

表
現

で
き

る
か

例
を

示
す

。
他

ク
ラ

ス
の

生
徒

の
作

品
を

紹
介

し
，

創
作

へ
の

意
欲

に
つ

な
げ

る
。

５
音

音
階

の
他

の
作

品
を

知
る

。
わ

ら
べ

う
た

・
唱

歌
・

童
謡

等

宮
城

県

33



13
7

第
１

学
年

創
作

（
３

時
間

扱
い

）

ふ
る

さ
と

の
風

景
を

音
楽

で
表

現
し

よ
う

。
「

Le
t’s

　
Cr

ea
te

！
」

ふ
る

さ
と

の
風

景
か

ら
得

た
表

現
し

た
い

思
い

や
意

図
に

合
う

音
色

，
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
，

強
弱

，
構

成
と

，
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

特
質

や
雰

囲
気

に
興

味
を

も
ち

，
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

創
作

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

場
面

ご
と

の
音

楽
を

比
較

す
る

こ
と

で
，

異
な

る
音

素
材

に
よ

っ
て

生
ま

れ
る

イ
メ

ー
ジ

の
違

い
に

関
心

を
も

た
せ

る
。

ふ
る

さ
と

の
写

真
か

ら
音

楽
で

表
現

し
た

い
風

景
の

イ
メ

ー
ジ

を
も

ち
，

思
い

や
意

図
に

合
う

音
素

材
を

選
び

，
反

復
，

変
化

，
対

照
な

ど
を

試
し

な
が

ら
創

作
さ

せ
る

。
 

第
２

時
：

２
グ

ル
ー

プ
１

組
で

発
表

し
合

い
，

さ
ら

に
イ

メ
ー

ジ
が

伝
わ

る
音

楽
に

な
る

よ
う

作
品

に
つ

い
て

他
者

に
助

言
し

た
り

、
他

者
か

ら
の

助
言

を
参

考
に

し
た

り
し

な
が

ら
創

作
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

学
級

全
体

で
作

品
を

発
表

し
、

自
分

の
作

品
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

作
品

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

新
潟

県

13
8

第
１

学
年

創
作

（
３

時
間

扱
い

）

４
つ

の
リ

ズ
ム

パ
タ

ー
ン

を
使

い
ら

自
分

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

リ
ズ

ム
を

創
作

し
よ

う
 。

中
学

生
の

音
楽

１
 p

１
６

リ
ズ

ム
の

つ
な

が
り

方
の

特
徴

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

共
同

的
に

創
作

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

ま
ず

は
基

礎
的

な
知

識
(音

符
の

種
類

、
音

価
、

書
き

方
)の

習
得

を
さ

せ
、

リ
ズ

ム
打

ち
の

練
習

、
そ

し
て

創
作

し
て

発
表

と
い

う
、

手
順

で
一

人
一

人
の

生
徒

を
丁

寧
に

指
導

し
て

い
っ

た
。

千
葉

県

13
9

第
１

学
年

創
作

（
３

時
間

扱
い

）

構
成

を
工

夫
し

て
、

３
つ

の
場

面
の

音
楽

を
つ

く
ろ

う
。

Le
t’s

　
Cr

ea
te

！

音
素

材
の

特
徴

及
び

反
復

や
変

化
、

対
照

な
ど

構
成

上
の

特
徴

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

創
作

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
音

楽
に

対
す

る
感

性
を

豊
か

に
す

る
。

第
１

時
：

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
な

が
ら

、
絵

か
ら

３
つ

の
場

面
を

設
定

し
、

実
際

に
音

を
出

し
て

試
す

な
ど

し
て

、
音

素
材

の
特

徴
を

知
る

と
と

も
に

、
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

な
が

ら
、

強
弱

や
構

成
を

工
夫

し
て

音
楽

を
つ

く
る

。
 

第
３

時
：

自
分

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

栃
木

県

14
0

第
１

学
年

創
作

（
４

時
間

扱
い

）

和
太

鼓
の

特
徴

を
生

か
し

、
「

祭
り

」
の

音
楽

を
創

作
し

よ
う

。
「

太
鼓

」
中

学
生

の
音

楽
（

教
育

芸
術

社
）

「
TA

IK
O　

PO
W

ER
」

（
作

曲
：

ヒ
ダ

ノ
修

一
）

和
太

鼓
の

音
色

の
特

徴
と

、
表

現
し

た
い

音
楽

の
構

成
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

音
符

や
休

符
を

用
い

な
い

こ
と

で
、

苦
手

意
識

を
取

り
払

い
、

感
覚

的
に

取
り

組
ま

せ
た

。
全

て
を

自
由

に
創

作
さ

せ
る

の
で

は
な

く
、

ル
ー

ル
を

設
け

る
こ

と
で

ま
と

ま
り

を
も

た
せ

た
。

「
な

ぜ
そ

の
音

を
選

ん
だ

の
か

？
」

と
い

う
発

問
を

繰
り

返
し

行
い

、
観

察
を

し
な

が
ら

生
徒

の
発

想
に

音
楽

的
な

価
値

付
け

を
与

え
て

い
っ

た
。

神
奈

川
県

14
1

第
１

学
年

創
作

（
４

時
間

扱
い

）

日
本

語
の

抑
揚

を
生

か
し

た
旋

律
を

作
ろ

う
。

創
作

、
音

楽
表

現
の

多
様

性
に

興
味

を
持

ち
、

音
楽

の
持

つ
良

さ
、

日
本

語
の

抑
揚

が
持

つ
美

し
さ

を
味

わ
い

な
が

ら
、

主
体

的
、

協
働

的
に

学
ん

で
い

る
。

第
１

時
：

日
本

語
の

抑
揚

に
合

わ
せ

た
旋

律
の

た
め

の
歌

詞
を

考
え

る
。

第
２

時
：

日
本

語
の

抑
揚

か
ら

旋
律

を
考

え
、

抑
揚

を
曲

線
で

表
し

、
視

覚
的

に
も

理
解

で
き

る
。

第
３

時
：

自
分

で
作

っ
た

旋
律

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
鍵

盤
で

演
奏

し
て

抑
揚

に
沿

っ
た

旋
律

を
つ

く
る

。
第

４
時

：
自

分
で

作
っ

た
旋

律
を

練
習

し
、

グ
ル

ー
プ

で
発

表
、

交
流

す
る

。

北
海

道

14
2

第
２

学
年

創
作

「
M

y M
el

od
y」

言
葉

を
基

に
イ

メ
ー

ジ
と

関
わ

ら
せ

て
旋

律
を

つ
く

る
こ

と
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

導
入

で
俳

句
に

つ
い

て
の

解
釈

を
考

え
さ

せ
た

り
、

芭
蕉

が
着

想
を

得
た

寺
の

池
の

映
像

を
て

が
か

り
に

情
景

を
イ

メ
ー

ジ
さ

せ
た

。
ま

た
俳

句
の

語
調

を
音

読
さ

せ
る

こ
と

で
、

リ
ズ

ム
の

創
作

の
ヒ

ン
ト

に
し

た
。

 
さ

ら
に

、
個

人
で

創
作

し
た

旋
律

を
、

ペ
ア

に
な

り
意

見
交

換
す

る
こ

と
で

、
相

互
理

解
と

創
作

を
苦

手
と

す
る

生
徒

へ
の

支
援

と
し

た
。

青
森

県

14
3

第
２

学
年

創
作

（
２

時
間

扱
い

）

言
葉

の
抑

揚
を

生
か

し
て

創
作

表
現

を
工

夫
し

よ
う

。
 

「
M

ｙ
　

M
el

od
y」

言
葉

を
も

と
に

イ
メ

ー
ジ

と
関

わ
ら

せ
て

旋
律

を
作

る
こ

と
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

言
葉

を
発

音
し

な
が

ら
抑

揚
に

合
わ

せ
て

手
を

上
下

に
動

か
す

活
動

を
行

い
言

葉
の

抑
揚

を
理

解
さ

せ
る

。
・

リ
ズ

ム
を

手
で

た
た

い
た

り
、

音
階

を
歌

っ
た

り
し

て
イ

メ
ー

ジ
を

持
た

せ
る

。
・

中
間

発
表

を
し

て
意

見
交

換
を

行
う

。
第

２
時

：
ア

ド
バ

イ
ス

を
聴

い
て

さ
ら

に
工

夫
を

さ
せ

る
。

・
作

品
を

も
う

一
度

発
表

す
る

。

埼
玉

県

34



14
4

第
２

学
年

創
作

（
２

時
間

扱
い

）

構
成

を
工

夫
し

て
、

言
葉

に
よ

る
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
つ

く
ろ

う
。

・
言

葉
の

も
つ

音
素

材
や

そ
の

特
徴

及
び

音
の

重
な

り
方

や
反

復
、

変
化

、
対

照
な

ど
の

全
体

の
ま

と
ま

り
、

音
の

重
な

り
方

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

創
作

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

す
る

。

第
１

時
：

生
徒

が
そ

れ
ぞ

れ
選

ん
だ

「
言

葉
」

を
使

っ
て

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

て
表

現
さ

せ
、

中
間

発
表

後
、

グ
ル

ー
プ

作
品

の
よ

り
よ

い
表

現
方

法
を

考
え

さ
せ

る
。

第
２

時
：

更
に

よ
い

表
現

を
探

り
な

が
ら

グ
ル

ー
プ

作
品

の
練

習
後

に
発

表
さ

せ
、

互
い

の
作

品
を

聴
き

合
っ

て
感

想
を

伝
え

合
う

。
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
字

の
振

り
返

り
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

青
森

県

14
5

第
２

学
年

創
作

（
２

時
間

扱
い

）

キ
ー

ボ
ー

ド
の

黒
鍵

を
使

っ
て

、
Ｍ

ｙ
旋

律
を

つ
く

ろ
う

！
音

の
つ

な
が

り
方

の
特

徴
を

生
か

し
た

旋
律

づ
く

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

他
の

生
徒

の
良

さ
を

認
め

て
取

り
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。

第
１

時
：

導
入

に
お

い
て

自
由

に
黒

鍵
を

弾
い

て
興

味
を

も
た

せ
、

曲
作

り
の

ル
ー

ル
を

模
造

紙
や

カ
ー

ド
を

使
っ

て
説

明
し

な
が

ら
関

心
を

も
た

せ
る

。
第

２
時

：
創

作
活

動
時

に
、

ル
ー

ル
に

そ
っ

て
旋

律
が

つ
く

ら
れ

て
い

る
か

、
グ

ル
ー

プ
内

で
聴

き
合

い
、

感
想

や
意

見
を

伝
え

さ
せ

る
。

全
時

：
授

業
の

最
後

に
振

り
返

り
シ

ー
ト

の
記

入
を

行
わ

せ
る

。

千
葉

県

14
6

第
２

学
年

創
作

（
２

時
間

扱
い

）

リ
ズ

ム
で

楽
し

も
う

。
～

リ
ズ

ム
ゲ

ー
ム

・
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

・
リ

ズ
ム

チ
ャ

レ
ン

ジ
～

・
手

拍
子

を
し

た
り

、
声

に
出

し
て

選
ん

だ
リ

ズ
ム

を
表

現
し

た
り

し
て

、
積

極
的

に
リ

ズ
ム

に
関

わ
っ

て
い

る
。

 
・

グ
ル

ー
プ

活
動

で
行

う
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

で
は

、
音

の
重

な
り

に
意

識
意

識
し

て
ど

う
し

た
ら

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

が
成

功
す

る
の

か
、

積
極

的
に

考
え

、
仲

間
に

提
案

し
な

が
ら

活
動

を
進

め
て

い
る

。
 

・
振

り
返

り
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

で
は

、
こ

の
題

材
で

学
ん

だ
こ

と
、

次
へ

の
課

題
等

意
欲

的
に

記
入

し
て

い
る

。

第
１

時
：

音
符

ご
と

ど
の

よ
う

に
声

に
出

し
た

ら
よ

い
か

、
ど

の
よ

う
な

リ
ズ

ム
に

な
る

の
か

、
等

板
書

し
な

が
ら

丁
寧

に
確

認
し

、
基

礎
を

固
め

た
。

第
２

時
：

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
で

は
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

し
た

ら
聴

き
手

に
楽

し
ん

で
も

ら
え

る
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
に

な
る

の
か

、
ま

ず
は

考
え

さ
せ

、
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

始
め

方
、

止
め

方
、

速
度

等
を

工
夫

さ
せ

た
。

静
岡

県

14
7

第
２

学
年

創
作

（
３

時
間

扱
い

）

音
の

つ
な

が
り

方
や

音
の

高
低

に
着

目
し

て
、

表
現

を
創

意
工

夫
し

よ
う

。
 

「
M

y M
el

od
y」

言
葉

を
基

に
イ

メ
ー

ジ
と

関
わ

ら
せ

て
作

品
を

つ
く

る
こ

と
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
、

主
体

的
・

協
働

的
に

創
作

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

IC
T機

器
を

使
い

、
実

際
に

自
分

が
創

作
し

た
旋

律
を

、
音

を
出

し
な

が
ら

確
か

め
る

こ
と

で
、

自
分

の
イ

メ
ー

ジ
に

も
っ

と
近

づ
け

た
い

と
意

欲
的

に
取

り
組

め
る

よ
う

に
し

た
。

岐
阜

県

14
8

第
２

学
年

創
作

（
３

時
間

扱
い

）

構
成

を
工

夫
し

て
、

言
葉

に
よ

る
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

を
つ

く
ろ

う
 。

「
サ

ラ
ダ

」
で

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
 （

教
育

芸
術

社
　

中
学

生
の

音
楽

２
・

３
上

　
P.３

８
・

３
９

　
Le

t’ｓ
Cr

ea
te

!) 

素
材

の
特

徴
及

び
音

の
重

な
り

や
反

復
，

変
化

，
対

照
な

ど
の

構
成

上
の

特
徴

に
関

心
を

も
ち

，
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

創
作

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

「
リ

ズ
ム

の
も

と
」

を
作

る
際

に
、

実
際

に
言

葉
を

発
し

な
が

ら
言

葉
の

持
つ

リ
ズ

ム
や

語
感

を
確

か
め

、
音

符
を

用
い

た
記

録
の

方
法

を
身

に
付

け
、

一
つ

の
言

葉
で

多
様

な
表

現
が

で
き

る
こ

と
が

感
じ

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
 

第
２

時
：

反
復

や
変

化
の

効
果

を
例

を
示

す
こ

と
で

、
自

分
の

「
リ

ズ
ム

の
も

と
」

を
つ

な
ぎ

合
わ

せ
、

友
だ

ち
に

工
夫

し
た

点
を

発
表

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
 

第
３

時
：

グ
ル

ー
プ

で
サ

ラ
ダ

の
音

楽
を

作
る

際
に

、
ど

ん
な

サ
ラ

ダ
な

の
か

名
前

を
つ

け
、

サ
ラ

ダ
の

イ
メ

ー
ジ

（
盛

り
付

け
る

順
番

や
食

べ
方

、
食

感
な

ど
）

を
具

体
的

に
話

し
合

わ
せ

て
創

作
に

生
か

す
場

面
を

設
定

し
た

。

京
都

府

35



14
9

第
２

学
年

創
作

（
４

時
間

扱
い

）

ジ
ャ

ズ
で

使
わ

れ
る

音
階

や
リ

ズ
ム

、
ア

ド
リ

ブ
を

使
っ

て
音

楽
を

つ
く

ろ
う

。
 

「
ブ

ル
ー

ノ
ー

ト
ス

ケ
ー

ル
、

４
つ

の
リ

ズ
ム

パ
タ

ー
ン

、
Sm

ok
e 

on
 th

e
wa

te
r、

In
 th

e 
m

oo
d、

Ta
ke

 fi
ve

」

ジ
ャ

ズ
で

使
わ

れ
る

音
階

や
リ

ズ
ム

、
構

成
や

即
興

的
に

旋
律

を
つ

く
る

活
動

に
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

音
楽

を
つ

く
る

活
動

に
取

り
組

む
。

 
ジ

ャ
ズ

特
有

の
音

階
や

リ
ズ

ム
、

曲
の

構
成

、
ア

ド
リ

ブ
な

ど
の

要
素

を
使

っ
て

音
楽

を
つ

く
る

活
動

を
通

し
て

ジ
ャ

ズ
に

親
し

む
。

第
１

時
：

ジ
ャ

ズ
に

使
わ

れ
て

い
る

リ
ズ

ム
か

ら
、

４
つ

の
リ

ズ
ム

パ
タ

ー
ン

を
提

示
し

、
ジ

ャ
ズ

ス
イ

ン
グ

の
リ

ズ
ム

を
流

し
な

が
ら

キ
ー

ボ
ー

ド
を

使
っ

て
４

つ
の

リ
ズ

ム
パ

タ
ー

ン
を

使
い

、
短

い
旋

律
を

即
興

的
に

弾
い

た
り

リ
レ

ー
奏

を
し

た
り

し
て

ブ
ル

ー
ノ

ー
ト

や
リ

ズ
ム

に
関

心
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

第
２

時
：

グ
ル

ー
プ

で
ジ

ャ
ズ

の
要

素
を

使
っ

て
旋

律
の

重
な

り
方

を
考

え
た

り
、

ソ
ロ

、
ペ

ア
、

ト
ゥ

ッ
テ

ィ
な

ど
の

形
態

の
組

み
合

わ
せ

、
構

成
な

ど
を

考
え

４
人

で
ア

ド
リ

ブ
風

の
音

楽
を

つ
く

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

話
し

合
い

、
工

夫
で

き
る

よ
う

に
板

書
や

ミ
ニ

ボ
ー

ド
で

支
援

、
助

言
す

る
。

第
３

時
：

グ
ル

ー
プ

で
つ

く
っ

た
演

奏
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

撮
っ

て
振

り
返

り
を

し
た

り
、

互
い

の
演

奏
を

聴
い

て
感

想
を

伝
え

合
っ

た
り

す
る

こ
と

で
、

さ
ら

に
工

夫
し

た
い

こ
と

を
話

し
合

っ
た

り
、

弾
き

な
が

ら
試

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
鑑

賞
曲

か
ら

、
リ

ズ
ム

の
使

わ
れ

方
や

構
成

な
ど

を
、

参
考

と
な

る
よ

う
に

示
す

。
第

４
時

：
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

つ
く

っ
た

音
楽

を
共

通
モ

チ
ー

フ
で

つ
な

い
で

演
奏

し
、

自
分

達
の

つ
く

っ
た

音
楽

や
鑑

賞
し

た
プ

ロ
の

演
奏

を
共

有
し

な
が

ら
、

振
り

返
り

を
す

る
。

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
記

入
）

島
根

県

15
0

第
２

学
年

創
作

（
４

時
間

扱
い

）

音
楽

の
つ

な
が

り
方

の
特

徴
を

生
か

し
て

旋
律

を
つ

く
ろ

う
。

コ
ー

ド
進

行
を

い
か

し
て

ま
と

ま
り

の
あ

る
旋

律
を

つ
く

る
こ

と
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

YO
AS

OB
Iの

曲
を

使
用

し
て

、
曲

に
は

コ
ー

ド
と

コ
ー

ド
進

行
が

関
係

し
て

い
る

こ
と

を
し

り
興

味
を

持
た

せ
る

と
と

も
に

、
グ

ル
ー

プ
で

作
曲

活
動

に
挑

戦
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

和
音

の
構

成
音

を
使

え
ば

簡
単

に
曲

が
作

れ
る

こ
と

を
実

感
し

、
曲

作
り

に
興

味
を

持
た

せ
る

。
第

２
、

３
時

：
前

時
に

作
っ

た
曲

に
経

過
音

や
刺

繍
音

な
ど

を
入

れ
る

こ
と

で
曲

が
変

化
す

る
こ

と
を

知
り

、
自

分
の

曲
の

テ
ー

マ
を

考
え

伴
奏

音
源

使
い

な
が

ら
テ

ー
マ

に
合

う
旋

律
づ

く
り

を
さ

せ
る

。
授

業
後

半
に

互
い

の
旋

律
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
す

る
時

間
を

も
つ

。
第

４
時

：
前

時
の

級
友

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
基

に
、

旋
律

を
仕

上
げ

る
。

完
成

し
た

旋
律

を
グ

ル
ー

プ
内

で
発

表
し

合
い

、
振

り
返

り
を

す
る

。
全

時
：

授
業

終
了

前
に

そ
の

時
間

の
振

り
返

り
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

へ
記

入
さ

せ
る

。

静
岡

県

15
1

第
２

学
年

創
作

（
５

時
間

扱
い

）

言
葉

の
抑

揚
を

生
か

し
て

旋
律

を
つ

く
ろ

う
。

五
音

音
階

の
特

徴
及

び
音

の
重

な
り

方
や

反
復

，
変

化
，

対
照

な
ど

の
構

成
上

の
特

徴
に

関
心

を
も

ち
，

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

５
音

音
階

で
で

き
た

合
唱

曲
を

歌
い

、
５

音
音

階
に

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
第

１
時

で
歌

っ
た

合
唱

曲
の

リ
ズ

ム
を

手
で

打
ち

、
言

葉
と

リ
ズ

ム
の

関
係

を
体

感
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

松
尾

芭
蕉

の
俳

句
で

実
際

に
音

を
つ

け
さ

せ
る

。
 

第
４

時
：

自
分

で
選

ん
だ

詩
に

リ
ズ

ム
と

音
を

つ
け

さ
せ

る
。

 
第

５
時

：
自

分
の

曲
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

良
い

所
を

伝
え

た
り

さ
せ

る
。

 
全

時
　

：
振

り
返

り
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

石
川

県

15
2

第
３

学
年

第
２

学
年

創
作

（
４

時
間

扱
い

）

「
Le

t‘　
Cr

ea
te

！
」

 
　

（
２

・
３

下
教

科
書

）
ペ

ア
に

よ
る

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

創
作

表
現

す
る

活
動

を
取

り
入

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

個
々

に
つ

く
っ

た
リ

ズ
ム

を
組

み
合

わ
せ

て
イ

メ
ー

ジ
に

合
っ

た
表

現
を

工
夫

す
る

上
で

、
音

の
重

な
り

方
や

反
復

、
変

化
、

対
照

な
ど

の
意

味
と

そ
の

効
果

を
理

解
し

て
、

課
題

に
沿

っ
た

音
の

選
択

や
組

合
せ

な
ど

を
主

体
的

に
工

夫
し

よ
う

と
す

る
。

 

第
１

時
：

ボ
デ

ィ
ー

パ
ー

カ
ッ

シ
ョ

ン
と

い
う

音
素

材
を

使
っ

て
、

音
色

の
特

徴
を

生
か

し
た

リ
ズ

ム
パ

タ
ー

ン
を

つ
く

る
。

さ
ら

に
、

つ
く

っ
た

リ
ズ

ム
を

基
に

ペ
ア

で
組

み
合

わ
せ

て
、

表
し

た
い

イ
メ

ー
ジ

に
合

っ
た

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
の

創
作

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

。
第

２
時

：
つ

く
っ

た
リ

ズ
ム

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

の
改

善
点

や
工

夫
し

た
い

こ
と

を
ペ

ア
で

確
認

す
る

。
そ

し
て

、
よ

り
イ

メ
ー

ジ
に

合
っ

た
音

楽
に

す
る

た
め

に
音

の
重

な
り

方
や

反
復

、
変

化
、

対
照

な
ど

の
構

成
を

ど
の

よ
う

に
工

夫
し

た
ら

よ
い

か
意

見
交

換
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
考

え
を

深
め

、
創

作
表

現
に

か
か

わ
る

知
識

や
技

能
を

得
た

り
生

か
し

た
り

し
な

が
ら

ま
と

ま
り

の
あ

る
創

作
表

現
を

創
意

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

岐
阜

県

15
3

第
３

学
年

創
作

（
６

時
間

扱
い

）

「
お

箏
で

パ
ラ

ダ
イ

ス
」

 
ミ

ニ
マ

ル
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
を

題
材

に
、

小
さ

な
旋

律
の

反
復

と
パ

ー
ト

の
重

な
り

方
な

ど
を

工
夫

し
て

雰
囲

気
に

合
う

曲
を

創
作

す
る

。

グ
ル

ー
プ

内
で

進
ん

で
発

言
し

た
り

、
練

習
に

取
り

組
む

な
ど

協
働

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 
学

習
の

振
り

返
り

に
お

い
て

、
そ

の
日

の
成

果
や

課
題

、
次

の
時

間
の

目
標

な
ど

を
具

体
的

に
記

述
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

技
能

や
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
面

で
、

３
人

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
が

極
端

に
偏

ら
な

い
よ

う
配

慮
し

た
。

生
徒

が
作

成
し

た
楽

曲
を

全
体

に
提

示
し

、
よ

い
所

を
認

め
た

り
、

ど
こ

が
よ

い
か

考
え

さ
せ

た
り

し
た

。
か

か
わ

り
が

難
し

い
生

徒
、

音
楽

へ
の

苦
手

意
識

が
強

い
生

徒
に

は
、

積
極

的
に

ア
ド

バ
イ

ス
し

た
り

、
具

体
的

に
や

る
べ

き
こ

と
を

指
示

し
た

り
し

て
、

「
で

き
そ

う
だ

」
と

思
わ

せ
る

よ
う

支
援

し
た

。
試

行
錯

誤
す

る
時

間
を

多
く

と
り

、
仲

間
と

話
し

合
っ

て
活

動
し

た
。

新
潟

県

36



15
4

第
３

学
年

創
作

（
２

時
間

扱
い

）

ハ
長

調
の

音
階

を
使

っ
て

ま
と

ま
り

の
あ

る
旋

律
を

つ
く

ろ
う

。
「

M
y　

M
el

od
y」

　
＊

教
科

書
を

も
と

に
し

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

部
分

あ
り

和
音

の
動

き
と

音
階

の
特

徴
お

よ
び

音
の

つ
な

が
り

方
の

特
徴

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

創
作

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

音
楽

ソ
フ

ト
を

使
っ

て
実

際
に

音
を

な
ら

し
な

が
ら

個
々

に
学

習
を

進
め

る
。

第
１

時
：

Ｃ
→

Am
→

F→
G７

進
行

の
４

小
節

の
旋

律
を

つ
く

る
。

　
　

　
　

＊
条

件
：

St
ep

１
～

４
（

全
音

符
→

２
分

音
符

→
４

分
音

符
→

非
和

声
音

を
使

っ
て

）
第

２
時

：
循

環
（

カ
ノ

ン
）

コ
ー

ド
の

８
小

節
４

の
旋

律
を

つ
く

る
。

　
　

　
　

合
唱

曲
「

遠
い

日
の

歌
」

に
つ

か
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
紹

介
す

る
。

全
　

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

。
　

　
　

特
に

２
時

の
振

り
返

り
に

は
、

工
夫

し
た

点
（

自
己

評
価

と
リ

ズ
ム

や
非

和
声

音
の

使
い

方
な

ど
）

　
　

　
こ

だ
わ

っ
た

点
な

ど
に

つ
い

て
自

由
に

記
述

さ
せ

る
。

神
奈

川
県

15
5

第
３

学
年

創
作

(３
時

間
扱

い
)

音
の

特
徴

や
重

な
り

を
感

じ
て

リ
ズ

ム
ア

ン
サ

ン
ブ

ル
を

つ
く

ろ
う

。
音

素
材

の
特

徴
及

び
音

の
重

な
り

方
や

反
復

、
変

化
、

対
照

な
ど

音
楽

が
生

み
出

す
雰

囲
気

や
表

情
の

変
化

な
ど

の
構

成
上

の
特

徴
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
創

作
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

カ
ッ

プ
ス

に
つ

い
て

知
り

、
体

験
を

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
リ

ズ
ム

を
作

る
た

め
に

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
、

助
言

を
参

考
に

し
な

が
ら

演
奏

方
法

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

自
分

た
ち

の
演

奏
を

振
り

返
っ

た
り

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

演
奏

を
聴

い
て

感
想

を
伝

え
た

り
さ

せ
る

。
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

栃
木

県

15
6

第
３

学
年

創
作

・
鑑

賞
（

３
時

間
扱

い
）

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
音

楽
を

味
わ

お
う

。
「

ブ
ル

タ
バ

（
モ

ル
ダ

ウ
）

」

曲
想

と
音

楽
の

特
徴

と
の

関
わ

り
に

注
目

し
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

感
じ

取
る

。
 

作
曲

者
が

作
品

に
込

め
た

思
い

を
感

じ
取

っ
て

聴
く

。

第
１

時
：

鑑
賞

を
通

し
て

曲
想

の
変

化
を

感
じ

取
り

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

。
 

第
２

時
：

作
曲

者
が

過
ご

し
た

時
代

背
景

や
曲

の
解

説
を

各
自

調
べ

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

。
調

べ
た

内
容

を
グ

ル
ー

プ
で

共
有

し
、

一
つ

に
ま

と
め

る
。

調
べ

学
習

や
ま

と
め

の
作

業
で

は
IC

Tを
活

用
す

る
（

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
や

we
bサ

イ
ト

な
ど

）
。

 
第

３
時

：
作

曲
者

が
曲

に
込

め
た

思
い

を
グ

ル
ー

プ
で

ま
と

め
、

発
表

す
る

。
ま

と
め

る
際

に
な

ぜ
そ

の
よ

う
な

内
容

に
な

っ
た

か
を

明
記

す
る

よ
う

注
意

す
る

。
 

青
森

県

15
7

第
３

学
年

創
作

・
鑑

賞
（

６
時

間
扱

い
）

対
旋

律
を

つ
く

ろ
う

。
「

君
を

の
せ

て
（

鑑
賞

）
」

「
カ

ン
ト

リ
ー

ロ
ー

ド
（

創
作

）
」

対
旋

律
が

生
み

出
す

雰
囲

気
や

表
情

な
ど

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

創
意

工
夫

を
生

か
し

た
表

現
で

旋
律

を
つ

く
る

た
め

に
必

要
な

、
課

題
や

条
件

に
沿

っ
た

音
の

選
択

や
組

合
せ

な
ど

の
技

能
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

ま
と

ま
り

の
あ

る
創

作
表

現
を

工
夫

し
、

対
旋

律
の

生
み

出
す

雰
囲

気
や

表
情

な
ど

を
味

わ
い

な
が

ら
創

作
や

鑑
賞

活
動

に
親

し
む

。

対
旋

律
が

生
み

出
す

雰
囲

気
や

表
情

な
ど

の
曲

想
と

音
の

重
な

り
方

や
反

復
、

変
化

、
対

照
な

ど
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

創
作

と
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

対
旋

律
が

生
み

出
す

雰
囲

気
や

表
情

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

 
第

２
時

：
「

カ
ン

ト
リ

ー
ロ

ー
ド

」
の

主
旋

律
の

特
徴

を
捉

え
、

対
旋

律
を

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意

図
を

も
つ

。
 

第
３

時
：

対
旋

律
の

役
割

や
特

徴
を

生
か

し
て

、
「

カ
ン

ト
リ

ー
ロ

ー
ド

」
に

あ
う

対
旋

律
を

つ
く

る
。

 
第

４
時

：
課

題
や

条
件

に
沿

っ
た

音
の

選
択

や
組

合
せ

な
ど

の
技

能
を

身
に

付
け

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

対
旋

律
を

つ
く

る
。

 
第

５
時

：
思

い
や

意
図

を
も

っ
て

作
品

を
完

成
さ

せ
、

発
表

に
向

け
て

作
品

を
演

奏
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

 
第

６
時

：
曲

想
と

音
楽

の
構

造
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
作

品
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

く
。

栃
木

県

15
8

第
１

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

音
楽

の
特

徴
に

注
目

し
な

が
ら

、
情

景
を

思
い

浮
か

べ
て

聴
こ

う
。

「
春

　
第

一
楽

章
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

ク
イ

ズ
形

式
で

考
え

る
こ

と
で

関
心

を
も

た
せ

る
。

（
小

鳥
の

部
分

を
聴

き
な

ん
の

動
物

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

か
、

嵐
の

場
面

は
ど

の
音

楽
か

（
泉

が
流

れ
出

す
と

こ
ろ

と
嵐

の
と

こ
ろ

を
聴

き
比

べ
さ

せ
る

）
第

２
時

：
ほ

と
ん

ど
の

生
徒

が
聴

い
た

こ
と

が
あ

る
「

春
が

や
っ

て
来

た
」

部
分

を
繰

り
返

し
聴

か
せ

た
あ

と
、

全
体

を
通

し
て

聴
き

気
が

付
い

た
こ

と
を

考
え

さ
せ

、
意

見
の

交
流

を
す

る
第

２
時

：
最

後
に

映
像

で
鑑

賞
し

、
表

現
の

お
も

し
ろ

さ
を

感
じ

取
れ

る
よ

う
に

し
、

ま
と

め
を

行
う

全
：

ク
ロ

ー
ム

ブ
ッ

ク
で

考
え

の
記

入
、

意
見

交
流

を
行

っ
て

、
自

分
の

考
え

が
な

か
な

か
も

て
な

い
生

徒
に

は
、

友
達

の
意

見
を

参
考

に
し

て
も

良
い

こ
と

を
伝

え
た

り
、

個
別

に
声

を
か

け
る

よ
う

に
す

る

神
奈

川
県

37



15
9

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

「
魔

王
」

詩
と

音
楽

と
の

関
わ

り
や

歌
唱

表
現

の
工

夫
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
、

主
体

的
、

協
働

的
に

鑑
賞

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

知
覚

、
感

受
し

た
こ

と
を

班
で

意
見

交
換

し
、

ま
た

そ
れ

を
ク

ラ
ス

で
共

有
し

て
、

様
々

な
捉

え
方

が
あ

る
こ

と
に

気
づ

か
せ

、
音

楽
と

歌
詞

の
関

わ
り

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

持
た

せ
る

。
第

２
時

：
歌

唱
動

画
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

て
各

自
で

視
聴

し
な

が
ら

、
演

奏
者

の
表

現
の

工
夫

に
気

づ
か

せ
る

。
山

口
県

16
0

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

イ
メ

ー
ジ

を
も

た
ら

す
音

楽
の

秘
密

を
探

ろ
う

。
「

映
画

ジ
ョ

ー
ズ

か
ら

《
ジ

ョ
ー

ズ
の

テ
ー

マ
》

」

ジ
ョ

ー
ズ

の
テ

ー
マ

曲
を

聴
き

、
音

の
強

弱
・

速
度

・
高

低
・

リ
ズ

ム
・

音
色

の
視

点
を

も
ち

な
が

ら
、

 
音

楽
か

ら
得

ら
れ

る
イ

メ
ー

ジ
と

音
楽

の
５

つ
の

特
徴

（
要

素
）

と
の

関
わ

り
に

注
目

し
な

が
ら

聴
く

こ
と

が
で

き
る

。

第
１

時
：

さ
ま

ざ
ま

な
曲

の
曲

想
を

創
っ

て
い

る
音

の
要

素
と

は
何

か
を

学
ん

だ
後

に
、

ジ
ョ

ー
ズ

の
そ

れ
ぞ

れ
の

場
面

で
ど

の
よ

う
な

効
果

を
も

た
ら

し
て

い
る

か
を

、
教

科
書

内
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

欄
を

使
用

し
て

各
自

で
考

え
る

場
面

を
設

定
し

た
。

第
２

時
：

前
時

の
学

習
で

の
各

自
の

意
見

を
発

表
し

、
グ

ル
ー

プ
・

全
体

で
そ

の
効

果
を

共
有

・
確

認
し

、
そ

の
効

果
に

つ
い

て
別

の
曲

で
も

体
感

す
る

よ
う

に
し

た
。

静
岡

県

16
1

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

曲
想

と
音

楽
の

特
徴

と
の

関
わ

り
を

感
じ

取
っ

て
聴

こ
う

。
「

魔
王

」

旋
律

の
雰

囲
気

や
歌

い
方

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

曲
を

鑑
賞

し
、

曲
想

や
詩

の
内

容
か

ら
ど

の
よ

う
な

曲
な

の
か

、
想

像
し

な
が

ら
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

登
場

人
物

の
歌

声
は

ど
の

よ
う

に
表

現
さ

れ
て

い
る

の
か

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
る

。
 

全
時

間
：

曲
を

聴
い

て
感

じ
た

こ
と

や
気

づ
い

た
こ

と
を

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

記
入

さ
せ

る
。

石
川

県

16
2

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

イ
メ

ー
ジ

が
も

た
ら

す
音

楽
の

秘
密

を
探

ろ
う

 。
映

画
「

ジ
ョ

ー
ズ

」
か

ら
「

ジ
ョ

ー
ズ

の
テ

ー
マ

」

音
楽

か
ら

得
ら

れ
る

イ
メ

ー
ジ

と
音

楽
の

特
徴

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
，

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

・
冒

頭
の

音
楽

を
聴

き
，

イ
メ

ー
ジ

し
た

こ
と

と
音

楽
の

特
徴

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
，

ス
ク

ー
ル

タ
ク

ト
を

活
用

し
，

互
い

の
考

え
を

共
有

さ
せ

る
。

・
音

楽
の

特
徴

に
注

目
し

て
，

中
間

部
ま

で
鑑

賞
し

，
ス

ク
ー

ル
タ

ク
ト

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

用
し

て
グ

ル
ー

プ
で

意
見

を
共

有
し

た
り

考
え

を
深

め
た

り
さ

せ
る

。
第

２
時

：
・

ク
ラ

イ
マ

ッ
ク

ス
の

部
分

を
鑑

賞
し

，
音

楽
の

特
徴

か
ら

結
末

を
予

想
さ

せ
る

。
・

楽
曲

の
よ

さ
や

お
も

し
ろ

さ
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

さ
せ

る
。

栃
木

県

16
3

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

音
楽

の
特

徴
に

注
目

し
な

が
ら

、
情

景
を

思
い

浮
か

べ
て

聴
こ

う
。

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
学

習
に

取
り

組
む

。

第
１

時
：

曲
想

の
変

化
、

形
式

を
元

に
物

語
を

作
り

、
曲

想
と

音
楽

の
構

造
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

持
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

楽
器

の
音

色
、

旋
律

、
テ

ク
ス

チ
ュ

ア
、

形
式

に
つ

い
て

理
解

し
、

音
楽

の
良

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
く

。
 

全
時

　
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

岐
阜

県

16
4

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

音
楽

の
特

徴
に

注
目

し
な

が
ら

、
情

景
を

思
い

浮
か

べ
て

聴
こ

う
。

「
春

～
第

１
楽

章
～

」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

A～
Eの

部
分

ご
と

に
区

切
り

、
ソ

ネ
ッ

ト
の

内
容

と
音

楽
が

ど
の

よ
う

に
関

わ
っ

て
い

る
か

、
考

え
な

が
ら

聴
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
奏

法
や

音
色

な
ど

視
点

を
持

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
曲

の
構

造
や

バ
ロ

ッ
ク

時
代

に
使

わ
れ

て
い

た
楽

器
の

響
き

・
特

徴
に

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

岐
阜

県

16
5

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

人
々

の
暮

ら
し

の
中

か
ら

生
ま

れ
た

日
本

の
民

謡
を

聴
こ

う
。

郷
土

に
伝

わ
る

民
謡

を
調

べ
よ

う
。

 

日
本

の
民

謡
が

生
ま

れ
た

背
景

や
、

声
や

楽
器

の
音

色
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

仕
事

歌
・

座
興

歌
・

子
守

歌
の

そ
れ

ぞ
れ

１
曲

を
選

び
、

民
謡

が
生

ま
れ

た
背

景
や

声
や

楽
器

の
音

色
に

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
グ

ル
ー

プ
で

発
表

し
合

い
、

そ
れ

ぞ
れ

の
民

謡
を

鑑
賞

さ
せ

る
。

新
し

く
気

づ
い

た
こ

と
や

、
感

想
を

ま
と

め
る

。

埼
玉

県

16
6

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

音
楽

の
も

つ
豊

か
な

表
現

力
を

味
わ

お
う

 。
「

魔
王

」
（

ゲ
ー

テ
作

詞
／

シ
ュ

ー
ベ

ル
ト

作
曲

）

「
魔

王
」

が
表

す
劇

的
な

歌
唱

表
現

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。
 

第
１

時
：

登
場

人
物

ご
と

に
聴

き
、

声
、

旋
律

の
特

徴
や

変
化

に
つ

い
て

知
覚

さ
せ

、
そ

れ
ら

の
特

質
や

雰
囲

気
を

感
受

さ
せ

、
「

魔
王

」
が

表
す

劇
的

な
歌

唱
表

現
に

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
ピ

ア
ノ

の
伴

奏
に

着
目

し
て

聴
か

せ
、

リ
ズ

ム
の

違
い

や
調

の
違

い
に

気
づ

か
せ

、
曲

想
と

音
楽

の
構

造
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

埼
玉

県

38



16
7

第
１

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

曲
想

と
音

楽
の

特
徴

と
の

関
わ

り
を

感
じ

取
っ

て
聴

こ
う

。
 

「
魔

王
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

ド
イ

ツ
歌

曲
に

親
し

む
。

第
１

時
 ：

　
曲

想
か

ら
感

受
し

た
こ

と
を

音
楽

の
構

造
と

結
び

つ
け

ら
れ

る
よ

う
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

や
板

書
を

工
夫

し
た

。
 

第
２

時
 ：

　
実

際
に

楽
器

を
演

奏
し

、
音

で
確

認
し

な
が

ら
曲

想
の

変
化

を
聞

き
取

れ
る

よ
う

に
す

る
。

栃
木

県

16
8

第
１

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

映
像

と
音

楽
 

映
画

音
楽

「
ジ

ョ
ー

ズ
の

テ
ー

マ
」

「
Ｅ

Ｔ
フ

ラ
イ

ン
グ

テ
ー

」
「

絵
本

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）
ス

ノ
ー

マ
ン

」

映
像

か
ら

音
楽

を
創

造
し

た
り

、
音

楽
か

ら
そ

の
場

面
を

想
像

し
た

り
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

音
楽

と
映

像
の

関
わ

り
と

、
そ

れ
ら

が
人

の
心

に
及

ぼ
す

力
を

感
じ

取
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
ス

ノ
ー

マ
ン

の
特

徴
的

な
「

音
」

の
出

る
場

面
の

「
音

、
音

楽
」

を
聴

か
せ

、
ど

ん
な

場
面

か
想

像
さ

せ
る

。
音

楽
と

映
像

の
関

係
性

か
ら

、
映

像
に

音
楽

が
つ

く
こ

と
で

、
よ

り
私

た
ち

に
臨

場
感

を
味

わ
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

・
ジ

ョ
ー

ズ
、

Ｅ
Ｔ

な
ど

の
映

像
か

ら
音

楽
を

想
像

し
た

り
、

そ
の

逆
を

し
た

り
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

私
た

ち
の

心
に

は
、

映
像

だ
け

で
な

く
、

そ
の

映
像

の
雰

囲
気

を
表

す
音

楽
が

一
緒

に
流

れ
る

こ
と

で
わ

く
わ

く
、

ド
キ

ド
キ

が
増

し
て

い
る

。
そ

の
よ

う
な

力
が

音
楽

に
は

あ
る

。
 

・
班

ご
と

に
、

音
楽

を
聴

い
て

、
ど

の
よ

う
な

雰
囲

気
を

感
じ

る
か

な
ど

話
し

合
う

。
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

皆
で

相
談

し
な

が
ら

書
い

て
い

く
。

　
最

後
に

、
個

人
で

音
楽

と
映

像
の

関
係

性
か

ら
考

え
た

こ
と

を
ま

と
め

て
終

了
。

静
岡

県

16
9

第
１

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

曲
想

と
音

楽
の

特
徴

と
の

関
わ

り
を

感
じ

取
っ

て
聴

こ
う

 。
シ

ュ
ー

ベ
ル

ト
作

曲
「

魔
王

」

音
楽

の
構

造
や

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

曲
想

か
ら

得
た

イ
メ

ー
ジ

で
物

語
を

作
ら

せ
る

。
実

際
の

歌
詞

の
内

容
か

ら
劇

を
演

じ
さ

せ
る

。
知

識
（

作
曲

家
等

に
つ

い
て

）
を

習
得

さ
せ

る
。

 
第

２
時

：
班

員
で

分
担

し
、

１
人

１
役

、
音

楽
の

特
徴

を
分

析
。

そ
の

後
ジ

グ
ゾ

ー
法

で
意

見
交

換
を

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
班

の
中

で
各

役
の

特
徴

を
発

表
さ

せ
る

。
全

体
で

作
曲

の
仕

掛
け

を
ま

と
め

る
。

埼
玉

県

17
0

第
１

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

曲
想

と
音

楽
の

特
徴

の
関

わ
り

を
感

じ
取

っ
て

聴
こ

う
 。

歌
曲

「
魔

王
」

旋
律

の
雰

囲
気

や
歌

い
方

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

原
曲

版
を

聴
き

、
楽

曲
の

概
要

把
握

を
行

う
。

ま
た

日
本

語
版

を
聴

き
、

登
場

人
物

や
伴

奏
楽

器
な

ど
を

確
認

す
る

。
他

者
と

聴
き

取
っ

た
情

報
を

交
流

し
な

が
ら

学
習

を
進

め
る

。
 

第
２

時
：

楽
曲

の
部

分
鑑

賞
し

、
物

語
の

流
れ

を
確

認
す

る
。

ま
た

楽
譜

を
見

な
が

ら
、

登
場

人
物

の
心

情
変

化
を

鑑
賞

す
る

。
他

者
と

聴
き

取
っ

た
感

想
な

ど
を

交
流

し
な

が
ら

学
習

を
進

め
る

。
 

第
３

時
：

作
詞

者
・

作
曲

者
に

つ
い

て
知

る
と

と
も

に
、

こ
の

曲
が

作
曲

さ
れ

た
背

景
を

学
習

す
る

。
学

習
の

ま
と

め
と

し
て

、
再

度
楽

曲
を

鑑
賞

し
、

紹
介

文
を

作
成

す
る

。
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

京
都

府

17
1

第
１

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

イ
メ

ー
ジ

を
も

た
ら

す
音

楽
の

秘
密

を
探

ろ
う

 。
「

ジ
ョ

ー
ズ

の
テ

ー
マ

、
和

声
と

創
意

の
試

み
よ

り
四

季
「

春
第

一
楽

章
」

」

音
楽

の
構

造
に

興
味

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

･協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

と
共

に
、

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
響

き
に

親
し

む
。

・
こ

れ
か

ら
聴

く
曲

に
対

し
て

情
報

を
与

え
ず

に
視

聴
す

る
 

・
素

直
に

感
じ

た
こ

と
を

述
べ

さ
せ

、
そ

れ
が

ど
う

し
て

な
の

か
を

考
え

さ
せ

る
(音

楽
の

構
造

と
結

び
つ

け
る

) 
・

ジ
ョ

ー
ズ

で
学

ん
だ

聴
き

取
り

方
を

春
で

生
か

す
千

葉
県

17
2

第
１

学
年

鑑
賞

（
４

時
間

扱
い

）

音
楽

の
特

徴
に

注
目

し
な

が
ら

、
情

景
を

思
い

浮
か

べ
て

聴
こ

う
。

鑑
賞

「
春

―
第

１
楽

章
―

」

弦
楽

合
奏

と
独

奏
の

響
き

の
対

比
や

楽
器

の
音

色
、

曲
の

構
成

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

ソ
ネ

ッ
ト

を
手

が
か

り
に

、
各

部
分

の
曲

想
を

音
色

や
強

弱
、

旋
律

に
着

目
し

な
が

ら
聴

く
こ

と
で

、
作

曲
者

が
情

景
を

ど
の

よ
う

に
表

現
し

て
い

る
の

か
を

感
じ

取
ら

せ
る

。
 

第
２

時
：

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

や
コ

ン
ト

ラ
バ

ス
な

ど
を

実
際

に
見

て
、

触
っ

た
り

弾
い

た
り

し
て

、
楽

器
の

音
色

や
構

造
に

つ
い

て
知

る
と

と
も

に
、

体
験

を
し

な
が

ら
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
３

時
：

場
面

終
わ

り
の

旋
律

（
リ

ト
ル

ネ
ッ

ロ
部

分
）

に
注

目
し

な
が

ら
聴

い
て

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

う
こ

と
で

、
各

場
面

の
情

景
と

の
関

わ
り

や
曲

の
構

成
、

形
式

に
つ

い
て

気
づ

か
せ

る
。

 
第

４
時

：
学

習
し

た
こ

と
を

も
と

に
、

楽
曲

の
よ

さ
や

魅
力

が
伝

わ
る

よ
う

な
紹

介
文

を
書

い
て

、
全

体
で

交
流

さ
せ

る
。

岐
阜

県

17
3

第
２

学
年

鑑
賞

曲
の

構
成

の
良

さ
や

面
白

さ
を

味
わ

い
な

が
ら

鑑
賞

し
よ

う
 。

M
.ラ

ヴ
ェ

ル
作

曲
　

「
ボ

レ
ロ

」

楽
曲

の
構

成
に

関
心

を
も

ち
，

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
，

話
合

い
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

第
１

時
：

作
品

の
基

本
的

な
構

成
を

確
認

さ
せ

る
（

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

）
 

　
　

　
　

音
色

と
強

弱
の

変
化

に
気

付
か

せ
る

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
・

電
子

黒
板

）
 

第
２

時
：

グ
ル

ー
プ

で
の

意
見

交
換

と
発

表
（

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

宮
城

県

39



17
4

第
２

学
年

鑑
賞

詩
の

内
容

と
音

楽
が

一
体

と
な

っ
た

曲
の

雰
囲

気
を

感
じ

取
ろ

う
。

歌
曲

「
魔

王
」

鑑
賞

に
関

わ
る

知
識

を
得

た
り

生
か

し
た

り
し

な
が

ら
、

生
活

や
社

会
に

お
け

る
音

楽
の

意
味

や
役

割
に

つ
い

て
自

分
な

り
に

考
え

、
音

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

く
学

習
に

主
体

的
・

協
働

的
に

取
り

組
む

。

①
：

登
場

人
物

の
人

数
と

各
々

の
特

徴
を

聴
き

分
け

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

②
：

登
場

人
物

ご
と

の
声

の
特

徴
を

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

わ
せ

る
。

③
：

ワ
ー

ル
ド

カ
フ

ェ
で

他
の

グ
ル

ー
プ

と
の

意
見

交
流

を
行

い
、

自
分

の
考

え
以

外
の

も
の

で
納

得
で

き
た

も
の

は
全

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

全
：

各
時

の
最

後
に

学
ん

だ
こ

と
や

気
付

い
た

こ
と

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

ま
と

め
、

自
己

の
考

え
の

変
化

や
深

化
を

メ
タ

認
知

さ
せ

る
。

青
森

県

17
5

第
２

学
年

鑑
賞

曲
想

と
曲

全
体

の
構

成
を

関
わ

ら
せ

な
が

ら
鑑

賞
し

よ
う

。
「

ボ
レ

ロ
」

曲
の

構
成

か
ら

感
じ

る
曲

想
の

変
化

の
違

い
に

関
心

を
も

ち
、

主
体

的
・

教
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
曲

の
魅

力
に

つ
い

て
考

え
る

活
動

に
取

り
組

む
。

曲
の

構
成

を
全

体
で

確
認

し
、

曲
想

と
曲

の
構

成
の

関
係

に
つ

い
て

個
人

で
考

え
さ

せ
る

。
そ

の
後

、
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
換

を
し

、
様

々
な

考
え

方
が

あ
る

こ
と

に
触

れ
、

自
分

の
考

え
と

同
じ

と
こ

ろ
違

う
と

こ
ろ

か
ら

、
さ

ら
に

自
分

の
考

え
を

深
め

さ
せ

る
。

栃
木

県

17
6

第
２

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
文

化
や

歴
史

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。
 

歌
舞

伎
「

勧
進

帳
」

 

「
勧

進
帳

」
の

見
ど

こ
ろ

や
歌

舞
伎

で
使

わ
れ

る
音

楽
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
長

唄
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

歌
舞

伎
の

視
聴

を
通

し
て

、
使

わ
れ

て
い

る
音

楽
、

役
者

、
演

出
、

等
に

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
「

勧
進

帳
」

で
使

わ
れ

て
い

る
長

唄
を

聴
き

、
グ

ル
ー

プ
で

の
唄

い
、

助
言

を
通

し
て

言
葉

や
台

詞
の

独
特

な
言

い
回

し
に

つ
い

て
感

想
を

伝
え

た
り

、
記

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
※

「
中

学
校

の
音

楽
」

研
究

編
(教

育
芸

術
社

)参
照

 
埼

玉
県

17
7

第
２

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

「
フ

ー
ガ

ト
短

調
」

 
・

旋
律

が
重

な
り

合
っ

て
い

く
、

面
白

さ
を

感
じ

取
る

。
 

・
曲

想
と

音
楽

の
構

造
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

作
曲

家
の

時
代

背
景

等
を

ip
ad

を
使

用
し

て
調

べ
て

ま
と

め
る

。
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

の
特

徴
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
調

べ
た

こ
と

を
発

表
す

る
。

 
第

２
時

：
旋

律
が

絡
み

合
う

面
白

さ
を

、
リ

コ
ー

ダ
ー

を
利

用
し

て
感

じ
取

り
、

グ
ル

ー
プ

発
表

を
す

る
。

フ
ー

ガ
の

特
性

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
山

口
県

17
8

第
２

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

音
楽

の
特

徴
や

他
の

芸
術

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

、
そ

の
魅

力
を

味
わ

お
う

。
「

ボ
レ

ロ
」

「
ボ

レ
ロ

」
の

繰
り

返
し

演
奏

さ
れ

る
リ

ズ
ム

と
２

つ
の

旋
律

、
音

色
や

強
弱

の
変

化
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

 

第
１

時
：

音
色

、
リ

ズ
ム

、
旋

律
、

強
弱

、
構

成
を

知
覚

し
、

そ
れ

ら
の

働
き

が
生

み
出

す
特

質
や

雰
囲

気
を

感
受

し
な

が
ら

、
知

覚
し

た
こ

と
と

感
受

し
た

こ
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

話
し

あ
う

。
 

第
２

時
：

繰
り

返
し

演
奏

さ
れ

る
リ

ズ
ム

と
２

つ
の

旋
律

、
音

色
や

強
弱

の
変

化
に

関
心

を
も

ち
、

曲
や

演
奏

に
対

す
る

評
価

と
そ

の
根

拠
に

つ
い

て
考

え
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
く

。
青

森
県

17
9

第
２

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

「
フ

ー
ガ

ト
短

調
」

を
聴

い
て

フ
ー

ガ
形

式
の

特
徴

を
と

ら
え

て
、

曲
の

変
化

を
感

じ
取

ろ
う

。

フ
ー

ガ
形

式
に

つ
い

て
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

す
る

。

第
１

時
：

フ
ー

ガ
形

式
の

特
徴

や
曲

の
変

化
に

つ
い

て
、

楽
譜

を
活

用
し

な
が

ら
考

え
さ

せ
る

。
 

第
２

時
：

曲
の

作
ら

れ
た

背
景

や
作

曲
者

バ
ッ

ハ
に

つ
い

て
学

び
、

「
フ

ー
ガ

ト
短

調
」

の
面

白
さ

を
伝

え
さ

せ
る

。
静

岡
県

18
0

第
２

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

旋
律

が
重

な
り

合
っ

て
い

く
お

も
し

ろ
さ

を
味

わ
お

う
 。

J.S
.バ

ッ
ハ

作
曲

「
フ

ー
ガ

ト
短

調
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
３

回
に

分
け

て
気

づ
き

を
記

入
さ

せ
る

（
発

表
含

む
）

。
１

，
２

回
目

は
CD

で
聴

覚
の

み
、

３
回

目
は

DV
Dで

の
鑑

賞
に

し
、

視
覚

か
ら

の
気

づ
き

の
時

間
を

与
え

る
。

 
第

２
時

：
主

題
が

聞
こ

え
た

ら
挙

手
を

さ
せ

る
。

主
題

が
何

回
聞

こ
え

た
か

、
音

の
高

さ
や

リ
ズ

ム
に

変
化

は
あ

っ
た

か
な

ど
を

問
い

、
意

見
を

集
約

し
て

再
び

鑑
賞

す
る

。

石
川

県

18
1

第
２

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

旋
律

が
重

な
り

合
っ

て
い

く
お

も
し

ろ
さ

を
味

わ
お

う
。

「
フ

ー
ガ

ト
短

調
」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
 

第
１

時
：

曲
の

冒
頭

を
聴

き
、

感
じ

た
こ

と
を

伝
え

合
い

、
楽

曲
や

楽
器

（
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

)へ
の

関
心

を
 

　
　

　
 も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
曲

想
や

形
式

を
理

解
し

た
上

で
音

楽
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
い

な
が

ら
聴

き
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

 
　

　
　

 に
記

入
す

る
。

ま
た

、
感

じ
た

こ
と

を
ペ

ア
や

グ
ル

ー
プ

で
伝

え
合

わ
せ

る
 

全
時

:授
業

の
最

後
に

、
本

時
の

振
り

返
り

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
 

栃
木

県

40



18
2

第
２

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

「
フ

ー
ガ

ト
短

調
」

 
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

の
響

き
や

､旋
律

が
重

な
り

合
っ

て
い

く
お

も
し

ろ
さ

を
味

わ
お

う
。

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
の

楽
器

の
構

造
や

特
徴

に
つ

い
て

関
心

、
興

味
を

持
ち

、
フ

ー
ガ

の
構

造
を

理
解

し
な

が
ら

、
主

体
的

・
共

働
的

に
鑑

賞
活

動
に

取
り

組
み

、
社

会
と

音
楽

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
考

え
る

。
 

第
１

時
：

鑑
賞

を
し

て
第

１
印

象
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
楽

器
の

構
造

等
に

つ
い

て
学

び
、

作
者

や
時

代
背

景
に

つ
い

て
も

知
り

､関
心

を
も

た
せ

る
。

　
　

　
 

第
２

時
：

フ
ー

ガ
の

主
題

を
歌

っ
て

か
ら

鑑
賞

し
て

、
そ

の
構

成
に

注
目

さ
せ

、
フ

ー
ガ

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
鑑

賞
を

し
て

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
記

入
さ

せ
る

。
授

業
の

最
後

に
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

京
都

府

18
3

第
２

学
年

鑑
賞

（
２

時
間

扱
い

）

総
合

芸
術

「
オ

ペ
ラ

」
の

魅
力

を
味

わ
お

う
 。

オ
ペ

ラ
「

ア
イ

ー
ダ

」

様
々

な
分

野
の

芸
術

か
ら

成
り

立
つ

オ
ペ

ラ
に

つ
い

て
、

総
合

芸
術

と
し

て
多

面
的

・
多

角
的

に
捉

え
て

鑑
賞

し
て

い
る

。

第
１

時
 ：

・
様

々
な

芸
術

の
分

野
が

関
わ

っ
て

創
り

あ
げ

る
総

合
芸

術
に

つ
い

て
、

自
分

の
ク

ラ
ス

で
オ

ペ
ラ

を
催

す
こ

と
を

仮
定

し
て

役
割

や
準

備
な

ど
の

計
画

を
立

て
、

学
級

内
で

共
有

す
る

。
 

・
仮

定
で

分
担

し
た

役
割

の
視

点
で

第
２

幕
「

凱
旋

の
場

」
を

鑑
賞

し
、

気
づ

い
た

こ
と

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

。
【

評
価

】
 

 第
２

時
 ：

・
多

様
な

登
場

人
物

や
パ

ー
ト

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
、

オ
ペ

ラ
の

音
楽

的
な

要
素

を
鑑

賞
す

る
。

 
・

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
登

場
人

物
ご

と
の

特
徴

を
記

入
す

る
。

【
評

価
】

埼
玉

県

18
4

第
２

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

「
交

響
曲

第
５

番
ハ

短
調

第
１

楽
章

」
 

交
響

曲
の

曲
想

と
音

楽
の

構
造

や
背

景
な

ど
と

の
関

わ
り

及
び

音
楽

の
多

様
性

に
つ

い
て

理
解

し
、

音
楽

を
評

価
し

な
が

ら
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
く

こ
と

が
で

き
る

。
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

に
取

り
組

み
，

音
楽

文
化

に
親

し
む

。

ソ
ナ

タ
形

式
に

よ
る

楽
曲

構
成

を
理

解
し

、
動

機
を

効
果

的
に

用
い

た
ド

ラ
マ

性
の

あ
る

表
現

を
味

わ
う

た
め

の
解

説
。

 
構

造
だ

け
で

な
く

、
目

ま
ぐ

る
し

い
展

開
を

表
現

す
る

た
め

に
演

奏
に

必
要

な
技

能
に

つ
い

て
も

触
れ

、
音

楽
文

化
に

触
れ

る
き

っ
か

け
と

す
る

。
 

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
メ

モ
や

気
づ

い
た

こ
と

を
記

入
さ

せ
、

記
入

の
足

り
な

い
生

徒
に

対
し

て
、

ア
ド

バ
イ

ス
を

す
る

。
 

映
像

を
使

っ
て

鑑
賞

を
行

う
。

場
面

ご
と

に
活

躍
す

る
楽

器
に

注
目

さ
せ

る
。

静
岡

県

18
5

第
２

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

曲
の

構
成

に
注

目
し

な
が

ら
、

曲
想

の
変

化
を

味
わ

お
う

。
「

交
響

曲
第

５
番

　
ハ

短
調

　
第

１
楽

章
」

ベ
ー

ト
ー

ヴ
ェ

ン
作

曲

「
交

響
曲

第
５

番
　

ハ
短

調
　

第
１

楽
章

」
の

曲
の

構
成

と
曲

想
の

変
化

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

ベ
ー

ト
ー

ヴ
ェ

ン
に

つ
い

て
興

味
を

持
た

せ
曲

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

よ
り

味
わ

っ
て

聴
く

た
め

、
　

　
　

　
各

グ
ル

ー
プ

で
こ

ち
ら

が
決

め
た

テ
ー

マ
に

つ
い

て
調

べ
発

表
さ

せ
る

。
第

２
時

：
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

楽
器

、
動

機
、

ソ
ナ

タ
形

式
な

ど
に

つ
い

て
理

解
し

各
部

分
を

区
切

っ
て

聴
き

気
付

い
た

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
い

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
第

３
時

：
曲

の
音

色
、

リ
ズ

ム
、

形
式

、
構

成
を

知
覚

・
感

受
し

な
が

ら
映

像
で

曲
を

通
し

て
聴

き
、

感
想

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

ま
と

め
さ

せ
る

。
全

時
　

 :授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

神
奈

川
県

18
6

第
２

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

構
成

や
八

分
休

符
に

込
め

ら
れ

た
作

曲
者

の
思

い
を

探
ろ

う
 。

「
交

響
曲

第
５

番
ハ

短
調

　
第

１
楽

章
」

（
ベ

ー
ト

ー
ヴ

ェ
ン

作
曲

）

「
交

響
曲

第
５

番
ハ

短
調

第
１

楽
章

」
の

構
成

や
動

機
、

作
曲

者
の

人
生

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

第
１

時
：

動
機

の
変

化
を

意
識

し
て

聴
き

、
ソ

ナ
タ

形
式

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

 第
２

時
：

動
機

の
８

分
休

符
に

注
目

し
、

リ
コ

ー
ダ

ー
で

冒
頭

の
４

小
節

の
演

奏
を

す
る

。
指

揮
で

同
じ

箇
所

を
表

現
し

、
８

分
休

符
が

あ
る

演
奏

と
な

い
演

奏
で

は
、

ど
の

よ
う

な
違

い
が

あ
る

の
か

を
体

感
す

る
。

 
８

分
休

符
が

あ
る

こ
と

で
ど

の
よ

う
な

効
果

が
生

ま
れ

る
の

か
考

え
る

。
 

 第
３

時
：

ベ
ー

ト
ー

ヴ
ェ

ン
の

生
い

立
ち

に
つ

い
て

振
り

返
り

、
８

分
休

符
に

ど
ん

な
思

い
を

込
め

た
の

か
を

考
え

、
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
換

す
る

。
学

習
を

振
り

返
り

、
「

交
響

曲
第

５
番

ハ
短

調
第

１
楽

章
」

に
対

す
る

評
価

と
そ

の
根

拠
に

つ
い

て
考

え
た

こ
と

を
批

評
文

に
ま

と
め

る
。

 

静
岡

県

18
7

第
２

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

旋
律

の
特

徴
や

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
の

豊
か

な
響

き
を

感
じ

取
り

な
が

ら
聴

こ
う

。
 

「
フ

ー
ガ

ト
短

調
」

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
の

音
色

や
フ

ー
ガ

形
式

の
特

徴
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
の

演
奏

を
映

像
で

見
る

な
ど

し
て

、
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

の
発

音
構

造
や

奏
法

、
音

色
に

つ
い

て
学

び
、

関
心

を
も

つ
。

 
第

２
時

：
曲

を
聴

い
て

、
フ

ー
ガ

形
式

の
特

徴
や

感
じ

取
っ

た
こ

と
を

話
し

合
う

。
 

第
３

時
：

本
題

材
を

振
り

返
り

、
パ

イ
プ

オ
ル

ガ
ン

の
音

色
や

フ
ー

ガ
形

式
の

特
徴

を
ま

と
め

、
互

い
に

伝
え

合
う

。
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
、

振
り

返
り

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

。

静
岡

県

41



18
8

第
２

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

歌
舞

伎
に

親
し

み
、

そ
の

音
楽

を
味

わ
お

う
。

歌
舞

伎
「

勧
進

帳
」

 

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る

第
１

時
：

歌
舞

伎
の

生
い

立
ち

や
、

特
有

の
表

現
、

音
楽

の
特

徴
を

感
じ

取
ろ

う
（

勧
進

帳
の

特
定

の
部

分
を

動
画

鑑
賞

し
、

歌
舞

伎
に

つ
い

て
関

心
を

持
つ

。
そ

の
う

え
で

、
歌

舞
伎

の
生

い
立

ち
や

、
特

有
の

表
現

に
つ

い
て

学
習

す
る

）
 

第
２

時
：

特
有

の
表

現
、

音
楽

の
特

徴
を

感
じ

取
り

、
ス

ラ
イ

ド
ま

と
め

よ
う

（
勧

進
帳

か
ら

５
場

面
を

教
師

が
設

定
し

、
そ

の
部

分
の

動
画

を
班

ご
と

で
鑑

賞
す

る
。

そ
の

う
え

で
個

人
思

考
、

グ
ル

ー
プ

交
流

を
行

い
、

歌
舞

伎
特

有
の

表
現

、
音

楽
の

特
徴

を
ス

ラ
イ

ド
に

ま
と

め
る

）
 

第
３

時
：

歌
舞

伎
特

有
の

表
現

、
音

楽
の

特
徴

を
発

表
し

よ
う

（
第

２
時

に
作

成
し

た
プ

レ
ゼ

ン
シ

ー
ト

を
班

ご
と

に
発

表
し

、
発

表
を

意
識

し
な

が
ら

ク
ラ

ス
全

体
で

鑑
賞

す
る

）
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
 

そ
の

他
：

タ
ブ

レ
ッ

ト
、

go
og

le
ク

ラ
ス

ル
ー

ム
を

活
用

し
、

勧
進

帳
の

動
画

（
５

場
面

分
）

を
個

人
で

鑑
賞

で
き

る
よ

う
に

し
た

 。

石
川

県

18
9

第
２

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

雅
楽

の
多

様
な

表
現

を
観

賞
し

よ
う

。
雅

楽
「

越
天

楽
」

　
舞

楽
 左

舞
「

万
歳

楽
」

右
舞

「
狛

桙
」

 
 

鑑
賞

に
関

わ
る

知
識

を
得

た
り

生
か

し
た

り
し

な
が

ら
，

生
活

や
社

会
に

お
け

る
音

楽
の

意
味

や
役

割
に

つ
い

て
考

え
，

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
く

学
習

に
主

体
的

・
協

働
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

雅
楽

が
誕

生
し

て
演

奏
さ

れ
て

き
た

年
月

や
ど

う
や

っ
て

伝
わ

っ
て

き
た

か
，

使
わ

れ
て

い
る

楽
器

の
音

色
を

知
っ

た
う

え
で

，
「

越
天

楽
」

の
冒

頭
を

グ
ル

ー
プ

で
演

奏
し

て
み

る
活

動
を

し
て

み
た

。
ヒ

ン
ト

と
な

る
音

楽
は

１
人

１
台

端
末

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

）
で

聴
け

る
よ

う
に

し
た

り
，

手
掛

か
り

と
な

る
現

代
の

楽
譜

な
ど

も
置

い
て

自
由

に
使

え
る

よ
う

に
し

た
り

，
個

別
最

適
な

学
び

を
意

識
し

て
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

石
川

県

19
0

第
２

学
年

鑑
賞

（
４

時
間

扱
い

）

ボ
レ

ロ
を

実
際

に
演

奏
し

よ
う

 。
・

グ
ル

ー
プ

で
リ

ズ
ム

、
ベ

ー
ス

、
メ

ロ
デ

ィ
に

別
れ

演
奏

す
る

。
 

・
動

画
の

指
揮

者
に

合
わ

せ
て

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
一

員
と

な
っ

て
演

奏
し

よ
う

。
 

・
同

じ
リ

ズ
ム

、
ベ

ー
ス

（
ギ

タ
ー

）
、

メ
ロ

デ
ィ

が
繰

り
返

し
て

い
る

こ
と

 
・

演
奏

の
ポ

イ
ン

ト
を

指
示

し
な

が
ら

奏
法

を
身

に
つ

け
る

 
・

お
互

い
、

聴
き

あ
い

な
が

ら
合

わ
せ

る
こ

と
が

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
こ

と
を

指
示

す
る

 
・

あ
る

程
度

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
ら

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

と
合

わ
せ

て
み

る
 

・
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
と

合
わ

せ
た

時
の

緊
張

感
な

ど
感

想
を

書
か

せ
発

表
し

あ
う

・
１

年
生

か
ら

鑑
賞

し
た

曲
を

キ
ー

ボ
ー

ド
で

体
験

す
る

地
頭

 
・

キ
ー

ボ
ー

ド
に

親
し

め
る

よ
う

音
階

な
ど

を
に

な
れ

る
よ

う
指

導
 

・
和

楽
器

も
同

様
に

鑑
賞

し
た

後
、

実
際

に
演

奏
す

る
指

導
 

・
体

験
か

ら
鑑

賞
の

ポ
イ

ン
ト

を
深

め
る

指
導

 

北
海

道

19
1

第
２

学
年

鑑
賞

（
４

時
間

扱
い

）

曲
想

と
音

楽
の

構
造

の
関

わ
り

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
よ

う
。

 
「

交
響

曲
第

５
番

　
ハ

短
調

」
（

ベ
ー

ト
ー

ヴ
ェ

ン
作

曲
）

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
に

、
作

曲
者

の
思

い
や

意
図

を
考

え
合

わ
せ

る
こ

と
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

冒
頭

部
分

の
み

を
聴

か
せ

、
関

心
を

引
き

付
け

て
か

ら
第

１
楽

章
を

通
し

て
聴

い
て

み
る

。
 

第
２

時
：

ソ
ナ

タ
形

式
の

構
造

を
可

視
化

し
、

図
を

用
い

て
分

か
り

や
す

く
説

明
す

る
。

 
第

３
時

：
冒

頭
２

分
を

繰
り

返
し

聴
け

る
よ

う
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
保

存
し

て
お

き
、

グ
ル

ー
プ

で
第

１
楽

章
か

ら
第

４
楽

章
ま

で
、

担
当

を
分

け
る

。
（

ジ
グ

ソ
ー

法
の

活
用

）
 

第
４

時
：

自
分

だ
っ

た
ら

ど
ん

な
題

名
を

付
け

る
か

を
考

え
、

良
さ

や
面

白
さ

に
気

付
け

る
よ

う
に

グ
ル

ー
プ

ご
と

で
担

当
し

た
楽

章
の

プ
レ

ゼ
ン

を
行

う
時

間
を

設
定

す
る

。

静
岡

県

19
2

第
２

学
年

鑑
賞

（
６

時
間

扱
い

）

曲
の

し
く

み
に

注
目

し
て

、
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

名
曲

を
味

わ
お

う
！

 
「

交
響

曲
第

５
番

ハ
短

調
」

（
L.

v.B
ee

th
ov

en
）

交
響

曲
第

５
版

ハ
短

調
《

運
命

》
の

曲
想

と
作

曲
者

の
精

神
や

生
き

様
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

ベ
ー

ト
ー

ヴ
ェ

ン
が

楽
曲

の
冒

頭
に

表
れ

る
「

運
命

動
機

」
に

つ
い

て
、

仮
に

「
こ

の
よ

う
に

運
命

は
扉

を
た

た
く

」
と

本
当

に
語

っ
て

い
た

と
し

た
ら

、
第

１
楽

章
提

示
部

の
音

楽
の

特
徴

や
雰

囲
気

の
変

化
が

作
曲

者
の

心
の

中
や

人
生

と
ど

の
よ

う
に

重
な

っ
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

、
聴

き
取

っ
た

こ
と

や
感

じ
取

っ
た

こ
と

を
関

連
付

け
な

が
ら

語
り

合
う

場
面

を
設

定
し

た
。

静
岡

県

42



19
3

第
３

学
年

鑑
賞

題
材

名
：

音
楽

の
特

徴
や

背
景

を
理

解
し

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

「
ボ

レ
ロ

」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
、

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
歴

史
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

・
音

楽
の

聴
く

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
旋

律
を

歌
っ

た
り

演
奏

し
た

り
、

リ
ズ

ム
を

打
っ

た
り

し
て

表
現

活
動

し
な

が
ら

取
り

組
ま

せ
る

。
（

吹
奏

楽
部

の
生

徒
が

旋
律

の
Ａ

と
Ｂ

を
楽

器
で

演
奏

し
て

聴
か

せ
る

。
・

全
員

で
小

太
鼓

の
リ

ズ
ム

を
打

ち
を

す
る

。
）

・
音

楽
か

ら
感

じ
と

っ
た

こ
と

や
考

え
た

こ
と

な
ど

、
よ

さ
や

美
し

さ
に

つ
い

て
友

達
と

意
見

交
換

し
、

考
え

を
深

め
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
自

分
の

言
葉

で
意

見
文

を
書

い
て

発
表

さ
せ

る
。

栃
木

県

19
4

第
３

学
年

鑑
賞

（
２

時
間

扱
い

）

能
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

能
の

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

特
徴

か
ら

生
ま

れ
る

音
楽

の
多

様
性

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

、
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

・
既

習
曲

「
ア

イ
ー

ダ
」

の
合

唱
と

能
「

敦
盛

」
地

謡
「

後
ろ

よ
り

～
」

の
部

分
を

聞
き

、
　

　
　

　
・

そ
れ

ぞ
れ

の
音

楽
の

雰
囲

気
や

違
い

な
ど

を
捉

え
さ

せ
る

　
　

　
　

　
個

人
で

考
え

た
こ

と
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
し

、
全

体
で

共
有

す
る

場
を

設
定

す
る

第
２

時
：

・
再

度
、

２
曲

を
視

聴
し

共
通

点
や

相
違

点
を

明
ら

か
に

し
、

　
　

　
　

　
GI

GA
端

末
を

用
い

、
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
換

を
さ

せ
る

　
　

　
　

・
学

習
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
能

「
敦

盛
」

の
魅

力
に

つ
い

て
、

音
楽

の
特

徴
や

背
景

な
ど

と
　

　
　

　
　

関
連

付
け

な
が

ら
自

分
の

考
え

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
か

せ
（

批
評

文
）

　
　

　
　

　
全

体
で

批
評

文
を

発
表

し
合

い
、

内
容

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
さ

せ
る

神
奈

川
県

19
5

第
３

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
音

楽
を

味
わ

お
う

。
 

「
ブ

ル
タ

バ
」

そ
れ

ぞ
れ

の
情

景
に

よ
る

音
色

や
強

弱
の

違
い

に
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

。

第
１

時
：

標
題

と
曲

の
特

徴
と

の
関

わ
り

を
理

解
し

、
情

景
を

思
い

浮
か

べ
な

が
ら

鑑
賞

し
よ

う
。

 
第

２
時

：
作

曲
者

の
意

図
を

掴
み

、
曲

に
込

め
ら

れ
た

思
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

鑑
賞

し
よ

う
。

静
岡

県

19
6

第
３

学
年

鑑
賞

(２
時

間
扱

い
)

音
楽

の
特

徴
や

そ
の

背
景

を
理

解
し

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

 
「

ブ
ル

タ
バ

」

曲
想

と
構

造
と

の
関

わ
り

、
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

歴
史

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

曲
や

演
奏

に
対

す
る

評
価

と
そ

の
根

拠
、

生
活

や
社

会
に

お
け

る
音

楽
の

意
味

や
役

割
に

つ
い

て
考

え
、

音
楽

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

っ
て

聴
き

、
多

様
な

音
楽

に
親

し
む

。

学
年

や
生

徒
の

実
態

に
応

じ
て

、
生

徒
の

思
考

、
判

断
の

よ
り

ど
こ

ろ
と

な
る

主
な

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
想

定
し

て
掲

示
。

栃
木

県

19
7

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

世
界

の
さ

ま
ざ

ま
な

楽
器

の
音

楽
を

味
わ

お
う

。
「

世
界

の
諸

民
族

の
音

楽
」

　
世

界
の

さ
ま

ざ
ま

な
民

族
に

お
い

て
親

し
ま

れ
て

い
る

音
楽

、
楽

器
に

関
心

を
も

ち
、

楽
器

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
が

も
た

ら
す

音
楽

の
雰

囲
気

に
つ

い
て

主
体

的
・

協
働

的
に

学
習

活
動

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
音

楽
に

親
し

む
。

第
１

時
：

朝
鮮

半
島

・
ア

ラ
ブ

諸
国

・
北

イ
ン

ド
で

親
し

ま
れ

て
い

る
民

族
音

楽
を

聴
き

、
気

づ
い

た
こ

と
や

感
じ

た
こ

と
を

交
流

し
な

が
ら

関
心

を
も

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

担
当

の
音

楽
・

楽
器

を
決

め
て

、
協

力
し

な
が

ら
調

べ
学

習
を

さ
せ

る
。

楽
器

の
特

徴
と

音
楽

の
雰

囲
気

を
結

び
付

け
、

魅
力

を
探

る
。

 
第

３
時

：
調

べ
た

こ
と

を
も

と
に

音
楽

の
魅

力
に

つ
い

て
ま

と
め

、
他

グ
ル

ー
プ

に
紹

介
さ

せ
る

。
紹

介
を

受
け

て
改

め
て

聴
き

、
楽

器
の

特
徴

と
音

楽
の

雰
囲

気
と

の
関

係
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
、

音
楽

に
親

し
ま

せ
る

。

岐
阜

県

19
8

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

作
曲

者
が

記
し

た
標

題
や

解
説

、
当

時
の

時
代

背
景

か
ら

作
品

に
込

め
ら

れ
た

思
い

を
感

じ
取

っ
て

聴
こ

う
。

連
作

交
響

詩
「

わ
が

祖
国

」
か

ら
「

ブ
ル

タ
バ

」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
、

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
歴

史
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

標
題

の
イ

メ
ー

ジ
と

音
色

、
速

度
、

旋
律

、
強

弱
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

 
第

２
時

：
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

知
り

考
え

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
音

色
、

速
度

、
旋

律
、

強
弱

を
知

覚
・

感
受

し
な

が
ら

、
生

活
や

社
会

に
お

け
る

音
楽

の
意

味
や

役
割

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
。

 
全

時
：

授
業

の
最

後
に

本
時

の
振

り
返

り
を

行
い

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

埼
玉

県

43



19
9

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

「
ブ

ル
タ

バ
」

 
音

楽
と

音
楽

を
形

作
る

要
素

と
情

景
を

関
連

付
け

て
聴

こ
う

（
書

こ
う

）

１
、

曲
想

と
音

楽
の

特
徴

と
の

関
わ

り
に

注
目

し
な

が
ら

、
音

楽
の

良
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
っ

て
聴

く
こ

と
が

で
き

る
。

 
２

、
作

曲
者

が
記

し
た

表
題

や
解

説
、

当
時

の
時

代
背

景
か

ら
、

作
品

に
こ

め
ら

れ
た

思
い

を
自

分
な

り
に

感
じ

取
っ

て
聴

く
こ

と
が

で
き

る
。

第
１

時
：

楽
曲

や
作

曲
者

に
つ

い
て

、
時

代
背

景
に

つ
い

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

し
ま

と
め

、
関

心
を

も
た

せ
る

。
曲

を
聴

く
。

演
奏

す
る

楽
器

の
写

真
を

見
て

楽
器

の
特

徴
や

種
類

を
理

解
す

る
。

 
第

２
時

：
標

題
に

沿
っ

て
音

楽
を

聴
き

、
音

楽
を

形
作

る
要

素
と

情
景

を
関

連
さ

せ
て

聴
く

（
書

く
）

。
 

第
３

時
：

「
ど

れ
ど

れ
タ

イ
ム

」
を

数
分

設
け

て
、

ク
ラ

ス
メ

イ
ト

の
考

え
を

自
由

に
見

て
回

れ
る

時
間

を
設

定
し

、
ク

ラ
ス

メ
イ

ト
の

考
え

を
参

考
に

さ
せ

、
楽

曲
の

良
さ

や
作

曲
者

の
楽

曲
に

込
め

た
思

い
を

考
え

さ
せ

た
。

 
全

時
：

考
え

を
ま

と
め

や
す

く
、

記
入

し
や

す
い

よ
う

に
手

製
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
使

用
。

ま
た

、
音

楽
の

特
徴

を
言

語
化

し
や

す
く

す
る

た
め

に
、

「
音

楽
を

形
作

る
要

素
」

と
活

用
の

仕
方

を
記

載
し

た
参

考
表

を
作

成
し

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
記

入
に

役
立

た
せ

た
。

新
潟

県

20
0

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
音

楽
を

味
わ

お
う

。
「

ブ
ル

タ
バ

(モ
ル

ダ
ウ

)」

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
文

化
や

歴
史

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

ブ
ル

タ
バ

を
表

す
旋

律
を

聴
か

せ
、

ど
の

よ
う

な
楽

器
で

演
奏

さ
れ

て
い

る
か

何
を

表
現

し
て

い
る

の
か

を
想

像
さ

せ
る

。
作

曲
者

や
時

代
背

景
な

ど
を

説
明

し
、

鑑
賞

曲
に

関
心

を
持

た
せ

る
。

 
第

２
時

：
標

題
ご

と
に

感
じ

取
っ

た
こ

と
や

想
像

し
た

情
景

な
ど

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

し
な

が
ら

、
標

題
ご

と
の

表
現

の
違

い
を

感
じ

取
る

。
自

分
が

記
入

し
た

意
見

を
グ

ル
ー

プ
で

共
有

し
発

表
さ

せ
、

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
取

っ
て

い
く

。
そ

の
際

、
自

分
の

意
見

は
黒

、
他

の
人

の
意

見
は

青
、

先
生

の
意

見
は

赤
と

い
う

よ
う

に
色

を
分

け
て

記
入

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
曲

全
体

を
通

し
て

映
像

で
鑑

賞
し

、
標

題
ご

と
に

感
じ

取
っ

た
こ

と
や

想
像

し
た

情
景

を
確

認
す

る
。

授
業

の
最

後
に

曲
の

良
さ

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

ま
と

め
る

。
 

栃
木

県

20
1

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

日
本

の
伝

統
音

楽
の

特
徴

を
理

解
し

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

我
が

国
の

伝
統

音
楽

の
特

徴
と

、
そ

の
特

徴
か

ら
生

ま
れ

る
音

楽
の

多
様

性
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

第
１

時
：

能
の

歴
史

や
演

奏
形

態
に

つ
い

て
知

る
。

模
範

演
奏

を
聞

い
て

謡
の

発
声

の
仕

方
な

ど
の

特
徴

を
感

受
す

る
。

感
受

し
た

こ
と

を
、

演
奏

し
関

心
を

深
め

る
。

 
第

２
時

：
囃

子
に

よ
る

演
奏

を
鑑

賞
し

、
音

楽
の

良
さ

や
美

し
さ

を
味

わ
せ

る
。

 
（

修
学

旅
行

に
て

、
能

楽
体

験
を

し
て

、
授

業
で

学
習

し
た

こ
と

を
体

験
さ

せ
た

。
）

 
第

３
時

：
能

「
敦

盛
」

を
鑑

賞
し

、
場

面
の

様
子

や
、

登
場

人
物

の
心

情
が

、
ど

の
よ

う
に

音
楽

と
舞

で
表

現
さ

れ
て

い
る

か
を

味
わ

せ
る

。
 

栃
木

県

20
2

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

楽
器

ご
と

の
音

色
の

違
い

を
理

解
し

な
が

ら
、

展
覧

会
の

絵
に

親
し

も
う

。
「

展
覧

会
の

絵
」

楽
器

の
特

色
や

、
楽

曲
に

ま
つ

わ
る

時
代

な
ど

の
背

景
を

関
連

付
け

て
考

え
、

自
分

な
り

の
言

葉
で

根
拠

を
も

っ
て

批
評

し
よ

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

様
々

な
楽

器
の

音
色

を
実

際
に

聴
く

こ
と

で
、

楽
器

の
持

つ
音

色
の

特
色

や
特

徴
を

感
じ

取
る

。
 

第
２

時
：

絵
に

ま
つ

わ
る

音
楽

の
印

象
や

特
徴

を
自

分
な

り
の

言
葉

で
根

拠
を

も
っ

て
批

評
す

る
。

 
第

３
時

：
時

代
や

楽
曲

の
背

景
に

ま
つ

わ
る

情
報

を
伝

え
た

う
え

で
、

音
楽

を
構

成
す

る
諸

要
素

を
関

連
付

け
て

感
想

文
を

書
く

。

大
阪

府

20
3

第
３

学
年

鑑
賞

（
４

時
間

扱
い

）

音
楽

の
特

徴
や

背
景

を
理

解
し

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

 
「

ブ
ル

タ
バ

」

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
、

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
歴

史
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。
 

必
要

に
応

じ
て

、
旋

律
を

歌
っ

た
り

、
特

徴
的

な
リ

ズ
ム

を
手

で
打

っ
た

り
指

揮
を

さ
せ

る
こ

と
で

音
楽

の
特

徴
を

感
じ

取
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
て

歴
史

的
背

景
を

調
べ

た
り

、
ネ

ッ
ト

上
で

多
対

個
の

発
表

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
様

々
な

知
識

や
意

見
を

得
る

こ
と

が
で

き
、

自
分

の
考

え
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
香

川
県

20
4

第
３

学
年

鑑
賞

（
５

時
間

扱
い

）

舞
台

芸
術

を
楽

し
も

う
 。

オ
ペ

ラ
　

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

　
歌

舞
伎

京
劇

態
度

　
音

楽
と

舞
台

芸
術

の
雰

囲
気

の
移

り
変

わ
り

に
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
と

舞
台

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

同
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

 
 

各
舞

台
芸

術
の

動
画

を
見

せ
て

、
最

後
に

４
つ

の
中

か
ら

個
人

と
し

て
興

味
を

も
っ

た
も

の
を

１
つ

選
び

、
同

じ
舞

台
芸

術
の

人
た

ち
で

グ
ル

ー
プ

を
つ

く
る

（
オ

ペ
ラ

グ
ル

ー
プ

　
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
グ

ル
ー

プ
…

）
そ

の
グ

ル
ー

プ
内

で
舞

台
芸

術
の

こ
と

を
分

担
し

て
調

べ
て

、
グ

ー
グ

ル
ス

ラ
イ

ド
を

共
同

で
作

成
し

発
表

す
る

よ
う

に
し

た
。

 
（

オ
ペ

ラ
の

特
徴

　
歴

史
　

盛
ん

な
国

地
域

　
使

用
さ

れ
る

楽
器

　
演

奏
さ

れ
る

音
楽

の
特

徴
　

演
じ

る
役

者
の

演
技

役
者

の
衣

装
や

メ
イ

ク
　

　
上

演
す

る
劇

場
や

舞
台

装
置

　
代

用
的

な
演

目
　

有
名

な
団

体
・

役
者

　
見

た
・

調
べ

た
感

想
）

 
そ

の
な

か
で

、
興

味
を

持
っ

た
舞

台
芸

術
の

自
分

が
良

さ
を

感
じ

た
事

や
、

調
べ

る
中

で
特

徴
的

な
事

を
ク

ラ
ス

全
体

に
知

っ
て

欲
し

い
、

詳
し

く
伝

え
る

工
夫

が
で

き
る

よ
う

に
、

効
果

的
な

発
表

方
法

を
考

え
さ

せ
た

。
（

見
や

す
い

、
分

か
り

や
す

い
、

伝
わ

り
や

す
い

）

北
海

道

44



20
5

第
３

学
年

鑑
賞

（
２

時
間

扱
い

）

音
楽

の
お

も
し

ろ
さ

の
秘

密
を

探
ろ

う
。

～
音

楽
の

構
造

に
注

目
し

て
～

「
ボ

レ
ロ

」

音
楽

の
構

成
と

そ
の

働
き

が
生

み
出

す
音

楽
の

特
質

や
雰

囲
気

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

音
楽

に
親

し
む

。

第
１

時
：

反
復

に
着

目
し

て
鑑

賞
し

た
り

、
反

復
さ

れ
て

い
る

リ
ズ

ム
や

旋
律

を
身

体
表

現
で

表
し

た
り

し
て

、
ボ

レ
ロ

の
音

楽
の

構
造

を
知

る
。

 
第

２
時

：
変

化
に

着
目

し
て

鑑
賞

し
、

音
楽

の
雰

囲
気

の
変

化
や

お
も

し
ろ

い
と

感
じ

た
こ

と
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
ま

と
め

る
。

 
全

時
 適

宜
、

ペ
ア

対
話

や
グ

ル
ー

プ
で

、
音

楽
の

反
復

や
変

化
を

聴
き

な
が

ら
感

じ
た

こ
と

、
面

白
い

と
思

っ
た

こ
と

、
そ

の
理

由
に

つ
い

て
共

有
し

た
。

 

島
根

県

20
6

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

作
者

の
思

い
を

感
じ

取
り

な
が

ら
、

音
楽

を
味

わ
お

う
。

「
ブ

ル
タ

バ
（

モ
ル

ダ
ウ

）
」

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
文

化
や

歴
史

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

実
際

に
自

分
が

撮
影

し
た

ブ
ル

タ
バ

川
の

写
真

を
見

せ
て

関
心

を
も

た
せ

、
曲

を
聞

か
せ

る
。

気
づ

い
た

こ
と

・
感

じ
た

こ
と

を
交

流
し

た
う

え
で

、
作

曲
者

や
曲

の
背

景
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

 
第

２
時

：
標

題
ご

と
の

特
徴

を
聞

き
取

り
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
な

が
ら

イ
メ

ー
ジ

を
も

た
せ

る
。

 
第

３
時

：
興

味
を

も
っ

た
標

題
に

つ
い

て
、

自
分

な
り

の
言

葉
で

説
明

し
、

曲
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
班

で
交

流
す

る
。

 

岐
阜

県

20
7

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

「
ブ

ル
タ

バ
」

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
歴

史
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

 の
学

習
活

動
に

取
り

 組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

ブ
ル

タ
バ

に
関

連
し

て
、

楽
曲

解
説

、
交

響
詩

、
作

曲
者

（
代

表
作

）
、

チ
ェ

コ
、

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

な
ど

に
つ

い
て

、
調

べ
さ

せ
、

ペ
ア

学
習

な
ど

で
意

見
交

換
を

行
う

。
 

第
２

時
：

ブ
ル

タ
バ

の
７

つ
の

標
題

に
つ

い
て

動
画

カ
ー

ド
と

楽
譜

カ
ー

ド
を

選
び

、
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

楽
器

と
標

題
に

つ
い

て
、

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
楽

器
で

の
表

現
を

理
解

さ
せ

る
。

 
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

楽
器

と
そ

の
音

色
を

結
び

付
け

な
が

ら
聴

き
、

ど
の

よ
う

な
情

景
な

の
か

、
映

像
や

音
か

ら
ヒ

ン
ト

を
得

な
が

ら
考

え
さ

せ
る

。
 

第
３

時
：

そ
れ

ぞ
れ

の
標

題
部

分
の

音
楽

に
つ

い
て

、
音

楽
の

特
徴

や
情

景
イ

メ
ー

ジ
し

た
こ

と
に

つ
い

て
生

徒
が

感
じ

た
こ

と
な

ど
を

元
に

、
作

曲
者

が
な

ぜ
ブ

ル
タ

バ
川

を
題

材
と

し
て

作
曲

し
た

の
か

を
記

入
さ

せ
る

。
そ

の
後

、
そ

れ
ぞ

れ
が

記
入

し
た

こ
と

を
発

表
ま

た
は

、
提

出
箱

で
の

確
認

で
共

有
し

、
作

曲
者

ス
メ

タ
ナ

の
祖

国
へ

の
思

い
を

ま
と

め
さ

せ
る

。

山
口

県

20
8

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

ボ
レ

ロ
の

構
成

を
捉

え
、

音
色

の
移

り
変

わ
り

を
感

じ
よ

う
。

ラ
ヴ

ェ
ル

『
ボ

レ
ロ

』

ボ
レ

ロ
の

繰
り

返
さ

れ
る

リ
ズ

ム
と

２
つ

の
旋

律
、

音
色

の
変

化
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

ド
ラ

ム
が

演
奏

し
て

い
る

リ
ズ

ム
を

実
際

に
叩

い
て

み
た

り
、

メ
ロ

デ
ィ

ー
と

合
わ

せ
る

な
ど

し
て

、
ボ

レ
ロ

の
構

造
や

、
リ

ズ
ム

と
メ

ロ
デ

ィ
ー

と
の

重
な

り
方

を
知

る
と

と
も

に
、

体
験

を
し

な
が

ら
関

心
を

持
て

る
よ

う
に

す
る

。
 

第
２

時
：

ボ
レ

ロ
の

音
色

の
変

化
を

、
演

奏
し

て
い

る
動

画
を

鑑
賞

し
た

り
他

者
と

話
し

合
う

活
動

を
通

し
て

関
心

を
持

て
る

よ
う

に
す

る
。

 
第

３
時

：
ボ

レ
ロ

の
紹

介
文

を
記

入
す

る
活

動
を

通
し

て
、

他
者

に
感

想
を

伝
え

よ
う

と
す

る
。

 
全

　
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。
 

静
岡

県

20
9

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

音
楽

の
特

徴
や

背
景

を
理

解
し

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
。

 
「

ブ
ル

タ
バ

」
 

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
文

化
や

歴
史

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

ブ
ル

タ
バ

を
鑑

賞
し

自
由

に
感

想
を

発
表

す
る

と
と

も
に

、
曲

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史
、

作
曲

者
の

思
い

を
知

り
、

曲
に

つ
い

て
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

源
流

の
場

面
を

聴
き

、
感

じ
取

っ
た

こ
と

、
そ

の
よ

う
に

感
じ

た
理

由
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
し

、
そ

れ
を

も
と

に
グ

ル
ー

プ
で

意
見

交
換

を
す

る
。

同
じ

よ
う

に
そ

れ
ぞ

れ
の

場
面

に
つ

い
て

も
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
る

。
 

第
３

時
：

こ
の

曲
の

よ
さ

に
つ

い
て

音
楽

の
特

徴
や

背
景

な
ど

を
関

連
さ

せ
な

が
ら

、
自

分
の

考
え

を
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

ま
と

め
、

グ
ル

ー
プ

で
発

表
し

合
い

、
感

想
を

伝
え

合
わ

せ
る

。

栃
木

県

45



21
0

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
音

楽
を

味
わ

お
う

。
「

ブ
ル

タ
バ

（
モ

ル
ダ

ウ
）

」

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
文

化
や

歴
史

と
の

関
わ

り
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

む
。

第
１

時
：

最
初

に
Ａ

の
部

分
を

聴
き

、
想

像
し

た
情

景
を

発
表

し
合

い
、

曲
へ

の
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
担

当
す

る
部

分
を

聴
い

て
、

標
題

が
ど

の
よ

う
に

表
現

さ
れ

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

内
で

話
し

合
わ

せ
る

。
ま

た
、

グ
ル

ー
プ

ご
と

の
発

表
を

参
考

に
し

、
旋

律
を

口
ず

さ
ん

だ
り

、
指

揮
を

し
た

り
、

特
徴

的
な

リ
ズ

ム
を

手
拍

子
し

た
り

し
て

、
特

徴
を

感
じ

取
ら

せ
る

。
 

第
３

時
：

音
楽

Ｄ
Ｖ

Ｄ
を

使
い

作
曲

者
に

つ
い

て
知

っ
た

り
、

「
楽

曲
に

つ
い

て
」

や
「

『
ブ

ル
タ

バ
』

が
作

曲
さ

れ
た

当
時

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
地

図
」

「
作

曲
者

自
身

に
よ

る
解

説
」

を
読

ん
だ

り
し

て
、

曲
の

背
景

と
な

る
文

化
や

歴
史

に
つ

い
て

関
心

を
も

た
せ

る
。

 

岐
阜

県

21
1

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
を

聴
い

て
、

そ
の

よ
さ

を
味

わ
お

う
。

（
３

時
間

）
 

「
W

e 
W

ill 
Ro

ck
 Y

ou
」

   
Br

ia
n

M
ay

/作
詞

・
作

曲
 

「
W

al
tz

 F
or

 D
eb

by
」

   
 B

ill
Ev

an
s/

作
曲

 
「

Ag
ua

 d
e 

Be
be

r」
   

   
Vi

ni
ciu

s
de

 M
or

ae
s/

作
詞

  A
nt

on
io

 C
ar

lo
s

Jo
bi

m
/作

曲
 

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
の

リ
ズ

ム
や

音
色

、
旋

律
、

音
の

重
な

り
な

ど
に

関
心

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
、

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
の

演
奏

形
態

や
音

楽
の

背
景

と
な

る
歴

史
や

文
化

に
つ

い
て

ふ
れ

、
比

較
鑑

賞
や

調
べ

学
習

を
通

し
て

、
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
が

広
く

親
し

ま
れ

て
い

る
理

由
を

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

か
ら

考
え

さ
せ

、
音

楽
の

ジ
ャ

ン
ル

ご
と

に
グ

ル
ー

プ
を

作
っ

て
話

し
合

わ
せ

る
。

 
第

３
時

：
ポ

ピ
ュ

ラ
ー

音
楽

の
ど

の
よ

う
な

特
徴

が
自

分
た

ち
の

生
活

に
必

要
と

さ
れ

て
い

る
の

か
、

自
分

が
選

ん
だ

ジ
ャ

ン
ル

に
つ

い
て

プ
レ

ゼ
ン

原
稿

を
作

り
、

発
表

さ
せ

る
。

他
の

グ
ル

ー
プ

の
発

表
を

聞
い

た
感

想
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

千
葉

県

21
2

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

音
楽

的
要

素
か

ら
情

景
を

想
像

し
な

が
ら

楽
曲

を
味

あ
お

う
。

「
ヴ

ィ
ヴ

ァ
ル

デ
ィ

四
季

よ
り

『
春

』
」

楽
曲

の
速

度
や

音
高

を
比

較
し

て
聴

き
分

け
、

ソ
ネ

ッ
ト

が
表

現
し

て
い

る
も

の
を

自
分

な
り

に
考

え
、

情
景

を
想

像
さ

せ
る

。

導
入

と
し

て
、

４
.５

曲
音

楽
的

要
素

の
特

徴
が

わ
か

り
や

す
い

も
の

を
鑑

賞
さ

せ
、

鑑
賞

に
対

す
る

興
味

関
心

を
引

き
付

け
る

。
そ

の
導

入
の

後
、

題
材

と
す

る
教

材
を

鑑
賞

さ
せ

る
こ

と
で

、
意

欲
的

に
鑑

賞
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

千
葉

県

21
3

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

日
本

の
伝

統
音

楽
の

特
徴

を
理

解
し

て
、

そ
の

魅
力

を
味

わ
お

う
 。

能
「

敦
盛

」

能
「

敦
盛

」
の

謡
や

囃
子

の
音

色
や

リ
ズ

ム
、

速
度

の
変

化
、

歴
史

的
背

景
な

ど
に

興
味

を
も

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

第
１

時
：

実
際

に
謡

を
謡

う
な

ど
し

て
、

謡
の

音
色

や
リ

ズ
ム

、
速

度
の

変
化

に
関

心
を

も
た

せ
る

。
 

第
２

時
：

前
時

に
謡

っ
た

場
面

の
囃

子
を

楽
器

（
電

子
キ

ー
ボ

ー
ド

で
代

替
）

で
演

奏
し

た
あ

と
、

同
じ

場
面

を
鑑

賞
し

て
、

謡
や

囃
子

の
リ

ズ
ム

、
速

度
、

旋
律

を
知

覚
し

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

特
質

や
雰

囲
気

を
感

受
し

な
が

ら
、

知
覚

し
た

こ
と

と
感

受
し

た
こ

と
と

の
関

り
に

つ
い

て
話

し
合

わ
せ

る
。

 
第

３
時

：
こ

れ
ま

で
の

学
習

を
生

か
し

て
能

の
音

楽
の

よ
さ

や
面

白
さ

に
つ

い
て

気
付

い
た

こ
と

や
考

え
た

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
る

。
 

全
時

：
授

業
の

最
後

に
本

時
の

振
り

返
り

を
行

い
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

島
根

県

21
4

第
３

学
年

鑑
賞

（
３

時
間

扱
い

）

&q
uo

t;多
様

な
音

楽
の

世
界

　
～

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
～

&q
uo

t; 
ジ

ャ
ズ

・
ボ

サ
ノ

ヴ
ァ

・
ロ

ッ
ク

 
Jp

op
な

ど
 

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
の

歴
史

や
特

徴
な

ど
か

ら
,生

活
や

社
会

に
お

け
る

音
楽

の
役

割
や

意
味

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
に

関
心

を
も

ち
，

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

学
習

活
動

に
取

り
組

も
う

と
し

て
い

る
。

 

第
１

時
：

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
音

楽
の

特
徴

と
音

楽
が

影
響

し
あ

い
な

が
ら

新
し

い
ジ

ャ
ン

ル
が

生
ま

れ
て

き
た

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
 

第
２

時
：

様
々

な
音

楽
に

個
性

と
と

も
に

人
を

ひ
き

つ
け

る
工

夫
が

あ
る

こ
と

を
鑑

賞
に

お
い

て
指

導
す

る
。

そ
の

視
点

を
も

と
に

自
分

の
好

き
な

音
楽

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
な

部
分

に
惹

か
れ

る
の

か
を

分
析

し
た

り
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

っ
た

り
す

る
。

 
第

３
時

：
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
作

成
し

、
相

互
に

発
表

し
あ

い
な

が
ら

、
協

働
的

に
学

ぶ
と

と
も

に
幅

広
い

音
楽

に
親

し
む

。

鳥
取

県

46



21
5

第
３

学
年

鑑
賞

（
４

時
間

扱
い

）

交
響

詩
の

特
徴

を
感

じ
取

り
、

作
曲

家
の

生
涯

や
時

代
背

景
を

通
し

て
、

楽
曲

の
価

値
に

つ
い

て
考

え
よ

う
。

「
交

響
詩

『
我

が
祖

国
』

よ
り

『
ブ

ル
タ

バ
』

」

 曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
や

、
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

進
ん

で
学

ぼ
う

と
し

、
見

通
し

を
も

っ
た

り
振

り
返

っ
た

り
す

る
な

ど
、

自
ら

の
学

習
を

調
整

し
よ

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

冒
頭

部
分

「
ブ

ル
タ

バ
の

第
一

の
水

源
・

第
二

の
水

源
」

を
聴

き
、

音
楽

の
要

素
を

根
拠

に
し

な
が

ら
、

何
を

表
現

し
て

い
る

の
か

考
え

る
。

第
２

時
：

「
農

民
の

結
婚

式
」

・
「

月
の

光
・

水
の

精
」

を
そ

れ
ぞ

れ
聴

き
、

ス
コ

ア
（

総
譜

）
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
の

標
題

を
考

え
、

ク
ラ

ス
で

共
有

す
る

。
第

３
時

：
作

曲
者

ス
メ

タ
ナ

の
生

涯
や

、
こ

の
時

代
の

国
際

・
社

会
情

勢
に

つ
い

て
の

映
像

を
視

聴
し

、
ま

と
め

プ
リ

ン
ト

に
ポ

イ
ン

ト
を

記
入

し
な

が
ら

、
こ

の
曲

が
作

曲
さ

れ
た

背
景

に
つ

い
て

知
る

。
　

第
４

時
：

こ
の

曲
の

も
つ

社
会

的
・

歴
史

的
な

価
値

や
、

自
分

に
と

っ
て

の
価

値
を

、
根

拠
を

明
ら

か
に

し
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
。

神
奈

川
県

21
6

第
３

学
年

鑑
賞

（
４

時
間

扱
い

）

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
な

が
ら

、
音

楽
を

味
わ

お
う

。
「

ブ
ル

タ
バ

・
ボ

レ
ロ

」

音
楽

の
特

徴
と

そ
の

背
景

と
な

る
歴

史
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

持
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

主
体

的
・

協
働

的
に

鑑
賞

の
学

習
活

動
に

取
り

組
む

と
も

に
、

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

に
親

し
む

。

第
１

時
：

「
ブ

ル
タ

バ
」

を
標

題
ご

と
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

情
景

を
特

徴
付

け
る

楽
器

や
音

色
、

速
度

な
ど

の
変

化
を

感
じ

取
ら

せ
る

。
 

第
２

時
：

「
プ

ラ
ハ

の
春

　
音

楽
祭

」
の

映
像

を
見

せ
な

が
ら

、
「

ブ
ル

タ
バ

」
の

作
曲

者
が

活
躍

し
た

時
代

の
特

徴
や

背
景

を
感

じ
取

ら
せ

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

さ
せ

る
。

 
第

３
時

：
「

ボ
レ

ロ
」

を
聴

き
な

が
ら

、
反

復
や

楽
器

の
音

色
の

変
化

に
つ

い
て

感
じ

取
ら

せ
る

。
 

第
４

時
：

　
バ

レ
エ

「
ボ

レ
ロ

」
を

見
せ

な
が

ら
、

ど
の

よ
う

な
ス

ト
ー

リ
ー

か
を

想
像

さ
せ

る
。

ま
た

生
活

や
社

会
に

お
け

る
音

楽
の

意
味

や
役

割
に

つ
い

て
考

え
さ

せ
て

聴
か

せ
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
記

入
さ

せ
る

。

京
都

府

21
7

第
３

学
年

鑑
賞

（
４

時
間

扱
い

）

ス
メ

タ
ナ

作
曲

　
「

ブ
ル

タ
バ

」
 

曲
想

と
音

楽
の

要
素

の
関

わ
り

を
感

じ
取

っ
て

鑑
賞

し
よ

う
。

作
曲

者
ス

メ
タ

ナ
が

ブ
ル

タ
バ

川
の

様
子

を
表

す
た

め
に

一
つ

ひ
と

つ
の

情
景

に
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

音
楽

の
要

素
に

よ
っ

て
表

現
し

た
か

を
考

え
る

。
 

A→
設

定
さ

れ
た

情
景

を
音

楽
の

要
素

を
複

数
使

っ
て

説
明

し
感

じ
取

っ
て

い
る

。
 

C→
情

景
の

中
で

取
り

組
み

安
い

と
こ

ろ
（

聖
ヨ

ハ
ネ

の
急

流
な

ど
）

か
ら

考
え

さ
せ

て
感

じ
取

ら
せ

て
か

ら
他

の
部

分
を

考
え

て
い

く
。

第
１

時
：

簡
単

な
情

報
を

与
え

て
一

度
全

曲
を

鑑
賞

し
感

じ
取

っ
た

情
景

を
考

え
さ

せ
る

。
 

第
２

時
：

交
響

詩
に

つ
い

て
説

明
し

、
様

々
な

情
景

が
あ

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

ま
た

作
曲

さ
れ

た
当

時
の

チ
ェ

コ
の

様
子

に
つ

い
て

も
学

習
す

る
。

 
第

３
時

：
一

つ
ひ

と
つ

の
情

景
を

鑑
賞

し
、

音
楽

の
要

素
を

知
覚

し
、

そ
の

た
め

に
ど

の
よ

う
な

情
景

を
生

み
出

し
て

い
る

か
を

感
受

す
る

。
２

時
間

目
の

内
容

も
踏

ま
え

さ
せ

る
。

ま
た

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
音

楽
の

要
素

を
意

味
を

含
め

て
記

し
て

お
き

、
い

つ
で

も
そ

れ
を

見
な

が
ら

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
 

第
４

時
：

生
徒

の
意

見
を

交
流

し
な

が
ら

ま
と

め
の

鑑
賞

を
す

る
。

ま
た

第
１

次
の

自
分

の
感

想
と

比
較

を
し

て
考

え
方

の
変

化
に

気
付

か
せ

る
。

京
都

府

21
8

第
３

学
年

鑑
賞

（
４

時
間

扱
い

）

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
音

楽
を

味
わ

お
う

。
 

「
ブ

ル
タ

バ
（

モ
ル

ダ
ウ

）
　

連
作

交
響

詩
「

我
が

祖
国

か
ら

」
」

「
ブ

ル
タ

バ
（

モ
ル

ダ
ウ

）
」

の
音

楽
の

特
徴

と
そ

の
背

景
と

な
る

文
化

や
歴

史
と

の
関

わ
り

に
関

心
を

も
ち

、
音

楽
活

動
を

楽
し

み
な

が
ら

、
主

体
的

・
協

働
的

に
鑑

賞
の

授
業

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

人
々

に
長

く
愛

さ
れ

て
い

る
交

響
詩

に
親

し
も

う
と

し
て

い
る

。

第
１

時
：

教
科

書
の

資
料

や
DV

Dを
使

っ
て

、
作

曲
さ

れ
た

当
時

の
文

化
や

歴
史

を
理

解
す

る
。

標
題

と
そ

れ
ぞ

れ
の

場
面

の
曲

想
の

変
化

に
着

目
し

て
、

全
体

を
通

し
て

鑑
賞

す
る

。
 

第
２

時
：

「
A　

ブ
ル

タ
バ

の
２

つ
の

源
流

」
の

部
分

を
聴

き
、

フ
ル

ー
ト

、
ク

ラ
リ

ネ
ッ

ト
、

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

の
音

楽
の

特
徴

と
感

じ
た

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
で

述
べ

合
う

。
そ

の
後

、
他

の
グ

ル
ー

プ
の

発
表

も
参

考
に

し
な

が
ら

「
A

ブ
ル

タ
バ

の
２

つ
の

源
流

」
の

場
面

を
紹

介
す

る
文

章
を

書
く

。
 

第
３

時
：

「
A　

ブ
ル

タ
バ

の
２

つ
の

源
流

」
の

旋
律

と
「

F　
幅

広
く

流
れ

る
ブ

ル
タ

バ
」

の
旋

律
を

聴
き

、
そ

れ
ぞ

れ
の

音
楽

の
特

徴
か

ら
作

曲
者

が
ど

の
よ

う
な

思
い

を
こ

め
た

の
か

を
考

え
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

う
。

 
第

４
時

：
作

曲
者

が
こ

の
曲

に
こ

め
た

思
い

や
チ

ェ
コ

の
人

々
に

長
く

愛
さ

れ
て

い
る

理
由

を
考

え
、

批
評

文
を

書
く

。

静
岡

県

21
9

全
学

年
鑑

賞
(１

時
間

扱
い

）

合
唱

コ
ン

ク
ー

ル
選

曲
そ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

音
楽

を
構

成
す

る
主

な
要

素
に

注
目

し
て

曲
を

分
析

し
，

自
分

の
ク

ラ
ス

に
合

っ
た

合
唱

曲
を

選
択

し
よ

う
と

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

か
。

１
年

生
の

始
め

に
音

楽
を

構
成

す
る

主
な

要
素

に
つ

い
て

学
習

し
た

上
で

，
歌

唱
・

器
楽

・
鑑

賞
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
そ

れ
ら

の
要

素
と

の
関

連
を

取
り

扱
う

よ
う

に
し

，
ﾜｰ

ｸｼ
ｰﾄ

の
記

入
等

の
場

面
で

も
積

極
的

に
そ

の
言

葉
を

使
っ

て
考

え
る

よ
う

に
促

す
。

栃
木

県
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22
0

第
２

学
年

音
楽

の
基

礎
知

識
（

２
時

間
扱

い
）

 音
部

記
号

、
音

符
、

休
符

な
ど

の
記

譜
 「

ヘ
音

記
号

を
知

ら
な

い
人

に
、

そ
の

意
味

や
書

き
方

や
教

え
ま

す
。

注
意

点
を

２
つ

以
上

挙
げ

て
説

明
し

な
さ

い
。

」
と

い
う

テ
ス

ト
問

題
を

作
成

し
た

。
授

業
で

学
ん

だ
こ

と
（

形
、

曲
線

、
点

の
位

置
、

点
の

意
味

、
表

記
上

の
ポ

イ
ン

ト
）

を
も

と
に

、
自

分
な

り
の

表
現

で
示

し
て

い
く

。
間

違
っ

て
い

な
け

れ
ば

点
数

に
な

る
。

　
音

部
記

号
の

形
だ

け
で

な
く

、
そ

の
形

の
意

味
や

、
示

し
て

い
る

こ
と

を
授

業
で

詳
し

く
解

説
し

た
。

誤
っ

た
書

き
方

の
例

を
示

し
、

何
が

ち
が

う
の

か
を

全
体

で
確

か
め

た
。

表
現

の
仕

方
は

い
ろ

い
ろ

な
言

い
方

が
あ

る
こ

と
を

全
体

で
確

か
め

た
。

静
岡

県

22
1

全
学

年

実
技

試
験

の
裏

な
ど

で
行

う
授

業
プ

リ
ン

ト
で

教
科

書
を

み
れ

ば
わ

か
る

よ
う

な
内

容
の

記
入

内
容

・
毎

時
間

の
振

り
返

り
カ

ー
ド

の
内

容

「
魔

王
」

各
セ

リ
フ

の
長

調
か

短
調

化
な

ど
の

確
認

プ
リ

ン
ト

役
柄

や
内

容
に

よ
る

声
の

特
徴

の
違

い
に

関
心

を
持

ち
、

音
楽

活
動

を
楽

し
み

な
が

ら
主

体
的

・
協

働
的

に
リ

ー
ト

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
る

。

そ
れ

ぞ
れ

の
部

分
を

抜
き

出
し

て
メ

ロ
デ

ィ
ー

の
確

認
を

し
た

。

神
奈

川
県
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